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プロローグ







　人生はすれ違ちがいの連続である。

　出会った人間よりも、すれ違った人間の方が多い。

　というのは、知る人ぞ知るイギリスの哲てつ学がく者しやの名言――ではなく、ただ僕ぼくが即そつ興きようで考えただけの言葉である。

　ここ最近、というかここ一週間の出来事を思い返してみると、なんとなく格好つけてそんなことが言いたくなった。

　すれ違ってばかりで、相手と全く噛かみ合あわない一週間だった。

　まあ、僕が相手と噛み合わないのはいつものことと言えばいつものことなんだけれど、今回はそれが特に顕けん著ちよだったような気がする。

　絶ぜつ妙みようなぐらいに噛み合わず、奇き跡せきみたいにすれ違っていた。

　僕は僕なりに一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったし、そして周りのみんなも一生懸命だった。誰だれ一ひと人り手て抜ぬきなんかしていないのに、それでも、ずーっと空回りしていた印象を受ける。

　クラッチが壊こわれた車のアクセルを踏ふんでいるみたいで、どれだけ足あ掻がこうとも動力がエンジンに届かない。

　なにかが起きていたような気もするけど、ただ気がするだけ。

　やはり世界は、いつだって僕の知らないところで回っている。きっとどこかでは、僕の知らないドラマチックなストーリーが展開されていたりもするのだろう。

　しかし仮にそうだとしても、僕は僕の知ってることしか知らない。

　僕の目線でしか、僕の視点でしか、世界を語ることができないのだ。

　だから――たとえ知らないところで登場人物が一人欠けてしまっても、僕はそれに気づかないままで終わるのかもしれない。







一章　同居生活×カードゲーム×お墓参り







　月日が経たつのは早いもので、僕の高校二年生の夏休みはあっという間に半分も過ぎてしまった。

　期末テストをすっぽかしたことによる補習や、コン部の合宿、そして実家のお墓参りなどなど。そこそこ忙いそがしく、そこそこ充じゆう実じつした日々を送っている内に、残る夏休みは二週間となってしまった。

　コン部の合宿は、いろいろとあったが大成功だったと言えよう。初日も二日目もこれといって問題も発生せず、実に楽しく過ごすことができた。

「……うーむ」

　そして現在、僕は自宅のリビングで一人唸うなっていた。

　いつも通り、二階建ての一いつ軒けん家やに一人暮らし。

　お盆ぼんで田舎いなかの実家に帰ったときは、久しぶりにお父さんもお母さんも日本に帰って来たが、こっち帰って来るとまたすぐ海外に飛び立ってしまった。

　ちょっとは寂さびしくも思うけれど、まあ、一人暮らしにはもう慣れたものである。

「しかし……あれだな」

　目の前に山積みになっているプリントやテキストを見て呟つぶやく。

「なんで夏休みには宿題があるんだろう？」

　おそらく全国の学生が思っていることを代弁した。

　テーブルの上にあるのは膨ぼう大だいな数の宿題。地味に忙しかったため（言い訳だけど）、完全に手付かずになっている。

　今日こそはやるぞと思っていたのだが、まるっきり手を着けていないため、逆にやる気が出ない。

「まだ二週間あるから大だい丈じよう夫ぶだとも言えるし、もう二週間だからそろそろ始めないとまずいとも言えるだろう……」

　さて。

　やるべきか、やらぬべきか、それが問題だ。

　……「いや、やれよ！」って全世界から突っ込まれた気がするので、僕は渋しぶ々しぶと宿題の山に手を伸のばす。

　しかし、あと一歩のところで手が止まってしまう。

「うぐぅ……」

　今日は朝からずっとこんな感じだった。

　今日こそはやるぞーっ！　と意気込んでまず宿題を全すべてリストアップし、それから闇やみ雲くもにやっても効率が悪いだろうと考えてまずは完かん璧ぺきなスケジュール帳を作成しようとしたが、途と中ちゆうでかったるくなって挫ざ折せつし、ならば次は部屋の掃そう除じだ、汚きたない部屋じゃ勉強もはかどらない、と思って部屋の掃除をしていたら、二年前ぐらいのコロコロを発見して、懐なつかしいなあと思って読み始めたら続きが気になって、それで次の号を探して読んで、そしてまた次の号を探して読んで～、を繰くり返かえしていたら、いつの間にかお盆前に発売した最新号のコロコロに辿たどり着つき――

　そして夜になっていた。

　現在の時刻、二十二時三十分。

「……コロコロ読んでたら一日終わっちゃった」

　激しく落ち込む。ただでさえないやる気がさらに奪うばわれた感じだ。

　くそぅ。コロコロコミックめ。

　なんであんなに面おも白しろいんだよ。

　……うん、もう、あれだな。こんな時間から始めるのは、なんていうか区切りが悪いし、縁えん起ぎが悪いから止めておこう。新品の靴くつだって履はき始めるのは夜じゃなくて朝がいいってよく言われてるしね。

　明日から頑がん張ばればいいやー。

「って昨日もそう思ったんだよな……」

　完全に思考が駄だ目め人間になっている。なるほど、こういう風に駄目人間化しないために、夏休みの宿題は存在するんだな。

「しゃあ！　やるぞ！」

　両頬ほおを張はって闘とう魂こんを注入した。これで気合はばっちりだ。

　熱い決意を胸に秘ひめ、僕は宿題に手を伸ば――

　ピンポーン。

　――そうとした瞬しゆん間かんに、がっくりと崩くずれ落おちた。

「……誰だれだよ、こんな夜中に」

　ようやくやる気になったところだったのに。これはもう、僕には宿題をやるなって神様が言ってるのか？

　軽い苛いら立だちを感じながら、僕は玄げん関かんに向かい、勢いよくドアを開いた。

「……う、うぅ……」

　来客は、意外な人物だった。

「く、栗くり栖すちゃん？」

　小こ柄がらな体たい躯くに、左右でくくった髪かみ。優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいである母親から受うけ継ついだ――という設定の白いローブ。僕の一個下の後こう輩はい、栗栖ちゃんだ。

　大きくて綺き麗れいな目が魅み力りよく的てきな少女なのだが、今、彼かの女じよの目は涙なみだで溢あふれていた。

「ど、どうしたの、こんな時間に？　え、え？　ていうか、なんで泣いてるの？」

「がごじまぜんば～い……」

　混乱する僕に、栗栖ちゃんは涙なみだ声ごえで答こたえた。

「わだじ、魔ま法ほうが使えなくなっちゃいましたぁ……」







　栗栖ちゃんは、本名の栗栖＝クリムゾン＝紅く莉り亜あという。

　真ま面じ目めで頑張り屋で、ちょっとおっちょこちょいなところがある、大変可愛かわいらしい少女である。

　日本とどこかの国であるハーフだとは聞いていたが、具体的にどこの国とのハーフであるかは知らない。栗栖ちゃんは地理が苦手で、自分に流れている血の半分がどこの国なのかよくわかっていないのだ。

　……よくよく考えてみると、将来が心配になるレベルの馬ば鹿かっぷりを発揮している気がするが……しかし、栗栖ちゃんには地理が苦手とか、そんなことがどうでもよくなるくらいに致ち命めい的てきな欠点がある。

　それは――中二病だ。

　栗栖ちゃんは『クリアの大だい冒ぼう険けん』というすでに絶版になった書しよ籍せきにどっぷりとハマっていて、その本に出てくるキャラのコスプレをして町を徘はい徊かいしたり、たまに意味不明な用語を口走ったりする。

　僕はそんな彼女の奇き行こうを見かける度たびに、うわあ、キツいなあ、イタいなあ、と思っていた。なんとか中二病を治ち療りようしたいとも考えたけど、しかしこれは思春期特有の行動である気もしたので、黙だまって見守ることにしていた。

　いつかは栗栖ちゃんも気づくはずだ、自分自身のイタイタしさに。

　そして今――栗栖ちゃんは言った。

　魔法が使えなくなった、と。

　それはつまり――

「う、うぅ……籠かご島しま、せんぱい。すいません、こんな遅おそくに……」

「栗栖ちゃんっ！」

　僕は彼女に詰つめ寄よって、両りよう肩かたをがしっと抱だいた。そして思いっきり笑って、

「おめでとう！」

　と、心から祝福した。

「……ほえ？」

「おめでとう栗栖ちゃん！　大人になったんだね！　おめでとう！　おめでとう！」

　僕はおめでとうの言葉を繰り返した。

　エヴァの最終回みたいに繰り返した。

　ああ、まさか、こんな日が来ようとは。

　重度の中二病患かん者じやである栗栖ちゃんが、ようやく中二病から卒業できたんだ。今日はなんて素す晴ばらしい日なんだろう！

「あ、あの、籠島先せん輩ぱい……？」

　栗栖ちゃんは、きょとんと不思議そうな表情を浮うかべた。頬はまだ涙で濡ぬれているが、涙るい腺せんの方は完全にストップしている。

「いやー、ほんとによかった！　栗栖ちゃんもこれで一つ、大人への階段を昇のぼったってことか！」

「あの……」

「めでたいなあ。こりゃお赤飯炊たかなくちゃ！　えっと、赤飯ってなに入れればいいんだっけ？　唐とう辛がら子しだっけ？」

「それはお赤飯じゃないです！」

「あ、栗栖ちゃんはもしかして、ハバネロも入れる派？　通だねえ」

「辛からさに不満があったわけじゃないですよ!?」

　栗栖ちゃんは勢いよく突っ込み、その後、ぶんぶんと首を振ふった。

「……違う、違うんですよ、籠島先輩……。私、ほんとに、ほんとに魔法が使えなくなっちゃったんですぅ……」

　再び涙が溢れ出だす。全身が小動物のように小さく震ふるえていた。

　ふむ。どうやらめでたい事態ではなかったらしい。

　そうだ。よく考えてみるとおかしい。

　栗栖ちゃんは普ふ段だん、自分から魔法使いだと名乗ることはない。むしろ、自分が魔法使いじゃないと頑かたくなに言い張っていた（別に言い張らなくてもこっちはわかってるのに）。

　そんな彼女が、自分から魔法が使えなくなったと言い出したのだ。

　つまり、それだけパニックになっているということなのだろうか。

　となると、これはもしかしたら、僕が想像していたよりもずっとシビアな状じよう況きようなのかもしれない。

「私の家……魔法が、使えないと、入れないから……だから、だから、もうどうやっても帰れなくて、どうしたらいいかわからなくて……。公園で、寝ねようかと、思ったんですけど……うぅ……、夏だから、虫とかいっぱいいて、怖こわくて……」

「…………」

「いつもは、こうやって……そこらへんにある、鏡から、帰ってるのに……」

　そう言って視線を横に移す。その先には、玄関に飾かざってある鏡があった。少々大きめの鏡で、出かけるときに身だしなみをチェックするためのものだ。

　栗栖ちゃんは鏡に手を伸ばし、鏡面を撫なでるようにしながら、

「――あらゆる光を返すもの、我わが身みを通す門と化せ――」

　と、呪じゆ文もんっぽいものを唱えた。

「……いつもだったら、これで帰れるんです……。こうやって、呪文を唱えた後に、頭から入れば……」

　そう言いながら、栗栖ちゃんはうちの鏡と向き合う。

　そして――




　ごっつん！　バリン！




　頭から突っ込んだ。

　頭ず突つきである。ヘッドバッドである。

　栗栖ちゃんは、鏡の中に突とつ入にゆうせんばかりの勢いで激げき突とつした。そんなことをすれば、当然鏡は割れてしまう。無数の亀き裂れつが走り、ステンドガラスのようになってしまった。

　うちの鏡が……！

「……うぅ。なんで、なんで……」

　僕が絶句する中、栗栖ちゃんは嗚お咽えつ混じりの声で呟く。

「いつも……こうやって、うちに帰ってるのに……」

　彼女は割れた鏡の前に向き直り、さっきと同じように、頭を引いて振りかぶる。

　ごっつん！　バリン！

　鏡の亀裂が増えた。

「……おかしい、おかしいよぉ」

　ごっつん！　バリン！

「…………うぅ」

　ごっつん！　バリン！

「…………」

　ごっつん！　バリン！

「……………………」

　ごっつん！　バリン！

　ごっつん！　バリン！

　ごっつん！　バリン！

　栗栖ちゃんはヘッドバッドを繰り返した。

　無言で一定のリズムで、繰り返した。

　鏡はもうほとんど割れてしまって、破は片へんの多くがパラパラと玄関に落ちているが、それでも彼女はヘッドバッドを止めなかった。

　その姿は、まるでハイペースな鹿ししおどしである。

「……えっと」

　落ち着け。クールになろう。

　こういうときこそ、客観的な視点が問われるのだ。

　客観的にこの状況を分ぶん析せきすると――

　夜よる遅おそくにいきなり女の子がやってきて、「魔法が使えなくなった」と意味不明な供述を繰り返しながら、玄関の鏡に向かって一心不乱に頭突きを始めた。

　……客観的になったら余計に駄目だった。

　やばいよ。なにやってるんだこの子……。

　こえええええ！

　これ、警察を呼んだら普ふ通つうに逮たい捕ほしてもらえそうだぞ。明日の新聞の一面飾れるレベルの事件だぞ。夕方のニュースで「若者の心の闇やみが～」とかって語られるぞ。

　まあ、もちろん警察を呼んだりはしないけど。とんでも光景にドン引きしていた僕だが、なんとか心を落ち着かせる。

　そうだ。この子を救うのは、先せん輩ぱいである僕の役目だ！

「もうやめるんだ、栗栖ちゃん！」

　狂きよう人じんとしか思えない行動を繰り返す彼女を、僕は後ろから羽は交がい締じめにした。しかし彼女は腕うでの中で暴れ続ける。

「離はなしてください籠島先輩！　私は……私は、ここから家に帰るんです！」

「帰れないよ！　鏡はワープゲートにはならないから！」

「なるんです！　私は魔法使いだから、そういうことができるんです！」

「いや、できてないじゃん！」

「だからそれは……魔法が……うわあああ……」

　わんわん泣き始める栗栖ちゃん。

　いやいや。泣きたいのは僕の方なんだけど……。

「とりあえず落ち着こう栗栖ちゃん！　深呼吸深呼吸！　さあ、一いつ緒しよに、ヒッヒッフー、ヒッヒッフー」

「それはラマーズ法ですっ！」

「じゃあ、素数を数えるんだ！　素数は孤こ独どくな数字だから僕らに勇気を与あたえてくれる！　１、２、３、５、７、11……」

「１は素数に含ふくまれません！」

　そうだった。

　うわ、ボケを間ま違ちがえちゃった。とんだ赤あかっ恥ぱじである。

「とにかく栗栖ちゃん、人間は鏡の中には入れないんだよ！　鏡の中で十三人のライダーがバトルロワイヤルをやってたりはしないんだよ！」

「私は鏡の中に入ろうとしているわけじゃないです！　転移魔法を使おうとしてるだけです！」

「一緒だよ！」

「一緒じゃありません！」

　栗栖ちゃんはかなり焦あせった様子だった。ベラベラと重要なことをしゃべってるような気もするが、今は彼女の戯たわ言ごとに耳を貸している場合じゃないだろう。

　僕の腕の中で栗栖ちゃんは暴れ続ける。しかし、少女の力では、男である僕の拘こう束そくを振り払はらうことはできない。

　ん？　ちょっと待てよ。

　そういえば、栗栖ちゃんって僕より力が強くなかったか？

　以前コン部のメンバーで腕うで相ず撲もうをしたとき、圧あつ倒とう的てき大差で負けた覚えがある。（ちなみに僕は女子全員に負けた。みんな腕わん力りよくありすぎ）。

　そんな風に不自然なくらいに力が強かった栗栖ちゃんを、僕は今、普通に抑おさえ込むことができている。

　この子から感じる力は、普通の女子高校生の力――いや、もしかしたらそれ以下かもしれない。

　普通の、か弱い女の子の力だ。

「離してください～～！」

　僕ぼくの不ふ審しんをよそに、栗栖ちゃんはぐりぐりと身をよじり続ける。

　そのときだった。

　激しく動いたせいで、きっちりと前を閉じていた白いローブが開き、中を覗のぞくことができるようになった。

　無論、僕は栗栖ちゃんを後ろから羽交い締めにしているのだから、正面から彼女の姿を見ることはできない。

　しかし、今僕らは鏡の前に立っている。そのため、鏡越ごしに彼女の姿を正面から見ることができた。

「「…………」」

　ぴたり、と。僕と栗栖ちゃんは硬こう直ちよくしてしまった。

　破片がいくつか玄関に落ちてしまっているので、ローブの中身を全て拝むことは叶かなわなかった。割れずに残っていた鏡が映すローブの中は――やたらと肌はだ色いろが多かった。というか、全部肌色だ。鏡の欠けた部分は黒くなっているが、それ以外は全て肌色。

　……いや、もう曖あい昧まいな表現で現実から逃とう避ひするのはやめよう。

　ローブの中は全ぜん裸らだった。

　すっぽんぽんで、ソックスと靴だけ履いている。

　全裸より逆にエロい気がする、全裸にソックスだ。

「……栗栖、ちゃん」

　鏡に映る僕は、この世界に絶望した表情になっていた。健全なる男子高校生としては、後輩の全裸を目もく撃げきできたラッキースケベ的なこの状況は、もしかしたら歓かん喜きに震えるべき状況なのかもしれない。

　しかし、そんな喜びをはるかに上回る絶望が心を埋うめ尽つくす。

　忘れてた。

　栗栖ちゃんは……露ろ出しゆつ狂きようだったんだ……。

　夏休み前、犬のクリスとお風ふ呂ろに入ってたとき、なんの前まえ触ぶれもなく栗栖ちゃんが全裸でお風呂に突とつ撃げきしてきた際に、そういう結論に至ったのだった。

　すっかり忘れていた――いや、違ちがうな。僕は無理やり忘れようとしていたんだ。後輩の悪あく趣しゆ味み、というか犯罪スレスレの異常性せい癖へきを、認めたくなかっただけだ。

　でも、もう問題から目を逸そらすことはできない。

　だってローブの中、マジで全裸なんだもん。

　ガチだ。ガチ痴ち女じよだあ……。

　そりゃ、魔法少女って言ったら全裸だけどさ！

　変身するときは一回全裸になるもんだけどさあ！

「……きゃあっ！」

　ようやく事態に頭が追いついたらしい栗栖ちゃんは、かわいらしい悲鳴を上げ、慌あわてて前を隠かくした。いろいろと今いま更さら過ぎる。

「み、みみ、見ました、かかっ？」

「……うん」僕は重々しく頷うなずいた。「あ、いやでも、えっと、なんていうか、その……大事なところは、ちょうど鏡が欠けてて見えなかったから……」

「……っ」

「……ねえ、栗栖ちゃん。その……ねえ？　そういう趣しゆ味み、僕は、あんまりよくないと思うなあ。うん、一歩間違ったら、犯罪だからね」

「ちがっ、ち、違うんですよっ！　こ、これはたまたまなんですっ！」

　栗栖ちゃんはぶんぶんと首を振りながら、悲痛さの滲にじむ声で言い訳する。

「普段ローブの中に来てる衣装は、魔ま力りよくがないと形態が維い持じできないタイプで……だからっ、魔法が使えなくなった瞬間に消えちゃって……しかも、収納用の宝玉に入ってる制服とか、し、下着とかも……魔力がないと取り出せなくて……だから、だから、もう本当にどうしようもなくて……」

「……栗栖ちゃん」

　必死の弁明に、僕は冷静に返す。

「ごめん、なに言ってるか全然わかんない」

「う、うっ、……うわーんっ！」

　直後、栗栖ちゃんは大声で泣なき叫さけんだ。

　その際思いっきり顔を上げたため、羽交い締めの体勢だった僕の顎あごに、背の低い彼女の頭頂部が激突する。

「ぐふぅっ！」

　一いち撃げき必殺のアッパーカットを喰くらったボクサーの如くノックアウトされた。脳が揺ゆさぶられ、一いつ瞬しゆんで意識が刈かり取とられる。

　意識を失う直前、

「もう嫌いやだよぉ～～～～っ！」

　と泣き叫ぶ栗栖ちゃんの声だけが、嫌に耳に残った。







　意識を取り戻もどす頃ころには、時計の針は十二時を回っており、残り少ない夏休みはさらに少なくなっていた。

　栗栖ちゃんは泣くだけ泣いたらだいぶ落ち着いたらしく、今度は冷静に自分の置かれた状況を説明してくれた。

　なんでも新術の開発に失敗し、その副作用で魔法が使えなくなってしまったらしい。自宅は転移魔法を使わなければ帰れない場所にあり、おまけに衣服も財さい布ふも収納用の宝玉の中にしまってあるため、どうすることもできず途と方ほうにくれてしまったそうだ。

「いや、そういう中二っぽい脳内設定はいいから、本当のこと教えてよ」

「……はい」

　ため息混じりに言うと、ソファに座すわる栗栖ちゃんは大変複雑そうな表情で頷いた。ちなみに今、彼女はローブではなく僕の貸かし与えた中学のジャージを着ている。サイズが合っていないため、かなりブカブカな様子だ。

　……ノーブラノーパンなわけだけど、そこは頑張って気にしないようにしよう。

「えっと、さっきのは全部私の設定で、本当は……」

　まるで今考えているように視線を彷徨さまよわせながら、もう一度説明を始めた。

　いつものようにコスプレで町を徘徊していたところ、財布と家の鍵かぎを両方一辺になくしてしまったらしい。家族はたまたま旅行に出かけていて、そのせいで、家に帰ることができずに途方に暮れていたそうだ。

「そうか、大変だったね」

「はい……」

「……じゃあ、これに懲こりたら、今度からはすっぽんぽんにローブ一丁で街中を徘徊するのは止めようね」

　言葉に深い哀かなしみを乗せて呟つぶやくと、栗栖ちゃんは顔を真っ赤にした。

「そそ、それはっ」

「栗栖ちゃんはまだ高校生なんだからさ、露ろ出しゆつみたいなマニアックな趣味は、もうちょっと経験を積つんでからの方がいいんじゃないかな？」

「いくら経験を積んでも露出は駄だ目めなんじゃ……じゃなくて！　ち、違うんですよ……。服を着てなかったのには、深い事情があって……」

「深い事情？　内から湧わき上あがる露出衝しよう動どうを抑えきれなかったとか？」

「違いますよっ！　それ、すっごく浅い事情じゃないですか！」

「まあ、気持ちはわかるよ。僕もたまに、自分という殻からを破ってなにもかもをさらけ出したくなる瞬しゆん間かんがあるからさ」

「共感しないでくださいっ！　違う、違うんです……。私が、服を着てなかったのは、ろ、ろ、露出とか、そういうことじゃないんです……」

「え。違うの？」

「…………」

「露出趣しゆ味み以外に、ローブの中はなにも着てないっていう事態は、説明がつかないと思うんだけど？」

「……はい。そうです。私は、露出趣味の、痴女でした……」

　栗栖ちゃんは、女子としてのなにもかもを放ほう棄きした顔で頷いた。もはや涙なみだは涸かれ尽くしたようで、どこを見ているかわからない虚うつろな目になっている。

　どうやら心から反省してるみたいだな。よしよし。今回の事件を通して、栗栖ちゃんの露出趣味が治ることを祈いのろう。

　ともあれ、これで大方の事情は把は握あくできた。

「……すいません、籠島先輩」

　栗栖ちゃんは諦あきらめたように小さく息を吐はいた後、今度はか細い声で言った。

「こんな夜遅くに押おしかけちゃって……。籠島先輩しか頼たよれる人が思いつかなかったんです」

「ううん。気にしなくていいよ」

　僕しか頼れない、と言われて少し嬉うれしくなるが、しかし話を聞いてみれば、単純にこの近くに友達がいなかっただけらしい。

　コン部の他ほかのメンバーも、今は頼れない状況にある。

　神かぐ楽ら井い先せん輩ぱいと桔き梗きよう院いんさんは実家に帰ってるし、織おり野のさんはこの辺には住んでいない（ていうか家の詳くわしい場所を知らない）。

「……玄げん関かんの鏡も割っちゃったし。あの、今度ちゃんと弁べん償しようしますからっ」

　混乱していたさっきまでの自分を思い出したらしく、栗栖ちゃんは恥はずかしさと申し訳なさを混ぜ合わせた表情になる。

「それも気にしなくていいって。そんな高い物でもないからさ」

「でも」

「お母さんが初任給で買った思い出の鏡らしいけど、全然気にしなくていいよ」

「……本当にすいませんでしたっ！」

　ソファから飛び降りて土下座する栗栖ちゃん。見事な跳ちよう躍やく力りよくだ。

「あ、ごめん。今の冗じよう談だんだから本気にしないで。本当は駅前の雑貨屋で買った、五百円もしないただの鏡だから」

「……か、からかわないでくださいよぅ……。私、もういっぱいいっぱいなんです。本当に本当に、いっぱいいっぱいなんですぅ……」

　切実に言う栗栖ちゃんは、本当に限界ギリギリの表情をしていた。

　かわいそうなので、これ以上からかうのは止めておこう。

「ところで栗栖ちゃん。警察に連れん絡らくはしたの？　財布と鍵のこと」

「いえ、失くしたわけじゃないので……」

「え？」

「あ！　だ、大だい丈じよう夫ぶです。携けい帯たいは無事だったので、ここに来る前に電話しました！」

「そうか……。財布もまずいけど、なにより家の鍵がまずいよね。栗栖ちゃんの親は、いつ頃ごろ旅行から帰ってくるの？」

「えっと……た、たぶん、あと一週間もすれば……。そのぐらいすれば、さすがに使えるように――じゃなくて、親も帰ってくると思います」

　一週間か。それだけの間、家にも帰らずに過ごすのはキツいだろう。しかも無一文だから、ホテルやマンガ喫きつ茶さに泊とまることも交通手段を利用することもできない。

「栗栖ちゃん。これからの予定とかって考えてあるの？」

「……なにも」

　しゅんと肩かたを落としてしまう。その頼りない姿を見つめながら、僕は一つの提案をした。

「だったら、うちに住む？」

　栗栖ちゃんは、はっと顔を上げた。

「一週間ぐらいだったら、全然問題ないよ。ほら、僕って一人暮らしだから、別に誰だれに気き兼がねすることもないしね」

　逼ひつ迫ぱくした状況を考えると、この選せん択たくがベストな気がする。というか、今から寒空の下に追い出だすわけにもいかないだろう。

「でも、籠島先せん輩ぱいにそこまで迷めい惑わくをかけるわけには……」

「迷惑なんかじゃないって」

「でも、でも……」

「ていうか、こんな時間に押しかけといて、今いま更さら迷惑がどうとか言われてもなあ」

「……っ」

　少し意地悪く言うと、栗栖ちゃんは恥ずかしそうに俯うつむいた。しばらく悩なやんだ後にゆっくりと顔を上げて、

「……じゃあ、大変申し訳ないんですけど、お言葉に甘あまえさせてもらいます」

　と、深々と頭を下げた。

「ふ、ふ、ふつつか者ですが、何なに卒とぞよろしくお願いします……」

　残り二週間を切った、夏休み終しゆう盤ばん。

　こうして、僕と栗栖ちゃんの同居生活が始まった。

　異性が泊まりに来たというよりは、なんとなく、妹ができたような気分だった。







　一晩明けて翌朝。

　僕はまず始めに行ったことは、家の掃そう除じだった。人に見られて恥ずかしくない程度に家を綺き麗れいにするために、そして変なものを隠すために。

「ん？　これは……」

　一通り家の中を見て回った後に自分の部屋を掃除していると、クローゼットの奥おくから懐なつかしい物を発見した。

　年季が入ったお菓か子しの缶かんに入った、何百枚というカード。

　小さい頃に一いつ生しよう懸けん命めい集めていた、トレーディングカードゲームのカード達だ。

「……うわ、懐かしいー」

　胸中に生まれた様々な思いがため息となって漏もれた。

　十年来の旧友に再会したような懐かい古この感情と……これ全部でいくらかかったんだろう、という若かりし頃の自分を恥じる気持ち。

　これは、カードゲームをやった男なら誰でも経験する気持ちだろう。

「籠島せんぱーい。朝ごはんできましたよー」

　一つ一つカードを眺ながめていると、一階にいる栗栖ちゃんから声がかかった。

　階段を降りてリビングに向かうと、キッチンにはエプロンを着けた栗栖ちゃんが立っていた。エプロンの下は明るい色のＴシャツとハーフパンツ。僕の中学のときの服だ。男物だけど、ボーイッシュな感じに着こなしている。

　なんだかデジャブである。数すうヶか月げつ前に僕の家に泊まったときも、彼かの女じよは同じように料理を作ってくれた。

　テーブルの上には、すでに朝食が並んでいた。味み噌そ汁しる、ご飯、焼き魚、サラダ。手て抜ぬき感など欠片かけらもない、手の込んだ料理である。

「いただきます」

「いただきます」

　テーブルに着き、二人で朝食を食べ始める。

「うん。美味おいしいね」

「ほ、本当ですか？」

「本当だよ。でも、なんだか悪いね。お客さんなのに朝食作ってもらっちゃって」

「そんな……。いいですよ。泊めてもらってるんですから、このくらいはさせてください」

　栗栖ちゃんは申し訳なさそうに言った。

「うーん。やっぱり悪いから、今日のお昼は僕が作るよ」

「いえ、私が作ります」

　栗栖ちゃんは急に真顔になり、きっぱりと言い切った。

「ここにいる間は、料理は全すべて私が作ります。籠島先輩はなんにもしなくて大丈夫です」

「…………」

　なぜだろう。彼女の言葉の端はし々ばしから、感謝よりも威い圧あつの念を感じる。絶対に僕に料理をさせないように警けい戒かいしているみたいだ。

　まあ、僕としても栗栖ちゃんのおいしい料理が食べられるならそれに越したことはないので、籠島家の食しよく卓たくは一時的に栗栖ちゃんに任せることにした。

「だったら、買い物も栗栖ちゃんにお願いしちゃおうかな。そろそろ冷蔵庫が空っぽになりそうだし。メニューは任せるから。もちろん、お金はちゃんと僕が出すよ」

「いいんですか？」

「うん。栗栖ちゃんの方が、僕より買い物が上う手まそうだしね」

　二人で一緒に買い物に行く、という手段もあるが、これから一週間一緒に住むことを考えると、あんまり外でベタベタするのはよくないだろう。ご近所で変な噂うわさを立てられては、僕も栗栖ちゃんも困る。

　栗栖ちゃんは僕の提案に快く賛同した後、

「……あの」

　と、少し言いづらそうに言葉を継ついだ。

「無理なお願いだとはわかってるんですけど……できたら、食事代以外に、お金を貸してくれませんか？」

「お金？」

　問い返すと、「……はい」力なく頷いた。

　ああ、そういえば栗栖ちゃんは、いきなり家に帰れなくなって流れでうちに住むことになったんだ。いろいろと生活必ひつ需じゆ品ひんが足りてないのだろう。

「貸すのは全然構わないけど……でも栗栖ちゃん。欲ほしいのがあるならまず言ってよ。うちってけっこう物が揃そろってるから、買うまでもないかもしれないよ？」

　歯ブラシやバスタオルは新品があるし、シャンプーや洗顔料も、お母さんが使ってた女性用のものが残っている。

　すると栗栖ちゃんは、恥ずかしそうに顔を伏ふせた。もじもじと指をからませながら、かろうじて聴きき取れるくらいの小さな声でぼそりと言う。

「……し、下着を買いたいんです……」

「…………」

　すっかり忘れていた。

　栗栖ちゃん、現在ノーブラノーパンである。下着を穿はかずに僕の中学のときの服を着ているのだった。

「「…………」」

　朝の食卓に流れる空気は凄すさまじく微び妙みようなものになり、僕らは言葉も交かわさずに黙もく々もくと朝食を食べ続けた。







　遅おそめの朝食が終わると、栗栖ちゃんはすぐに買い物に出かけた。一刻も早くパンツを穿きたかったようである。

　ノーパンで出かけるというのは、スカートだったらかなりハイリスクな行動なのだろうけど、栗栖ちゃんは僕のズボン穿いてるわけだし、まあ大丈夫だろう。

　それに、普ふ段だんから露出趣味な栗栖ちゃんなら、こういう事態には慣れてるはずだ。

　恥ずかしそうにそわそわしながら歩いて行く不ふ審しん者しや感バリバリの栗栖ちゃんを見送った後、しばらくだらだらとしてから僕も家を出た。

　目的は、今朝クローゼットから発はつ掘くつした大量のカードを中古ショップに売りに行くためである。どうせもう使わないものだから売ってしまった方がいいだろう。レアカードもけっこうあるし、ちょっとした額になるはずだ。

　カードが入った缶を持ちながら、住宅街を歩いていく。中古ショップはそれほど遠くないから、栗栖ちゃんが帰ってくるまでには家に帰れるはずだ。

　それにしても、栗栖ちゃんは大丈夫なのだろうか。

　お金を貸してあげるとき、

「え、そんなちょっとのお金で大丈夫なの？　えっと……下着、買うんだよね？」

「はい……。でも、その場しのぎの下着だから、あまり高いもの買うつもりはないので」

「僕はよくわからないんだけど、女子の下着ってそこそこするんじゃないの？　サイズとか合わせたりするんだよね……？」

「えっと……サイズ探しが大変な人もいますけど、私は……」

「あ、ごめん。失言だったね」

「察しが良すぎますよ!?」

「ごめんね。気き遣づかいが足らなかったよ」

「哀あわれむような目で見ないでくださいっ！　気遣いが逆に辛いです！」

　という感じのやり取りがあった。サイズに関しては問題なさそうだけど――栗栖ちゃんのサイズはどこにでもありそうだけど、あんなちょっとのお金でまともな下着が購こう入にゆうできるのか、少し心配だ。

　まあ、最近は百円ショップでも下着は売ってるらしいし、大だい丈じよう夫ぶかな。

　いずれにせよ、僕ぼくが心配してもしょうがないだろう。それに、もしかしたらもう購入し終わっている頃かもしれない。

「…………」

　しかし、つくづく思う。

　あの子は本当に、人を頼るのに慣れてないなあ、と。

　家に帰れなくなったという危機的状じよう況きようなのだから、僕としては是ぜが非ひでも力を貸してあげたいと思っているのに、栗栖ちゃんの方はとことん遠えん慮りよがちだ。

　謙けん虚きよ、とはまた違ちがう気がする。

　以前から思っていたが、あの子はどうも、人に頼ることをよしとしない性格らしい。他人に弱みを見せることに対し、ひどく過か敏びんであるように思う。

　素す直なおな性格をしているのに、常に一歩引いている。

　などと、いろいろと考えながら歩き、交差点に差さし掛かかったときだった。




　目の前に、いきなり誰かが現れた。




　前方から歩いて来たわけではない。人通りが少ない道だから、前から誰かが歩いてきたらすぐにわかる。

　その誰かは、目の前に突とつ然ぜん飛び降りて来て、音もなく着地した。

　おそらく、脇わきにある塀へいから飛び降りたのだろう。まさか、そこの電柱に設置されているカーブミラーから、栗栖ちゃんが言ってたような転移魔ま法ほうでやってくることなんてできるはずがないし。

　ただ一つ言えることは、いきなり出てこられると回かい避ひが不可能だということ。

「どわあ！」

　僕とその誰かは盛大にぶつかり、お互いに転んでしまった。手に持っていたお菓子の缶が地面に落ちた拍ひよう子しに開いて、中身のカードが盛大に飛び出した。

　なんなんだ、この人は。

　交差点でいきなりぶつかるとか、転校生なのか？

「いてて……。あの、大丈夫ですか？」

　僕はすぐに身を起こし、その人に駆かけ寄よって手を伸のばした。

　すると、

「貴様ごとき愚ぐ民みんが、この俺おれに着やすく触ふれるな」

　ぱちん、と手を弾はじかれた。僕は唖あ然ぜんとしてしまう。

　その人はすぐに立ち上がり、ぱんぱんと服の汚よごれを払はらう。

　小こ柄がらな少年だった。年は十歳さい前後といったところだろう。背は僕よりもだいぶ低く、栗栖ちゃんと同じかそれ以下ぐらい。

　まだまだ残暑が厳しいのに、暑そうな黒いマントを羽織っている。肩の部分には禍まが々まがしい装そう飾しよくが施ほどこされていた。

「ふん。愚民に接せつ触しよくを許してしまうとは、この俺としたことがなんという失態だ」

　その人――いや、その子は鼻で笑い、不ふ遜そんなセリフを述べた。

　ただ、声変わりがまだなのか、声がめちゃくちゃ高い……！

　心が安らぐボーイソプラノだ。

　幼さ全開の童顔と相まって、なんか超ちようかわいいんだけど。

「おい、そこの貴様」

　彼かれはそう言って僕を見上げる。一いつ生しよう懸けん命めい怖こわい顔を作っているようだが、プリティな童顔なのでちっとも怖くない。

　しかし、さっきから口調がやたらと偉えらそうだな。まあ、たぶん、そういうのが格好かつこいいと思ってる年とし頃ごろなのだろう。

　異世界の貴族かよ、って突っ込みたくなるマントも、幼さ故ゆえの格好つけと考えれば納なつ得とくがいく。

「おい、聞いているのか？」

「ああ、ごめんごめん。なにかな？」

「貴様は、この世界に生きる者か？」

「……うん？」

　意味不明な質問に首を傾かしげる。なんだろう、今の質問は。もしかしてものすごく哲てつ学がく的てきな質問なんじゃないのか？

　僕が返答に困っていると、彼は「ふん。愚ぐ問もんだったか。なんの魔ま力りよくも感じないこんな小こ僧ぞうが、我々の世界の住人であるはずもない」と一人で納得し、それから目を細め、観察するように僕を眺めた。
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「年は……十代後半ぐらいか。この国ではコーコーに通う年ねん齢れいだったかな。おい、貴様はもしや、この辺りにあるアダタラコーコーとかいう教育機関に通っている者か？」

「ああ、うん。そうだよ。安あ達だ太た良ら高校の二年生」

「その教育機関には、クリエスティア・クリムゾン・クリードエンデ・クリストゥフーア・シュレイという名の女が通っていたと思うが、心当たりはあるか？」

「さあ？」

　そんなとんでもない名前の知り合いなんていない。一いつ瞬しゆん栗栖ちゃんのことが頭に浮うかんだけれど、たまたま名前がちょっと似ているだけだろう。

「そうか。『高嶺の花ハイエンドフラワー』――アルアの一人ひとり娘むすめがいるのがこの辺りだと聞いていたんだがな。しかしなんの魔力も感じないことだし……、今はこの町を離はなれているのか……？」

「きみは、その子を探しているの？」

「いや、クリエスティアのことはただのついでだ。女一人のために、わざわざ『こんなところ』にやって来たりはしない。俺の本当の目的は、別にある」

「…………」

　うーむ。さっきから、なに言ってんのかイマイチわかんないなー。

　栗栖ちゃんとよく似た用語を呟つぶやいている気がするが、この子の年齢を考えると、中二病とかじゃなくてただのお遊びなのだろう。

　となれば、あまり深く追求したりせずに、適度に付き合ってあげるのが吉きちだろう。

「きみ、名前は？」

「俺の名はギリエスタ……いや、貴様ごとき愚民に名乗っても意味がないか」

「え、ん？　ギリ、なに？」

「どうしても名を呼びたいならばギリエルとでも呼べ。昔から、他人からはそう呼ばれることが多い」

　彼――ギリエルくんはそう言って、ふん、と鼻を鳴らした。さっきからいちいち僕を見下すような発言をしてくるが、その偉ぶった態度はひどく自然に見えた。

　まるで普段から、人を見下せるだけの地位にいるかのようだ。

　……いやしかし、ギリエルか。まあたぶん、小学校でのあだ名かなにかだろう。小学生って、たまにとんでもないあだ名をつけたりするからね。

「で、ギリエルくん。さっき言ってた、目的ってなに？」

　軽い気持ちで問うと、彼は幼い顔を思いっきり歪ゆがめて、凶きよう悪あくな笑えみを浮かべた。




「俺は、賢けん者じやの石を探している」




「……へー、そう。大変だねー」

　適当に返事をした。胸の中にほのぼのとした温かいものが広がる。

　そういえば僕も昔、ツチノコとかチュパカブラとか探しに町を探検したっけな。

　なるほど、賢者の石か。

　ハガレンかハリポタでも一気読みしたんだろうなー。

「ダメ元で尋たずねてやろう。貴様、なにか賢者の石について心辺りがあるか？」

「いやー、ないねー」

「そうか。まあいい……。俺の研究が正しければ、この辺りに石本体、もしくはなんらかの形で石に関かん与よしている物があるはずだ。かすかだが、この辺りからは石によく似た魔力を感じる……」

「ふーん。そっか。絶対ないと思うけど、頑がん張ばってねー」

「ああ。確かに賢者の石は伝説の代しろ物ものだ。並の魔ま法ほう使つかいでは見つけ出すことは不可能だろう。だがこの俺にかかれば、石拾いなど造作もないことだ」

　微妙に噛かみ合あってないような会話を終えると、ギリエルくんは一歩踏ふみ出し、僕に近づいた。

「しゃべりすぎたな。今の会話と、俺のことは忘れてもらおう」

「え？」

「案ずるな。貴様に害を及およぼすつもりはない。俺はそこらの小悪党とは違うからな。記き憶おくを少しいじらせてもらうだけだ」

　そう言いながらゆるやかに右手を上げて、僕の額に触れた。その右手は、なにか得体の知れない力が宿っているかのように、温かかった。

「……ん？」

　なにかを念じようとした寸前、彼の足にカサリとなにかが引っかかった。僕がさっき散らかしたカードである。

　彼は足元のカードを拾い、さらに周りに散らばっているカードも数枚拾った。手元で広げて、興味深そうに眺め始める。

「魔ま物ものや、戦士、そして魔法使いの姿が描えがかれているのか。タロットカードとはまた違うようだが……。おい、これはなんだ？」

「『デュエル＆ウィザード』のカードだよ。知らないの？」

「知らん」

「うーん。そうか、今の子は知らないか」

　僕は簡単に『デュエル＆ウィザード』の説明を始める。

　世間で遊ゆう戯ぎ王おうやデュエルマスターズなどが流行はやり始めたとき、どっかの小さいメーカーがその尻しり馬うまに乗ろうとして作ったカードゲームだ。

　全国的には全く話題にならず、いつのまにかメーカーごと消えてしまったマイナーなゲームなのだが、この地域では微妙な流行を見せたため、僕は友達と一いつ緒しよに集めていた。

　ルール自体は、まんま遊戯王みたいな感じ。

「ふむ。つまり、トランプのような卓たく上じよう遊ゆう戯ぎというわけか」

「堅かた苦くるしく言うとそうだね」

　僕は散らばったカードを集め始める。全て拾い終えて、ギリエルくんが持っている分も受け取ろうとしたとき、

「面おも白しろそうだな」

　と、彼は愉ゆ快かいそうに言った。

「気が変わったぞ。貴様、俺とこの『デュエル＆ウィザード』とやらで勝負しろ」

「え？　でも、きみ、ルール知らないんでしょ？」

「そんなもの、五分もあれば覚えてやる」

　やたらと偉そうに言うが、ルールは僕に教えて欲しいらしい。

　僕は少し考えた後に「うん、いいよ」と頷うなずいた。

　小さな子の頼たのみを無む下げにするのはよくないし、それに僕自身、久しぶりにちょっとデュエルがしてみたい。

　一回二回やってからすぐに帰れば、栗栖ちゃんの帰宅にも間に合うだろう。

「ふん。言っておくが素人しろうとだと思って加減するなよ。この手の盤上遊戯では、俺は大人が相手だろうと負けたことがない。せいぜい気を抜ぬかぬことだな」

「…………」

　ギリエルくんのそのセリフを聞いた瞬しゆん間かん、あ、これ絶対勝つわ、と確信した。

　これが世に言う、前フリ、というやつなのだろう。







「もしもし、栗栖ちゃん？」

『はい』

「買い物ってもう終わった？」

『今ちょうど終わって、そろそろ帰ろうかと思ってたところです』

「あー、そっか……。あのさ、悪いんだけど、どこかで時間潰つぶしてもらっていいかな？　僕、今外にいるんだけど、もうしばらく帰れそうになくてさ」

『なにかあったんですか？』

「いやー、なにもないよ。ちょっとした野や暮ぼ用ようでさ」

『わかりました。それじゃ、もう少し外でぶらぶらしてます』

「ごめんね、ありがとう」

『いえ。私も行きたいところがあったので、ちょうどよかったです』

　そんな感じで栗栖ちゃんに断りの電話を入れた後、僕は再びギリエルくんの下に戻もどる。

　場所は朝日公園。木製のテーブルセットがある公園で、小学生の頃ころはよくここで友達とカードゲームをしたものだ。

「……あのさ、ギリエルくん」

　テーブルに広がったカードを片付けながら、僕はため息混じりに言う。

「次で本っ当に最後だからね」

「……なぜだ？」

　ギリエルくんは僕のお願いを無視して、悔くやしそうに呻うめいた。

「なぜこの俺が、貴様ごときに勝てんのだ……！」

　両手で顔を覆おおい、プルプルと恥ち辱じよくに震ふるえている。

　あれから、ルール説明も兼かねた模も擬ぎ戦も含ふくめて、十回デュエルをした。

　結果は、僕の全勝。

　ギリエルくんは、言っちゃなんだけどすっげー弱かった。こういうトレーディングカードゲーム自体不慣れらしく、未いまだに勝手を理解できてないように見える。

　でも、まさかここまで負まけず嫌ぎらいだとは思わなかった。

　負ける度たびに「もう一回もう一回」だもんなあ……。

「くそっ。もう一度デッキを作り直す！　カードをよこせ！」

　ギリエルくんは再びデッキ構築を始めた。デッキに関しては、まずギリエルくんが作り、その余ったカードで僕が作ることにしている。初心者に対するせめてものハンデだ。

　真しん剣けんな表情でカードとにらめっこしているギリエルくんに、僕は親切心からアドバイスをする。

「攻こう撃げき力りよくの高いモンスターだけでデッキ作ったら駄だ目めだよ。生いけ贄にえ無しで出だせる低レベルモンスターを多めに入れとかないと、手札事故になるから」

「そんなことはわかっている。しかし、この生け贄制度というのは、ずいぶんと皮肉な名めい称しようだな。所しよ詮せん、弱者は強者の贄となって勝利に貢こう献けんするしかないということか。ふん。まるでこの世界の縮図のようだ」

「…………」

　最近は、生け贄じゃなくてリリースって言うらしいけどね。

　しかし、よくよく考えてみると、生け贄って何気に恐おそろしい単語だよなあ。

「ところで、この『サタンの召しよう喚かん』というモンスターカード、なぜ名称に召喚が入っている？　召喚の際、『サタンの召喚』を召喚する、という風に言葉がかぶってしまうではないか」

　それは永遠の謎なぞである。

　ギリエルくんは十分ぐらいかけて新しいデッキを構築した。僕は余りのカードで、手早く自分のデッキを作る。

「今度こそ負けんぞ」

「うん。じゃあ、先せん攻こう後こう攻こうのジャンケン、いくよ。ジャンケン、ポイ」

　僕が勝った。ので、後こう攻こうを選ぶ。僕は根っからの後あと攻ぜめ派なのだ。

　デッキを定位置に置き、お互たがいにカードを五枚引く。

　それから、二人で声を揃そろえて叫さけぶ。

「「デュエル！」」

　これは欠かせないよね！

「俺のターン！　ドロー！」

　ギリエルくんは雄お々おしい叫びを上げながら、キレのある動きでカードを一枚引く。

　……僕があることないこと教え込んだせいで、漫まん画がキャラのようにいちいちオーバーリアクションすることが公式ルールだと思い込んでしまったらしい。

　やや罪悪感。

「……ちっ。カードを二枚伏せて、ターン終しゆう了りようだ」

「あれ。モンスター出さないの？　手札事故？」

「ふん。それはどうかな？」

　不敵に微笑ほほえむが、さっき舌打ちしてたし、手札事故に違いない。どうせまた、攻撃力の高いモンスター多めでデッキを組んだのだろう。お手本のように初心者にありがちなミスをしてくれる子供だ。

「それじゃ僕のターン。ドロー」

　一枚カードを引く。さてと。そろそろ負けてあげるとしようかな。

　僕にもデュエリストとしてのプライドがあるから、今までは手を抜かずに真剣勝負していたけど、そろそろ年下の子供に花を持たせてあげよう。

　ていうか、いい加減に帰りたい。

　そんなことを考えながら、手札に視線を落とす――と、あることに気づいた。

　少し考え、そして僕は行動に移る。

「まずは『天使の羽箒ぼうき』で、ギリエルくんのリバースカードを全すべて破は壊かい」

「む」

「それから、『ヘルフランケン』を召喚して、効果発動。ライフを五千ポイント払って、デッキから『アルティメットドラゴン』を特とく殊しゆ召しよう喚かん」

「なに!?」

「そして魔法カード、『強大化』を発動。『アルティメットドラゴン』の攻撃力が二倍になる」

「は、はあ!?」

「攻撃力九千ポイントでダイレクトアタック！」

「え、え、え？」

「ギリエルくんのライフはゼロになり、僕の勝利」

「…………」

　放心状態のギリエルくん。

　やっべ。

　ワンターンキルやっちゃった。

　花を持たせるつもりが、１ターンで勝っちゃったよ。いや、だって必要なカードが全部手札に来たんだもん。やるしかないでしょう！

　生まれて初めてワンターンキルができた喜びを噛み締しめていると、ギリエルくんは顔を伏ふせて、ぴくぴくと震え始めた。

　やばい、泣かせちゃったか。と思っていたら、彼は跳はねるように顔を上げ、烈れつ火かの勢いで僕の胸むなぐらを掴つかみ上あげた。

「……いい気になるなよ、愚ぐ民みん風ふ情ぜいがっ！」

　キレたらしい。

　気持ちはわかる。ワンターンキル喰くらったら、そりゃキレるよね。

「こんなもの、所詮は児じ戯ぎではないか！　遊ゆう戯ぎの上での強さなど、現実ではなんの役にも立たん！」

　完全なる負け惜おしみだったが、僕ぼくは反論せずに大人な対応をする。

「うん。ギリエルくんの言う通りだよ。こんなのが強くたってなんの意味もないよ。だから、そろそろ終わりにしようね？」

　そう言うと、ギリエルくんはぐっと言葉に詰つまった。

「な、ならんっ。たとえ児戯だろうと、貴様ごとき愚民に敗北したままというのは、この俺のプライドが許さん……」

　どっちだよ。

　結局、僕に勝てないのが悔しくてしょうがないらしい。子供だなあ。

「じゃあ、せめて日を改めない？　人を待たせてるから、今日はできたら早く帰りたいんだ。ギリエルくんもちょっとは疲つかれたでしょ？」

「俺はちっとも疲れてないが……ふん。まあいいだろう。そこまで言うなら、今日はこのぐらいで勘かん弁べんしてやる」

　……なんでそんな上から？

「俺も暇ひまではないからな。三日後のこの時間に、この場所でいいな？」

　暇じゃないなら止めればいいのに、という言葉が喉のどまで出かかるが、必死に飲み込み、再戦の約束を受け入れた。

「……そういえば、貴様はこの辺りに住んでいるんだったな？」

「うん。そうだけど、どうかした？」

「ふむ」

　ギリエルくんは神しん妙みような顔つきになり、「……石を見つけるために、手っ取り早くこの辺り一体を焼やき払うつもりだったんだが、この男が死んでは駄目だな……。仕方がない、別の方法で行くか……」と、よくわからないことを呟いた。

「おい、貴様」

「なに？」

「名を名乗れ」

　ああ。そういや、まだ名乗ってなかったな。

「僕は籠島諦あきらって名前だよ。」

「籠島、か。覚えておこう」

　ギリエルくんは不敵に微笑む。僕のことを一人の男として認めたような雰ふん囲い気きを醸かもし出しているけど、子供相手にカードの腕うでで認められたところであまり嬉うれしくない。

「籠島。貴様にカードで勝利するまでは、この町にはなにもしないでおいてやろう」

「ふーん。そっか、ありがとー」

「だが、貴様が俺おれに敗れたときは、この町の安全は保証できんぞ」

「そっかー、じゃあ僕、頑がん張ばんなきゃだねー」

「ああ、そうだ。せいぜい恐きよう怖ふに震えるがいい。貴様の双そう肩けんには、この町の命運がかかっているんだからな！」

　ほのぼのと微笑む僕と、凶悪に微笑むギリエルくん。

　やれやれ。子供の妄もう言げんに付き合うのも大変だな。

　この子の瞳ひとみからは、その気になれば平気で町一つ滅ほろぼすようなドス黒さを感じ取れるんだけど、それはきっと気のせいだろう。

「では、籠島。三日後にまた会おう。逃にげたら――わかっているな？」

　そんな恐ろしいセリフを残し、ギリエルくんは去っていった。

　…………。

　どうしてだろう。

　なんか、町を救った気がした。







　朝日公園から出る頃には、太陽は夕焼け一歩手前という様子だった。

　歩道を歩きながら、栗栖ちゃんに電話をかけようとしたそのとき、ばったりと顔見知りに遭そう遇ぐうした。

　一人はポニーテールで、もう一人は麦わら帽ぼう子し。ポニーテールの方は、ガラガラと大きなキャリーケースを引いていた。

「あれ。桔梗院さん。それに、玉ちゃん」

「げ」

　と、顔をしかめたのは、桔梗院柚ゆず希きさん。僕とは同じクラスで、そこそこ仲がいい（と、僕は思っている）。

　ほっそりとした体を包つつむのは、淡あわい色のワンピース。足元のパンプスっぽいサンダルと相まって、涼すずしげな印象を受ける。

「ん。なんじゃ、馬ば鹿かの小僧ではないか。久しぶりじゃの」

　と、ジジイ口調で言う麦わら帽子の幼女は、桔梗院さんの妹の玉たま音ねちゃん。僕は親しみを込めて玉ちゃんと呼んでいる。

　……ちなみに、玉ちゃんは未だに僕の名前を覚えてないらしく、僕は馬鹿の小僧と覚えられている。

「久しぶりだね。もしかして、実家から帰ってきたところ？」

　僕はキャリーケースを見ながら言った。

「そうよ。……はあ」

「どうしたの桔梗院さん。まるで面めん倒どうくさい奴やつに絡からまれた人みたいな顔になってるよ？」

「……別にー」

　気だるそうに言って、桔梗院さんは再びため息を吐ついた。

「桔梗院さんの出身って、確か京都だよね？」

「ええ。親しん戚せき回りとか墓参りとかあって、いろいろと大変だったわ」

　桔梗院さんの家は古くから続く名家だと聞いている。そこの長女である彼かの女じよは、この時期はいろいろと大変だったようだ。

「実家に帰郷してたってわけか。桔梗院さんならぬ帰郷院さんって感じだね――ぐふっ」

　グーでボディーブローを喰らった。

　軽い一いち撃げきだったが、物の見事にみぞおちに入ったので、地味に効く。

「くだらないこと言ってんじゃないわよ」

「うぐぅ……。き、桔梗院さん、まだ、手を出すのは早くない？　いつもだったらもう二、三回言葉を交かわしてから、最終的に桔梗院さんがキレて殴なぐるってパターンじゃ……？」

「時間をぶっ飛ばしたのよ」

「キング・クリムゾンじゃないんだから……」

　どうせキレるのがわかってるからって、少し早くキレるのはずるいだろう。こっちは殴られるにしても、覚かく悟ごっていうのが必要なんだからさ。

　お腹なかをさすっていると、玉ちゃんが近寄ってきた。

　すんすん、と、小さい鼻を犬や狐きつねのように鳴らす。

「どうしたの、玉ちゃん？」

「お主、なぁんか臭におうのぅ……」

「う、嘘うそっ!?」

「本当じゃ」

「そんな……」

　果てしなく落ち込む僕。うわあ、女の子に面と向かって臭くさいって言われた……。さすがは幼女、気き遣づかいなんてあったもんじゃない。

「どうかしましたか、玉音様？」

「うーむ。かすかじゃが、小こ僧ぞうから呪力を感じる。いや……これは呪力ではないな。なにか別の力じゃ」

「栗栖の魔ま力りよくじゃないですか？　以前話しましたよね。あたしの後こう輩はいに当たる女子なんですけど」

「いや、その娘むすめの力は覚えている。じゃが今小僧から感じるのは、また違ちがうものだな。これは、あの娘の力よりもはるかに気味が悪く……不ふ吉きつな力じゃな」

「…………」

「本当にわずかじゃから、よくわからん。ただの気のせいじゃとは思うが……」

　二人は真剣な顔でなにか話してるが、そんなことはどうでもいい。臭いと言われたことによるショックは予想以上に大きかった。

　そんな僕に構うこともなく、玉ちゃんは低い声でぼそりと呟つぶやいた。

「なぁんか、嫌いやな予感がするのぅ……」







　桔梗院姉妹とは、その後すぐに別れた。僕は真まっ直すぐ家に帰るつもりだったのだが、別わかれ際ぎわに桔梗院さんが、

「そういえば、さっき栗栖見かけたわよ」

　と言ったのだ。

「本当に？　どこで？」

「向こうの山の方」

「山の方……？　なんでまたそんなとこに」
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「そんなのあたしに聞かないでよ。けど、あっちにあるのって寺と墓ぐらいでしょ？　ちょっと遅おくれた墓参りにでも行ってるんじゃない」

「お墓参り……」

　というわけで、僕は家に帰るのを止めて、墓地に向かうことにした。

　もちろん家に帰った方がいいのはわかっている。このまま黙だまって栗栖ちゃんを迎むかえに行けば行いき違いになる可能性も十分にある。それになにより、彼女は僕に「お墓に行く」ということを隠かくしていたのだ。

　隠す理由はわからないが、隠すだけの理由があったと考えて、知らない振ふりをするのがベストだろう。

　しかし、僕は墓地に向かった。

　こうやって少しぐらい無理をしてこっちから接せつ触しよくしないと、彼女はまた僕を頼たよってくれなそうな気がしたから。

　隠し事ごとされることは気にならない僕だけれど、気を遣つかわれたり、遠えん慮りよされたりするのは、あまり好きじゃない。

　町外れにある墓地に足を踏ふみ入いれた。

　灰色や黒色の墓石が無数に並んでいる。墓参りの時期はもう過ぎているため、辺りに人気はなく、とても静かだった。

　無音の空間の中で――真剣に手を合わせる少女を見つけた。

　彼女が持つ異国の雰囲気のせいか、その姿は神に祈いのる敬けい虔けんな使徒のように見えた。

「栗栖ちゃん」

　近寄って声をかけると、彼女は閉じていた目を開き、こちらを向いた。

「籠島先せん輩ぱい。どうしてここに？」

「さっき偶ぐう然ぜん桔梗院さんに会ってさ。それで、この辺で栗栖ちゃんを見かけたって聞いたから」

「桔梗院先輩が……。そっか、京都から帰ってきてたんですね」

「もしかして、お墓参り？」

「はい。ちょっと、時期はずれですけど」

「そこまではずれてるわけでもないと思うけど、お盆ぼんのときには来なかったの？」

「えっと、その……。お墓参りの時期に来ちゃうと、誰だれか、親族の方に合ってしまうかもしれなかったので……」

　栗栖ちゃんは言葉を濁し、顔を伏せた。僕は墓石の方を見てみる。

　無機質な黒い石に『栗栖家之墓』と彫ほってあった。

「ここが、栗栖ちゃんちのお墓か」

　当たり前のことを、ただ確かく認にんするような気持ちで言った。

　それなのに栗栖ちゃんは、

「……そうですね。一応、そうなるんだと思います……」

　と、曖あい昧まいに答えた。そしてどこか悟さとったような口調で、ぽつりと呟く。

「ここに――私のお父さんがいます」







　栗栖ちゃんのお父さんの名前は、栗栖徹とおると言うらしい。

　父が日本人で母が日本人ではないということは、以前から聞いていた。

　けれど――お父さんが死んでいるということは初耳だった。

　隠していたのか、それともわざわざ言うことでもないと思っていたのか。栗栖ちゃんがなにを思っているのかはわからないけれど、とにかく僕は知らなかった。

「そういえば、買い物はどうだった？」

「おかげ様で問題なしです。あ、これ、レシートとお釣つりです」

「ああ、いいよ。これからまたなにか必要になるかもしれないでしょ？　それに、後でまとめて返してもらった方がこっちも楽だしね」

「そうですね。わかりました」

　栗栖ちゃんは頷うなずき、お金を財さい布ふにしまった。もちろん栗栖ちゃんの財布ではなく、僕が貸したガマ口の財布だ。

　僕らは、墓地のすぐ近くにある休きゆう憩けい所じよで休んでいた。木製のベンチに並んで腰こし掛かけ、自じ販はん機きで買った飲み物を（僕が二人分買った）、仲良く飲んでいる。

　お父さんのことは、特に追求はしていない。

　なんとなく聞けなかったし、栗栖ちゃんも話そうとはしなかった。

「あ、そうだ籠島先輩。これって知ってますか？」

　栗栖ちゃんはポケットから輪っか状の紐ひもを取り出した。どこにでもあるような紐を、結んで輪にしたものに見える。

　その紐を指にかけて、しゅるしゅると指を抜ぬいたり入れたりする。

「じゃじゃーん。『東京タワー』」

「おお。すごい」

　紐と指で作られたアートに、素す直なおに感心した。

「栗栖ちゃん、綾あや取とりできるんだ」

「少しだけ。籠島先輩はできますか？」

「さっぱりだね。ほとんどやったことない」

　僕の中で綾取りと言えば、昼ひる寝ね、射しや撃げきと並ぶのび太くんの特技、という認にん識しきでしかない。他ほかの特技に比べて活かつ躍やく頻ひん度どが低いので、一番忘れられやすいのび太くんの特技だと勝手に思っている。

「私はお母さんに習ったんです。お母さんは――お父さんに習ったって言ってました」

　栗栖ちゃんは淀みなく、自然な笑え顔がおのまま言った。

　あまりにも普ふ通つうな様子で、それが逆に『自分は父のことなど気にしていないから、そっちも気にしないでください』というアピールのように感じてしまったのは、僕が神経質になっているせいだろうか。

　栗栖ちゃんは次々と華か麗れいな技を披ひ露ろうしてくれた。

「綾取りって、二人でもできるんですよ」

　言いながら、さっきまでとは違う形で手に紐をかける。よくわからないけど、たぶん二人用の綾取りの準備をしているのだろう。

「はい。どうぞ、籠島先輩」

「いや、どうぞって言われても。僕、できないから」

「なら、私が教えてあげますよ」

「そう？　じゃ、やってみようかな」

「ここと、ここを人差し指と親指で挟はさむように取ってください」

「……ごめん。ここってどこ？」

　両手がふさがっているために栗栖ちゃんは目線で指示したが、どこを指してるのかまるでわからない。

「ここですよ、ここ。うぅ～～」

　すると栗栖ちゃんは、唇くちびるを小さく尖とがらせて指示した。

「ぅ～～」

「……………」

　うわ。なんか、かわいい。

　唇を尖らせて一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっている姿が、ちょっと間ま抜ぬけでちょっと馬鹿っぽくて、なんかいい……！

　キスを迫せまっている顔のように見えるぞ。

「よ、よくわからないなー。どこ？」

「ここですって、ここ。うぅ～～」

「うーん。どこ？」

「うぅ～～～～～」

　たーのしいなあ。

　実に心が癒いやされる。

　でも、あんまりからかうのもかわいそうだから、そろそろ真ま面じ目めになるとしよう。

　栗栖ちゃんが指している辺りをよく見てみる。が、綾取り素人しろうとの僕には、真面目になったところでよくわからなかった。

「あーあ、見てらんないね」

　と。

　突とつ然ぜん、しわがれた声がした。その直後、僕らの間に手が差し込まれた。細い、枯かれ枝えだのような手だった。

　ひょいっと、慣れた様子で栗栖ちゃんから紐を取り上げる。

「二人綾取りはこうやるんだよ。ほら、これが、『田んぼ』だ」

　呆あきれたように言って指に紐を広げる。どう見ても『田んぼ』には見えないが、これが綾あや取りで言う『田んぼ』らしい。

　いきなり現れたのは、眼鏡をかけた年配の女性だった。

　紺こん色いろの上着に白いロングスカート。脇わきに開いたまま置いてある傘かさは、おそらくこのお婆ばあさんが日ひ傘がさとして使っていたものだろう。

「お兄ちゃんは綾取りも満足にできないのかい？　これだから最近の若者は……。あたしらが子供のときは、こういうただの紐で工く夫ふうして遊んだもんだってのにねえ」

　お婆さんはやれやれと首を振る。

　……こういう言い方をするとあれだけど、どうやら、典型的なひねくれたお婆ちゃんのようである。

「最近の若者ときたら、やれファミコンだやれロクヨンだって……わけのわかんないピコピコやって家の中に引ひき篭こもって……」

　ハードのチョイスが中ちゆう途と半はん端ぱに古かった。

　どうせならメガドライブとか言ってくれれば、ギャグとして成立するのになあ。

「他にも、お腹からビー玉出だすおもちゃとか、ゴテゴテしたベーゴマの偽にせ物ものみたいなのとか、キラキラした変なヨーヨーとか、電池で走る車とか、変なロボとか……。物が溢あふれすぎているんだろうねえ。そういう凝こったおもちゃでしか遊べないのは、心が貧しい証しよう拠こだね」

「…………」

　このお婆さんはあれか。僕の世代を狙ねらって攻こう撃げきをしかけているのか。

　コロコロに喧けん嘩かを売ってるなら、僕が買うぞ？

　そんな風に胸の内で静かな怒いかりを燃やしつつ、

「あの、変なロボって具体的にどんなのですか？」

　と、僕は尋たずねた。

　まず、変なロボが何を指すのかをはっきりさせねばなるまい。

　ロボット物を全すべて一いつ緒しよくたに語ることは、作品をピンポイントで批判するよりも、ある意味侮ぶ辱じよく的てきな行こう為いだと僕は考える。

　だからこそ、話はまずそこからだ。

　さあ、ロボットの名前を言うがいい。

　ガンダムが来たら、『ロボットじゃなくてモビルスーツですよ』って返すぞ。

　エヴァが来たら、『ロボットじゃなくて汎はん用よう人型決戦兵器ですよ』って返すぞ。

「なんだっけね、あの、青いタヌキみたいなの」

「…………」

　あらゆるロボット物の作品に対して入念な脳内シミュレーションを行っていた僕ぼくだったが、お婆さんの答えは完全にシミュレーションの外だった。

　まさかのネコ型ロボット！

　いや、ロボと言えばロボだけど、あの作品はロボット物と言っていいのだろうか？

　スパロボには出演してないしなぁ……。

　深く考え込んでしまう僕を無視して、お婆さんは『田んぼ』を維い持じしていた両手を栗栖ちゃんの前に差し出した。

「ほら、取ってごらん」

「え」

「お嬢じようちゃんは、綾取りできるんだろう？」

「は、はい」

　戸と惑まどいながらも手を伸のばし、栗栖ちゃんはお婆さんから紐ひもを取り、形を作る。するとお婆さんがもう一度紐を取り――という繰り返し。

　二人は流れるような動きで、二人綾取りを行った。

「なかなか上手じゃないか」

　お婆さんは顔のシワを一層深くして微笑ほほえんだ。褒ほめられた栗栖ちゃんも、うれしそうにはにかむ。

「それじゃ、こういうのはできるかい？」

　言いながら、お婆さんは紐を手にかけた。そして手元もみないまま、「こういう手先の細かい動きは、ボケ防止になるんだよ」なんて冗じよう談だんを交えながら、凄すさまじいスピードで指を動かした。

　紐を引っ掛かけたり外したりを繰くり返かえして、一つのアートを生み出す。

「ほら、『うさぎ』」

「おお！」

　僕と栗栖ちゃんは、声を揃そろえて驚きよう嘆たんした。

　すげー。なんというか伝統工芸を見せられた気分だ。

「すごいです！　今の、どうやるんですか？」

　お婆さんから紐を返してもらった栗栖ちゃんは、興きよう味み津しん津しんという様子で尋ねた。僕よりも綾取りに造ぞう詣けいが深かった分、感動も深かったらしい。

「教えて欲ほしかったら、いつでもあたしのうちに来なよ。この近くにあるからさ」

「いいんですか？」

「ああ、いいさ。時間が有り余って困ってるところだからね。お嬢ちゃんみたいなかわいい子が来てくれたらいい退たい屈くつしのぎになるよ」

　お婆さんはにこやかにそう言って、置いてあった傘を拾って差した。栗栖ちゃんは、ぱあっと表情を輝かがやかせる。

「ま、いつでもって言っても、私がいつまで生きてられるかはわかったもんじゃないけどねえ。天国にいる爺じいさんが明日にでも迎えに来るかもしれない」

　頬ほおのシワを深くし、皮肉っぽく微笑む。

　……どうしてお年寄りの人って、こういう笑えない自じ虐ぎやくを言うのだろう。お婆ちゃんの知ち恵えぶ袋くろならぬ、お婆ちゃんのブラックジョークだ。

「お婆さん、一人暮らしなんですか？」

　僕が尋ねると、お婆さんは「ああ」と頷いた。

「一昨年、爺さんがぽっくりと逝いっちまったからね。娘はとっくの昔に男んとこに嫁とついじまったし、息子むすこは――」

　お婆さんはそこで言葉を止めて、視線を墓地の方へと流した。

「――ずっと昔に天国に行っちまったよ。あー、いや、親より先に死んだ子供は、ずっと三さん途ずの川かわで石を積むんだったっけかねえ」

　あっけらかんとした口調だったが――その言葉は、さっきのものよりもさらに笑えないブラックジョークだった。

　僕も栗栖ちゃんも沈ちん黙もくしてしまう。お婆さんは暗くなった空気を察したのか、

「あはは。そんな暗い顔をするんじゃないよ」

　と、快活に笑った。

「爺さんはいい年だったからしょうがないさ。息子にしたって、もう十年以上昔の話だしねえ……」

　お婆さんは独り言のように言葉を続ける。眼鏡の奥おくの瞳ひとみは、どこか遠くを見ていた。

「ある日いきなりいなくなって、そんでようやく見つかったと思ったら、死んでると来たもんだ……。まったく、なに考えてたんだかねえ、うちのバカ息子は」

「……？　えっと、息子さんは、事故とか、病気とかじゃないんですか？」

　僕は思わず訊きいてしまった。すぐに立ち入った質問だったと後こう悔かいするが、お婆さんは嫌な顔一つせず、軽い調子で答えた。

「事故でも病気でもないよ。うちの息子は、ある日突然いなくなったんだ。行方ゆくえ不明ってやつさ。どこ捜しても見つからなかったよ。まるで『神かみ隠かくし』にあったみたいにね」

「……神隠し」

　と、呟いたのは栗栖ちゃん。つい言葉が口から漏もれたという様子だ。

　まるで――神隠しという単語について、なにか思い当たるフシがあるかのような反応だった。

「行方不明のまま一年ぐらい経たったときだったかねえ。警察から連れん絡らくがあったんだよ。『息子が死体で見つかった』ってね。結局、息子に関しちゃ、未いまだになにもかもが謎なぞのまんまさ」

　お婆さんはそう言って、深く息を吐はいた。

「……おっと、悪かったね。ババアの昔話なんか聞いたってつまんなかったろ」

「いえ」と、僕は首を振る。

「それじゃ、あたしはこの辺で失礼するよ。あんまり寄り道してると、爺さんと息子に怒おこられちまうかもしれないからね」

　そう言い残し、お婆さんは墓地の方に歩いて行く。けっこうな年ねん齢れいに見えたが、腰こしは全く曲がっていない。背筋が真っ直ぐ伸びていて、歩く姿はモデルのように美しかった。

「ま、待ってくださいっ！」

　栗栖ちゃんは勢いよく立ち上がり、お婆さんの背中に上ずった声をぶつけた。

「ん。なんだい？」

「な、名前、を、教えてください……」

　振り返ったお婆さんに、栗栖ちゃんは細く掠かすれた声で尋ねた。大きな瞳は、はっきりとした不安の色を映していた。




「栗栖信のぶ子こだよ」




　お婆さんは――栗栖信子さんは、あっさりと言った。そして再び歩き出す。

　栗栖という名字。

　それは、今僕の隣となりにいる少女と、同じだった。

　無論、偶ぐう然ぜんという可能性もあるだろう。よくある名字でもないが、そこまで珍めずらしい名字というほどでもない。

　しかし――すぐに偶然じゃないとわかった。

　墓石の間を縫ぬうようにして歩いていた信子さんは、一つの墓石の前で立ち止まり、手を合わせた。

　そこは、『栗栖家之墓』と彫られた墓石の前。

　ついさっき、栗栖ちゃんが拝んでいたお墓と同じ。

　栗栖ちゃんが生まれる前に亡なくなったという父親。十年以上前に亡くなったという信子さんの息子。栗栖は父の姓。行方不明。

　まさか、まさか――
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「……ねえ、栗栖ちゃん。あのお婆さん、もしかし――」

　言葉の途と中ちゆうで、息を呑のんだ。

　栗栖ちゃんが僕の服を、ぎゅぅっと強く握にぎりしめていたから。

　華きや奢しやな両りよう肩かたは、かたかたと不安そうに震ふるえている。背筋をしゃんと伸ばして歩いていた信子さんとは対照的で、背中は小さく小さく丸まっていた。







二章　テレパシー×旅行×賢けん者じやの石







　そういえば一昔前、主人公がいきなり異世界に飛ばされちゃう系のファンタジーが氾はん濫らんした時代があったけれど――僕はそのタイプの物語を読むたびに気になることがあった。

　それは、主人公の家族のことだ。

　主人公がいた元の世界には、当然、主人公の家族がいるはずだ。

　唐とう突とつにわけのわからない力で飛ばされた主人公は、状じよう況きようを的確に把は握あくして驚おどろくほどのスピードで異世界に順応してくれるが、しかし、残された家族はどうするのだろう。

　わけのわからないまま大切な家族を失うのだ。

　主人公ほどあっさりと順応できるはずもないだろう。

　寝ねる間も惜おしんで捜し続けるかもしれない。不安に震えて精神を病やんでしまうかもしれない。捜そう査さになんの進展もない警察を、役立たずと罵ののしるかもしれない。

「世に溢れる物語には必ず『焦しよう点てん』が存在する。どこにスポットを当てるかというのは、なによりも重要ポイントだ。大衆はスポットライトが当たってるステージ――メインストーリーにしか興味がないからね」

　いつだか、幼おさな馴な染じみの彼かれが言っていた。

「刑けい事じドラマなんかがいい例かな？　刑事ドラマじゃ必ずと言っていいほど殺人事件が起きるけど、そこでいちいち悲しむ刑事はいない。『これからデートだったのになあ』とか、愚ぐ痴ちまじりで捜査を始める馬ば鹿かまでいる。そのくせ仲間が一人でも死ぬと、ここが見せ場とばかりに大おお騒さわぎだ。涙なみだを流して怒りを燃やして最高に盛り上がるクライマックスに突とつ入にゆうする。人の命は平等だっていうのに、大した差別だぜ」

　結局は、そういうことなんだろう。

　どこを重点的に描えがくかによって、物語は大きく様相を変える。

　異世界に渡わたった主人公を中心に描びよう写しやした方が、派手で格好よくて、見ていて気持ちがいい物語となるのだろう。

　哀かなしみにくれる家族など、見たところで面おも白しろくもなんともないはずだ。

　けれど。

　面白かろうと面白くなかろうと――存在するものは存在する。

　たとえば栗くり栖すちゃんの大好きな『クリアの大だい冒ぼう険けん』は、いわゆる異世界召しよう喚かん系のファンタジーだと聞いているけど、果たして、その面白くもなく対して盛り上がりもしないシーンは描いてあるのだろうか――

「おはよう、栗栖ちゃん」

「おはようございます、籠かご島しま先せん輩ぱい」

　特に何事もなく三日が経過した。

　栗栖ちゃんとの同どう棲せい生活にもだいぶ慣れてきた。朝起きると家に女の子がいるという状況がもたらす刺し激げきも、初日に比べてかなり薄うすくなってきている。

「ちょっと待っててください。今、朝ごはん作りますから」

　エプロンをつけながらそう言って、栗栖ちゃんはキッチンに向かう。テーブルに座すわって待っていると、三十分ぐらいで朝食ができあがった。

　惚ほれ惚ぼれする手て際ぎわの良さだ。

　栗栖ちゃんの調理する姿は数すうヶか月げつ前にも見ているけれど、あのときよりも格段にスキルが向上しているように見える。

　二人で向き合ってテーブルに座り「いただきます」と手を合わせた。

「こうしてると、なんだか新しん婚こんさんみたいだね」

「ぶふぅっ！」

　僕が何気なく言うと、栗栖ちゃんは味み噌そ汁しるを盛大に吹ふき出した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ゲホゲホとむせながら、「だ、大丈夫、です……」と栗栖ちゃんは返した。

「どうしたの？」

「だ、だって、籠島先輩が変なこと言うから……」

「変なこと？」

「し、し、新婚さんみたいだ、とか……」

「うん？　ただ、もしも栗栖ちゃんと結けつ婚こんしたらこんな感じなんだろうなあ、って思っただけだよ」

「けけ、結婚って……」

　僕が普通に答えると、栗栖ちゃんは顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「あ、栗栖ちゃん、鼻から味噌汁出てるよ」

「っ！」

　跳はねるように立ち上がり、リビングにあるティッシュ箱から数枚のティッシュを抜ぬき取とって鼻をかみ、そして戻もどってくる。

「そ、そういうことは気づいても言わないでくださいよ！」

「えー。でも、気づいてるのに黙だまってられる方が嫌いやじゃない？」

「う……。だ、だったら、もっとこう、さり気なく……」

「あ、栗栖ちゃん、今度は鼻から空気出てるよ」

「っ！」

　栗栖ちゃんは再び跳ねるようにして、さっきと同じようにティッシュを取りに向かうが、しかし途中で気づいたらしく、体を反転させてずんずんと僕に詰つめ寄よった。

「鼻から空気は出ますよ！　人間ですから！」

「うん、そうだね。でも、気づくのだいぶ遅おそかったね」

「うぅ……」

「あはは。ごめんごめん。そんな落ち込まないでよ」

　本当、栗栖ちゃんはからかってて楽しいなあ。

　そんな楽しい朝食を終え、二人で片付けをする。

「あ、そうだ籠島先輩」

　流しで食器を洗いながら、栗栖ちゃんが言った。

「私、今日は信のぶ子こさんの家に行こうと思います」

　食器を拭ふく手が止まる。思わず栗栖ちゃんの方を向くと、彼かの女じよは淀よどみなく食器を洗い続けていた。

　目線は手元に向いていて、僕のことは見ていない。

「そっか」

　僕はそんな風に相あい槌づちを打った。

　信子さんに会ってから三日が経ったが、その三日間の同棲生活の間、僕らは一いつ切さい信子さんの話をしなかった。栗栖ちゃんから話してくることはなかったし、僕の方も、なんとなく話題に出すのが憚はばかられた。

　信子さんが栗栖ちゃんの祖母であることは、おそらく間ま違ちがいないだろう。確かく認にんしたわけではないけれど、確信がある。

　よく人から鈍にぶいと評される僕だけれど、さすがに察しがついた。

　けれど、察しがついたところでなにができるというわけでもない。

　これは、栗栖ちゃんのプライベートな問題だ。半はん端ぱな気持ちで、こっちから首を突っ込むことはできない。

「なにかお土産みやげ持ってった方がいいですかね？　……って私、財さい布ふがないんだった。あはは」

　明るく笑う。

　気き丈じように振ふる舞まっているのか、それとも本当になんとも思ってないのか、僕には判断できなかった。

　栗栖ちゃんは今日になってやっと、信子さんの家に行くと言い出した。なにも予定はないのだから、本当なら出会った次の日にでも行けばよかったのに。

　彼女なりに考えて考えて、その上での結論なのだろう。

　だったら、僕に言えることはなにもない。

「うん。わかったよ。楽しんでおいで」

「もしよかったら、籠島先輩もご一緒しませんか？」

「うーん。僕は遠えん慮りよしとくよ。午後から予定入ってるしね」

「予定？」

「近所の子供と遊ぶことになってるんだ。ギリ――」

　エルくんっていうあだ名の子なんだけど、と話を続けようとしたところで、ポケットで携けい帯たいが震えた。

　画面を見ると、見たことがない電話番号が表示されていた。少し迷ってから、僕は通話ボタンを押おす。

『もしもし。籠島諦あきらさんですか？』

　どこかで聞いたことがある、明るい調子の声だった。

「そうですけど、えっと、どちら様ですか？」

『僕ですよ。お久しぶりの斎さい条じよう睦む月つきです』







「急に呼び出だしたりしてすいませんでした」

　僕が席に着くなり、斎条くんはにこにこと人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮うかべながら、軽く頭を下げた。

　呼び出された場所は、駅前にあるイタリアンレストランのテラスだった。

「お詫わびと言ってはなんですけど、ここは僕が奢おごりますよ。僕が無理を言って呼んだわけですからね。なんでもお好きな物を頼たのんでください」

「そんな……別に大だい丈じよう夫ぶだよ。年下の子に奢ってもらうなんて、ちょっと格好悪いし」

「そうですか。じゃあ、やめときます」

「…………」

　いや、そこは「そう言わずに」って返してよ。

　それが日本人のやり取りってものだろう。

　さすがに奢ってもらうつもりはないけれど、だからってそんなあっさり引かれると、おいおい、となってしまう。

「そんな複雑な顔しないでくださいよ」

　斎条くんは眼鏡の位置を直しながら、楽しそうに笑った。

「それでは折せつ衷ちゆう案あんとして、飲み物だけでも奢らせてください。そのくらいなら構わないでしょう？」

　微笑みかけてくる彼に、僕は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　なんていうか、相変わらずだな、と思う。

　言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいで物もの腰ごしも柔やわらかいのに、こちらに対する敬意がまるで感じられない。むしろ馬鹿にされている感じさえする。

　端たん的てきに言えば、ナメられている。

　……まあ、僕って昔っから年下にナメられやすいんだけどね。ギリエルくんにも完全にナメられてると思うし。

「それで、今日はどんな用事なの？」

　店員さんを呼んで料理を頼んだ後、僕は言った。

「なにか僕に用事があったんだよね？」

　斎条くんと会うのはこれで二度目となる。斎条くんは織おり野のさんが所属する映画サークルのメンバーで、以前、織野さんの妹であるオシリちゃんを通して知り合った。

　あのとき以来、特に連絡を取ったりすることもなかったから、こうして言葉を交かわすのはけっこう久しぶりだ。

「別に用事はありませんよ。ただ、籠島さんと会ってお話がしたかっただけです。それとも、なにか用事がなかったら呼び出したら駄だ目めなんですか？」

「…………」

　駄目だろ。

　なんで、親密度がいい感じになってる女子から言われたらドキッとするようなことを言うんだよ。男から言われてもちっとも嬉うれしくないよ。

　ぶっちゃけ、僕ぼく、そんなにきみと仲良くなったつもりないぞ？

　嫌きらいじゃないけど、これと言って好きなわけでもない。

「あははっ。そんな露ろ骨こつに不満そうな顔しないでくださいよ。冗談ですって。ちゃんと用事はありますから」

　斎条くんは軽く肩かたをすくめた。

「まあ、大した用事ではないですけどね。用事というよりも報告みたいなものです」

「報告？」

　と、返したところで、料理が運ばれてきた。二人分のパスタと、斎条くんが奢ってくれるというドリンク（オレンジジュースを選んだ）。

　話の続きは、食事をしながらとなった。

「今度、映画サークルのメンバーと旅行に行くことになりましてね」

「旅行？」

「今、僕が幹事になっていろいろと計画してるところなんです。まあ、そこまで大それたイベントでもないんですけどね。ただ仲のいいメンバー数人で、遠くまでお出かけしようっていう話です」

「ふーん。楽しそうだね」

　夏休みを利用して旅行に行くというのは、よくある話だろう。そういうレクリエーション的なイベントは、いかにもサークルっぽい。

「でも、斎条くんが幹事をやるの？　きみってサークル内じゃだいぶ若い方だって聞いてるけど」

「言いだしっぺが僕ですからね。ある程度の苦労は仕方ないですよ。多少手て間ま暇ひまがかかっても、僕が確かに信頼できると確信したメンバーだけで旅行がしたかったものですから」

　なんだか変な言い方だった。その言い方だと、映画サークルの中に信頼できないメンバーがいるように聞こえる。

「話はわかったけど、それってわざわざ僕に報告することかな？」

「旅行メンバーには織野さんも入ってるんですよ。だから、一応籠島さんにもお断りを入れておこうと思いまして」

「どうして？」

「あれ。お二人は付き合ってるんじゃないんですか？」

「付き合ってないよ。ただの友達」

　だから、織野さんが見知らぬ誰だれかとどこに出かけようと、僕に止める資格はない。

　ていうか、普ふ通つうに楽しんできて欲ほしいと思う。

「お土産よろしく、って言っておいて」

「わかりました」と、斎条くんは小さく笑った。

「ところで、行き先はどこなの？　国内？　国外？」

「国外と言えば、国外ですね。日本の外には出るわけですから」

「すごいね。どこの国？」

「言ってもわかりませんよ。籠島さんの知らない国です」

　もったいぶるように言って、斎条くんはフォークを置いた。コップの水を一口飲んでから、含ふくみをもたせた笑えみを浮かべる。




「異なる世界に触ふれることは、きっと有意義な経験となることでしょう」




「そうだね」と、僕は頷いた。

　異なる世界というのは、僕らの住む世界とよく似たもう一つの世界――なんてことではもちろんなく、文化が異なる国のたとえだろう。

　だって――異世界なんてあるはずがないのだから。

「ちょうど今、その国の大物がこの町に来ているらしんですよ。なにか探している物があるとかで……。その彼が使った移動手段を利用することができれば、僕らでもその国に行ける可能性が高い」

「……そんな面めん倒どうな手順を踏ふまなきゃ行けないような国なの？」

「残念ながらそうですね。それなりのリスクは伴ともないますけれど、その辺も含めて旅行の醍だい醐ご味みというものでしょう」

「だったら、もっと簡単に行けるところにすればいいんじゃない？　なにかその国じゃなきゃ駄目な理由でもあるの？」

「はい」

　斎条くんは迷わず頷いた。

「僕らの映画サークルの創始者が、今現在、その旅行先に留とどまっているらしいですから」

　創始者。

　そういえば以前、斎条くんは言っていた。

　自分が所属する組織の創始者にどうしても会いたい、と。

「つまり、その人に会いに行くってことか」

「と言っても、あっちには知らせてませんけどね。いきなり押しかけて驚かせてやろうと考えてます」

「なるほど、サプライズってわけだね」

「……ぷっ。あははっ」

　なんの意図もない僕の発言に、斎条くんは吹き出し、声を上げて笑った。

「ははっ。なるほど、サプライズですか。それはいい表現だ。くくくっ」

　なにが面白いのか、愉ゆ快かいそうに笑い続ける。

　ひとしきり笑った後に、独り言のようにこう呟つぶやいた。

「とびっきりのサプライズを仕し掛かけてあげましょう。名も顔も知らぬ創始者の度ど肝ぎもを抜かすような、とんでもないものを――」

　ぞわり、と背筋に寒いものを感じた。

　話の内容は子供らしく幼よう稚ちで、悪いた戯ずらを思いついた子供のように無む邪じや気きに微笑ほほえんでいるのに――瞳ひとみだけは、まるで笑っていない。

　強い意志と、ほんのわずかな暗い感情が見て取れた。落おち着つき払はらった言動とは裏腹に、追おい詰められた人間だけが醸かもし出す緊きん迫ぱく感がある。

　それから、昼食を食べ終えて店を出るまでいろいろと言葉を交わしたけれど、大した中身のある話はなかった。

　結局、斎条くんは『旅行』について話したかっただけのようだ。

　僕に対して――決意表明をしたかったのだろう。







「『ロケットウォーリア』でアタック。はい、僕の勝ち」

「……ぐぬぬ。うがーっ！」

　ギリエルくんは叫さけびながら天を仰あおぎ、手に持っていたカードを放ほうり投なげた。

「あー、ちょっと。人のカード投げないでよ。家ん中じゃないんだから、汚よごれちゃうじゃないか」

「……なぜだ。なぜ貴様ごときに勝てんのだ……」

「今回は惜しかったと思うよ。ライフもかなり削けずられたしね」

「くっ。貴様、この俺おれに情けをかけるつもりか!?」

　気き遣づかいが逆効果だった。やれやれ、面倒くさい子供だなあ。

　親の仇あだを見るように睨にらんでくるが、童顔＆ソプラノボイスだから怖こわくない。僕は席を立ち、彼の散らかしたカードを拾いに行く。

　斎条くんと別れる頃ころにはちょうどいい時間になっていたので、真まっ直すぐ朝日公園に向かった。ギリエルくんは僕よりも早く到とう着ちやくしていて、しかも先にテーブルに着席しているというやる気っぷりを見せてくれた。

　こっちを睥へい睨げいするように眺ながめて、「ふん。逃にげずによく来たな。褒ほめてやろう」と、かなり調子に乗っていたけど、デュエルが始まると、形勢はすぐに逆転した。

　僕の五連勝である。

「くそっ。もう一度だ、籠島。もう一度デュエルだ！」

「はいはい」

「言っておくが、さきほどのように意図的に手を抜けば、貴様の命はないぞ？」

「わかったって。もうしないよ」

　実はさっき、デュエリストとしての誇ほこりを曲げてギリエルくんに花をもたせようとしたのだが、なぜか感づかれたてマジギレされた。

　ギリエルくん曰いわく、僕の気が緩ゆるんだ一いつ瞬しゆんを見み抜ぬいたらしい。

　……どこの歴戦の強者なんだよ、という感じだが、とにかくギリエルくん相手には手加減を見抜かれるということがわかった。

　手加減を許せないというプライドは悪いものじゃないし、尊重したいとも思う。

　ただし、僕が全力で戦うとどうなるかというと――

「はい、また僕の勝ち」

「ぐ……ぬぅ」

　まあ、こうなる。

　自じ慢まんになってしまうけれど、僕は強いのである。昔っからこの手のゲームはかなりやり込むタイプで、仲間内では負けなしだった。

「くそ……。やはりこのカードを抜いて、あっちを入れるべきだったか……」

　敗北の屈くつ辱じよくから立ち直ったギリエルくんはカードとにらめっこを始め、自分のデッキを作り直し始めた。一いつ生しよう懸けん命めいなその姿は、少し微笑ましい。

　カードを食い入るように見つめていたギリエルくんは、ふと顔を上げて思い出したように言う。

「そういえば一昨日、貴様の通うアダタラコーコーという教育機関に言ったんだが、誰もいなかったぞ。どういうことだ？」

「そりゃ、今は夏休みだから」

「夏休み……？　ああ、なるほど、夏季休業期間か」

「うちの高校になにか用事でもあったの？」

「大したことではない。ただ、もしかしたらクリエスティアがいるかと思っただけだ。しかし、どれだけ感覚を研とぎ澄すまそうとも奴やつの気配はまるで感じない。やはりすでにこの町を離はなれているのか……？」

「ギリエルくんはずいぶんとその子にご執しゆう心しんなんだね」

「ふん。ただのついでだ。あんな女、この俺が相手にする価値もない」

　うざったそうに鼻を鳴らす。そんなことを言う割にはけっこう積極的に動いているような気がするけど。

「ねえ。その、クリエスティアって、どんな子なの？」

　興味本位から尋たずねてみると、

「あいつは――ただの天才だ」

　ギリエルくんは素っ気なく答えた。

「高名な母親の血を色いろ濃こく継ついだ、極きわめて有能な人材だ。年の割に背せ丈たけは小こ柄がらで、幼く、かわいらしい顔立ちをしている。今はまだ学生だが、座学でも実技でも優ゆう秀しゆうな成績を修めており、将来を期待されている」

「ふぅん。すごい子なんだね」

「俺は一時期、クリエスティアと同じ学校に通っていたんだ。言葉を交わすことはほとんどなかったがな。友人からは『クリア』という愛あい称しようで呼ばれていた」

「……クリア？」

　クリアというのは――紅く莉り亜あというのは、栗栖ちゃんのファーストネームだ。

　栗栖＝クリムゾン＝紅莉亜。

　外国の名前に無理やり漢字を当てただけという感じが強い、ハーフらしい名前。

　もしかしてギリエルくんが探しているのって、栗栖ちゃん？

　実は栗栖ちゃんの本名が、そのクリエスティアうんたらかんたらっていう長い名前で、こっちは面倒だから省略している、ということもあるのかもしれない。

　小柄な背丈やかわいらしい顔立ちというのも、ぴったりと当てはまる。

　その通っていた学校っていうのも、彼女がこの町に来る前に通っていた学校のことなんじゃ――

「ただ――気に食わない奴だったな。とにかく愛あい想そがなく、人前では滅めつ多たに笑わない女だった。実技においても単独行動が目立ち、自分の実力――天才性を誇こ示じするような行動が多かった。努力を繰くり返かえす凡ぼん人じんどもをあざ笑うかのように、いかなる難題もあっさりとやってのけていた」

「…………」

　その話を聞いて、僕は自分の推論が的外れだったと確信した。

　ギリエルくんの探している女性が、栗栖ちゃんであるはずがない。

　彼かれの言う女性は、僕の知っている彼女とはあまりにかけ離れている。

　栗栖ちゃんは、素す直なおで、努力家で、よく笑って――決して、彼の言うような厭いや味みったらしい女ではない。

「クリエスティアがこの町に独りで滞たい在ざいしているのも、特例ようなものだ。あの女のたっての希望で単独行動が許可されたと聞いているが、大方、足を引っ張る人間はいない方がいいと考えたのだろう。つくづく嫌いや味みな女だ」

「話を聞く限りだと、あんまりかわいくなさそうな女の子だね」

「ああ、まったくだ。実にかわいくない女だよ。まあ、もっとも――」

　ギリエルくんは口くちの端はを吊つり上あげて笑う。

「――『天才』と呼ばれているうちは、まだかわいいものだとも言えるがな」

　それはどこか自じ虐ぎやく的てきで、どこか自じ嘲ちよう的な笑みだった。

「さて。世間話はここまでだ」

　話を切り上げて、テーブルにデッキを置いた。ようやくデッキが完成したらしい。

「さあ、戦いを始めよう」

　自信たっぷりのギリエルくん。もうかれこれ二十連敗は越こえているというのに、その自信はいったいどこから来るんだろう。

「はいはい。でもさ、ギリエルくん。こんなことばっかりしてていいの？　その、クリエスティアって子を見つける以外にも、なにか用事があるんじゃなかったっけ？」

「賢けん者じやの石のことか」

「そうそう、それそれ」

「籠島よ、勘かん違ちがいをするな。俺の目的はあくまで賢者の石であって、クリエスティアのことは、あくまでついでだ」

「僕としてはどっちでもいいんだけどね」

「ふん。まあ、今となっては、クリエスティアの方がメインと言ってもいいのかもしれんがな。なにせ――」

　ギリエルくんは少し弾はずんだ声で、上じよう機き嫌げんに言う。




「賢者の石はすでに手に入れたからな」




「へー、そっか。よかったねー」

　どうせその辺の石を賢者の石に見立てて言っているだけなんだろうなあ、と思いながら、適当に頷く。

　子供の戯たわ言ごとにいちいち突つっかかる僕ではないのだ。

「しかし、よもや『あんなもの』が賢者の石だとは思わなかったな。まあ、あれはまだまだ原石のようなものだ。その効力を十二分に発揮するためには、時間をかけて鍛きたえ上げねばなるまい」

「賢者の石かー。夏休みの自由研究ってことにして、学校に持ってったらいいんじゃない？　僕も小学生の頃、河原の面おも白しろい形の石を集めて、提出したことがあるよ」

「ふん。教育機関にいるような頭の固いボンクラ共には、この伝説級の代しろ物ものは使いこなせんよ」

「こらこらギリエルくん。学校の先生の悪口を言うのはよくないよ」

「ふふっ、確かにそうだな。少し大人気なかった。この石さえ完成すれば、俺は遂ついに人の器うつわを超える……。その他ほか大勢の人間と比ひ較かくするのが馬ば鹿からしくなるほどの力を手にするわけだ……。ふはははっ」

　そんな風に、微び妙みように噛かみ合あってない会話をしながら、僕らはデッキを定位置にセットし、カードを五枚引いた。

　そして、開戦の雄お叫たけびを上げる。

「「デュエル！」」







　日が暮れるまでデュエルを続けたけれど、僕が負けることはなかった。

　そうなるとやはり負まけず嫌ぎらいのギリエルくんは黙だまっておらず、明日の同じ時間に再戦だ、ということになった。

　もしかして彼が勝つまでこの繰り返しなんだろうか、と考えるとやや辟へき易えきするが、しかし、正直そこまで嫌いやではない。

　僕も僕で久しぶりにカードゲームができて楽しいし、ギリエルくんが成長する姿を見ているのも楽しい。

　それに――いくら実力差があるとは言え、カードゲームは運ゲーみたいなものだ。

　囲い碁ごや将しよう棋ぎよりも、トランプに近い遊ゆう戯ぎだろう。何回も繰り返せば、実力的に劣おとる相手が勝つこともある。

　ギリエルくんが僕に勝つ日もそう遠くないだろうし、だったら付き合ってあげてもいいかなと思う。

「籠島先せん輩ぱいらしいですねえ」

　自宅のリビングにて。僕の武勇伝を聞き終えると、栗栖ちゃんはくすくすと笑みを零こぼした。

「僕らしいって？」

「籠島先輩って、子供と遊んだりするの、得意そうですから」

「……それはあれだよね。僕は極めてお兄さん体質の人間だから、小さい子の面倒見るのが上う手まいって意味だよね？」

　僕の精神年ねん齢れいが子供レベルとか、そういう意味じゃないよね？

「さあ、どうですかねえ」

　栗栖ちゃんは悪戯っぽく笑って、答えをはぐらかした。

　うーん。なんか小こ馬ば鹿かにされてるなあ。別に嫌じゃないからいいんだけど。

「ところでさ」

　僕は、できる限りさりげなく問う。

「栗栖ちゃんの方はどうだったの？」

「はい。楽しかったです。綾あや取とり以外にも、信子さんにいろいろと遊びを教えてもらいました。独楽こまとか、お手玉とか、花札とか」

　返ってきたのは、端たん的てきで、普通の答えだった。

　模も範はん的てきと言ってもいいくらいに。

「そう。ならよかった」

　それ以上はなにも聞かなかった。

　栗栖ちゃんはおそらく、気づいているのだろう――僕が、栗栖ちゃんと信子さんの関係性について気づいていることに。

　気づいていてなお、一いつ切さい触ふれない。強固な拒きよ絶ぜつを示すように、話題に挙げない。

　このことは彼かの女じよにとって――踏み込んで欲しくない問題だからだろう。

　やはり線を引かれている。

　いつも通り、頼たよってくれない。

　僕ぼくには栗栖ちゃんがもたれかかってくれるだけの、強さがないのだろうか。

「強さかぁ……」

「え、なにか言いました？」

「いや。強さってなんだろうねえ」

「？　どうしたんですか、いきなり……」

「いや……なんでもないよ」僕は話を無理やり変える「そういえばさ、『クリアの大だい冒ぼう険けん』の、最強キャラってどんなの？」

「最強キャラ、ですか？」

「そうそう。どの漫まん画がにも一人か二人いるでしょ？　おいおいこいつどうやって倒たおすんだよって感じの、最強キャラ。まあ、そういう奴に限って意外とあっさり主人公が倒しちゃうんだけどさ」

「……そうですねえ」

　栗栖ちゃんは腕うでを組んで考えこむ。

「教団の団長であるグレイズ団長はすごく強いですし、純じゆん粋すいな魔ま法ほう力だけで言うなら西の賢者であるゾル・シーエンが現在大陸トップで……あ、でも、人間に限らないんだったら、アザリエ山脈に住む神龍りゆうゼアースに敵かなう魔ま法ほう使つかいは現代にいないと言われてますし……もしも現代に限らないんだったら、かつてリューレインの勇者と謳うたわれた……」

　気軽な質問だったのに、真ま面じ目めな栗栖ちゃんは真しん剣けんに考え始めてしまった。

「あー、そんな本気になって考えなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そ、そうですよねっ。えっと……あっ。最強とは違ちがうかもしれないんですけど、将来が有望すぎる子ならいました」

「有望すぎる？」

「ありとあらゆる史上最年少記録を更こう新しんし続けている子がいるんですよ。国家資格や討とう伐ばつ記録、新術の開発などなど」

「そりゃすごいね。天才キャラってわけか」

「……いえ。天才とか才能とか……そういうレベルではありませんね」

　明るかった声が、少し沈しずんだ。

「あの少年に対しては神童ですら生ぬるい。彼は――悪あく魔まの子と呼ばれています」

　悪魔の子。

　嫌な呼こ称しようだ。漫画の話だとしても、気分が暗くなってしまう。

「私――じゃなかった、主人公とは少しの間同じ学校に通っていたんですけど、彼はあっという間に飛び級で卒業してしまいました。卒業後は一時期教団に所属していましたが、すぐに退団してしまって、現在は消息不明です。噂うわさでは、危険な研究に手を出だしたとかなんとか……」

「あー、なるほどね。とりあえず出したはいいけど、扱あつかいに困った最強キャラってわけだね。たまにいるよねー、そういう『結局あいつはなんだったんだ』っていうキャラ」

「え、えっと、まあ、そんな感じです」

　栗栖ちゃんは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「彼の名前は――ギリエスターク・ディーファ・リクイオ・ソエル。没ぼつ落らく貴族となってしまったたソエル家を一代で立て直すと言われた逸いつ材ざいだったんですけど、いったい今はどこでなにをしているのか……」

　悪魔の子の名前はやたらと長くて、右から左に聞き流した。読んでもない漫画のキャラの名前をいちいち覚える気はさすがにない。

　しかし、そんな長ったらしい名前を全部覚えてるなんて、栗栖ちゃんは本当に『クリアの大冒険』が好きなんだなあ、と考えていたとき、ピピーピピー、と洗せん濯たく機きの脱だつ水すい完かん了りようを知らせる音がリビングに響ひびいた。

「あ、洗せん濯たくできたみたいですね。私、取ってきます」

「ああ、いいよ。僕がやるから大丈夫だよ」

「いいですよ。籠島先輩はのんびりしててください。泊とめてもらってるんですから、このくらいはさせてもらいます」

「でも……」

「別に、籠島先輩に私の下着を触さわられるのが嫌だとかそういうことではないので安心してください」

「……うん、それは念を押おすことで逆に相手に傷つけるという高等テクニックだね」

　なんだか、思春期の娘むすめを持ったお父さんのような気持ちである。

「心外だなあ。そんな心配しなくても大丈夫だよ。僕は女性の下着に興奮する変態じゃないからさ。下着ドロとは違うんだよ」

「おお、ちょっと男らしいです」

「だってさ、洗せん濯たく済みの下着なんか触ってもなんにも楽しくないじゃん？」

「…………」

「世間じゃ下着ドロって、ほとんどの場合干してある下着を盗むらしいんだけど、あれってなにが楽しいんだろうね？　最近の洗せん剤ざいって強力だから、洗濯済みの下着にはもはや持ち主の女性成分なんかこれっぽっちも残ってないと思うんだよ」

「…………」

「本当、下着ドロってのは馬鹿だよね――ってあれ？」

　気がつけば、栗栖ちゃんはいなくなっていた。

　おかしいな、僕はなにも間ま違ちがったことは言ってないはずなのに……。

　僕に愛想を尽つかしたのか、それとも早くしないと洗濯物がシワになると思ったのか。

　……きっと後者だろう。そう信じよう。信じる者は救われる。

　話し相手がいなくなった僕は、さっきから付けっぱなしになっていたテレビをなんとなく眺める。

　画面では夕方のニュースが流れていた。

『それでは、次のニュースです』

　アナウンサーのお姉さんが慣れた様子でニュースを読み上げる。

『昨夜未明、栃とち木ぎ県けん那な須す町まち、那な須す湯本温泉付近にある観光名所にて、溶よう岩がんの一部が盗ぬすまれるという事件が発生しました。犯行に気づいたのは、観光に訪おとずれていた――』

「……石泥どろ棒ぼうか」

　下着ドロよりも理解に苦しむな。

　石なんか盗ぬすんでなにをしたいのだろう。

　おじゃる丸のカズマのような石コレクターなのだろうか？

『なお、盗まれた石は「殺生石」と呼ばれる溶岩であり、複数の岩石を一晩の内に運んだことから、警察は複数犯とみて捜そう査さを――』

　殺生石。

　白面金毛九尾びの狐きつね――玉たま藻もの前まえが、死後その姿を変えたという、毒石。

　言わば九尾の狐の死し骸がいであり、お墓だ。

　その殺生石が、何者かによって奪うばわれた――

「……まあ、現実には妖よう怪かいなんていないけど」

　テレビはさっさと次のニュースに移っていた。殺生石が盗まれた事件は、テレビ局としてはただの珍ちん事じ件けんという扱いらしい。

　ただの石なのだから、そりゃそうなるだろう。

　そういえば、ギリエルくんも石がどうとか言ってたな。

　僕の知らないところで、空前の石ブームでも始まってたりするんだろうか。







三章　桔き梗きよう院いん姉妹×兄きよう妹だいごっこ×花札







　調べてみたところ、そもそも『殺生石』というのは一つの大きな石を指すのではなく、大小様々な溶岩のことを指すらしい。

　九尾の狐は死後、その姿を巨きよ大だいな毒の石へと変えて、近づく生物の命を断った。殺生石というネーミングは、石の持つ極めて凶きよう悪あくな毒性から来ている。殺生石は周囲の人々に恐おそれられていたが、南北朝時代、源げん翁おうという曹そう洞とう宗しゆうの僧そうが殺生石を砕くだき、破は壊かいされた殺生石は日本各地に飛散した。

　つまり、現在那須湯本温泉付近にあるのは、破壊された殺生石の破は片へんである。

　まあ、とは言え。

　そもそも九尾の狐なんてこの世界に存在しない。だから毒石がどうたらいうのも、温泉地帯から吹ふき出す硫りゆう化か水素や亜あ硫りゆう酸さんガスなどの有毒ガスから昔の人がインスピレーションを受けて、そういうエピソードを考えたのだろう。

　現在では、『殺生石』は割と人気の観光スポットとなっているそうだ。

　僕の友達にも、そこを訪れたことがある人物が一人いる。

『もしもし、桔梗院柚ゆず希きだけど、なんか用？』

　それは、自じ称しよう陰おん陽みよう師じの彼女だ。

　数すうヶか月げつ前、まだ桔梗院さんと出会ったばかりの頃ころ、玉たま音ねちゃんと一いつ緒しよに栃とち木ぎ県けんに向かった際、『殺生石』に立ち寄ったと聞いている。

「用ってほどでもないんだけどさ」

『じゃあ切るわよ』

「待って待って！　用あった用あった！」

　まったく。相変わらず冷たいな、桔梗院さんは。

　最近になってようやく着ちやつ拒きよを外してくれたから、少しずつ親密度は上がって来ているんだとは思うけど。

「昨日のニュースでやってたんだけど」

　僕がそこまで言ったところで、

『ああ、もしかして、殺生石が盗とられた話？』

　と、桔梗院さんは答えを先回りした。あまりの察しの良さに、軽く驚おどろく。

「よくわかったね」

『あんたが私に電話してくるような要件で、昨日のニュースって来たらそんくらいしかないでしょ』

「そんなのわかんないじゃないか。もしかしたら、ただ桔梗院さんの声が聞きたかっただけかもしれないよ？」

『……殺すわよ？』

「ごめんなさい」

　怖こわいなー。ジョーク言うのも命がけだよ。

「まあ、知ってたんならよかったよ。桔梗院さん、殺生石のこと好きそうっていうか、興味ありそうだったから、なんとなく教えようと思っただけだから」

『わざわざどうも。つーか、遅おそいわよ。こっちはもう朝から動いてるんだから。今、ちょうど、殺生石の真ん前にいるところだし』

「マジで!?」

　行動早すぎない!?

　行動力ありすぎない!?

「な、なんで？」

『玉音様がマジギレしちゃってね。あたしも、玉音様のためなら動かないわけにはいかないし』

　マジギレって。

　どうしてだろう。玉ちゃんって、そんな石マニアだったのか？

「いやでも、すごいね。昨日の今日だってのに、もう栃木にいるなんて」

『別に。玉音様が本気出せば、こんくらいの距きよ離りはひとっ飛びだから』

　謎なぞの発言に、僕の頭に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

　えっと……あ、そうか。きっと小学生の玉ちゃんを強ごう引いんに小学生以下ってことにして、交通機関をタダで利用しまくったんだな。

　まったく、卑ひ怯きようだなあ。

　今度から卑怯院さんと呼ぼう。

「卑怯院さんは桔梗だねー」

　早さつ速そく言ってみた。今年のあつはなついねー的なジョークである。

　途と端たん、電話口から凍こおるような殺気が漏もれた気がした。

『……あんた、電話なら殴なぐられないと思って調子乗ってるでしょう？』

「いや、全然！」

　まあ、ぶっちゃけそうだけどね！

『……丑うしの刻に気をつけなさい』

　なにその斬ざん新しんな脅おどし。夜道に気をつけろ、みたいな感じで言わないでよ。

　丑の刻参り宣言をされて戦せん々せん恐きよう々きようとする僕だったが、

『ふん。あんたなんか、夜中の二時に怖くて眠ねむれなくって、生活リズムが不規則になればいいわ！』

　桔梗院さんの狙ねらいは予想以上にしょぼかった。

　長期休きゆう暇かのせいですでに生活リズムは崩くずれまくってるんだけどね。栗くり栖すちゃんと同居を始めて、だいぶまともになったけれど。

　やっぱり桔梗院さんって、強がってるけど本当は優やさしい子なんだよなあ、と僕が感かん慨がい深ぶかく思っていると、電話口の向こうから『おい、柚希』と、桔梗院さんを呼ぶ玉ちゃんの声が聞こえた。

『あ、玉音様。どうでしたか？』

　それから、桔梗院さんは僕を放置して玉ちゃんと会話を始めた。『盗られたのは核かくとなる――じゃった』『これは一いつ般ぱん人じんの仕し業わざ――ない』『残っていた力を分ぶん析せきし――敵は――』『よくも我わが母の骸むくろを――』『玉たま藻もの前まえの一匹ぴきむす――容よう赦しやはせ――』という玉ちゃんの声が断だん片ぺん的てきに聞き取れたが、何の話をしているのかまではわからなかった。

　ただ――その声こわ音ねは凄すさまじい怒ど気きを孕はらんでいた。溢あふれそうな怒いかりを必死に抑おさえ、無理やり冷静な口調を保っているように感じる。

　とても九歳さいの幼女の声とは思えない。

　まるで妖怪が放つような――禍まが々まがしい声であった。

『ねえ、悪いけど切るわよ。予定ができたからね』

「わかった。ところで、こっちにはいつ帰ってくるの？」

『今日中に帰るわ』

「日帰りなの？」

『目的の奴やつが、どうやらそっちにいるみたいだからね。んじゃ』

　あっさりと電話が切られた。

　携けい帯たいをポケットにしまい、辺りを見み渡わたす。

　僕がいるのは、日本家屋の庭だった。

　最近ではめっきり見なくなった瓦かわら屋や根ね。少し狭せまいが雰ふん囲い気きのある庭。水道の近くには、水を巻くための桶おけと杓しやくが置いてあった。

　築五十年は優に越こえていそうな、やや古びた一いつ軒けん家やである。

　電話のために外に出ていた僕は、縁えん側がわから家の中に戻もどる。

　座ざ敷しきでは、信のぶ子こさんと栗栖ちゃんが向い合って正座していた。年季の入った畳たたみの上に座ざ布ぶ団とんを置き、その上で花札に興じている。

　そう、ここは信子さんの家である。栗栖ちゃんから再び誘さそわれて、本日は一緒にお邪じや魔ますることにした。

　僕は真剣な顔をしている二人の脇わきに座すわり、勝負を見守る。

　今やっているのは『こいこい』という、二人でやる遊びらしい。

　栗栖ちゃんは先日訪れた際に一通りルールを覚えたそうだが、僕の方は花札の遊び方をまるで知らなかった。

　だから見てても正直楽しくない。あまりに退たい屈くつだったので、外に出て桔梗院さんと電話したりしてみたのだ。

　ありとあらゆる現代カードゲームをやり込んだ僕だが、花札はノータッチである。

　なんだかなあ。

　小学校のとき、男子がカードゲームに興じている姿を見ていた女子って、もしかしたらこういう気持ちだったのだろうか。あるいは――クライマックスに電脳世界で花札をやる某ぼう夏なつの映画を見たときのような気分である。

　なにやってるかわからないけれど、なんか白熱してるっぽい。

　そんなことを考えている内に、二人の勝負は終わった。

「どっちが勝ったの、紅く莉り亜あちゃん？」

　勝敗がわからなかったので尋たずねてみる。

「完敗でしたよ――お兄ちゃん」

　栗栖ちゃんは、そう答えた。

　お互たがい、呼び方が変わっていた。

　なんでこんなことになっているかと言うと、話は昨日の夜に遡さかのぼる。







　お風ふ呂ろ上がりの栗栖ちゃんの、ほんのりと赤くなったほっぺを眺ながめながら、触りたいなー、ぷにぷにしたいなー、と考えていたとき、

「……というわけです。お願いします」

　栗栖ちゃんはソファに座っていた僕の隣となりに座り、ぺこりと頭を下げた。

「あ、ごめん。全然聞いてなかったからもっかい言って」

　正直に言うと、栗栖ちゃんはがっくりと肩かたを落とした。

「もうっ！　ちゃんと聞いててくださいよっ」

「ごめんごめん。ちょっと昨今の年金問題について考えててさ」

　適当に誤ご魔ま化かし、そしてキリッとした表情を作る。

「それで、なんの話？」

「信子さんの前では、私を、籠かご島しま先せん輩ぱいの妹だということにしてください」

　栗栖ちゃんは、やけに真剣な表情で言った。

「どうして？」

「その、こないだ行ったとき、うっかり今一緒に住んでるって口を滑すべらせてしまって……そこから、なんとなく兄妹って説明してしまったんです」

「あー、なるほどね。そりゃ、兄妹でもないのに年とし頃ごろの男女が一緒に暮らしてたらおかしいもんね。かと言って、状じよう況きようを説明するのは難しいし……」

「そうです」

「栗栖ちゃんの露ろ出しゆつ趣しゆ味みから説明しなきゃだもんね」

「そう……です」

　自分の感情を押し殺ころすように頷く栗栖ちゃん。

「だから、私のことは名前で呼んで欲ほしいです――栗栖とは、呼ばないでください」

「…………」

　そういうことか。

　結局、そこが狙いというわけか。口を滑らせたという話がどこまで本当かわからないが、一番の目的は、信子さんの前で――僕に『栗栖ちゃん』と呼ばせないためなのだ。

　自分の名字を隠かくすために。

　自分の正体を隠すために。

　女子のことを名前で呼ぶというのはそれなりのイベントだと思っていたのに――まさかこんな形になってしまうなんて。

「うん。わかったよ」

　僕はなにも聞き返さずに彼かの女じよの頼たのみを引き受けた。

「じゃ、ちょっと練習してみよっか。えっと……く、紅莉亜ちゃん」

「はい」

「……はは、なんか恥はずかしいね」

「あはは……そうですね」

　二人で照れ笑いを浮かべる。なんとも言えない、気き恥はずかしい気分だ。

「それじゃ、次は、栗栖ちゃ――じゃなくて、紅莉亜ちゃんの番だよ」

「は、はいっ」

　栗栖ちゃんはすーはー、と深呼吸をし、それから僕ぼくを見上げた。




「お兄ちゃん……」




「…………」

　おおう、そうか。

　兄妹設定だから、そうなるのか。

　やばい、不意打ちを喰くらった。

　風呂上がり、火ほ照てった顔、濡ぬれた髪かみ、ぶかぶかの服。覗のぞき込むような上うわ目め遣づかい。

　そして――お兄ちゃん。

　彼女を構成するありとあらゆる要素が、僕を攻こう撃げきしてくる……！

「お、お兄ちゃん、どうしたんですか？」

「いや……なんでもない。ちょっと、無む性しように全身がくすぐったくなっただけ……」

「はあ」

「……よし。紅莉亜ちゃん。他ほかのパターンも試ためしてみようか」

「他のパターン、ですか？」
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「そう。何事も決めつけてかかるのはよくないからね。試し行こう錯さく誤ごを重ねた上で、最もふさわしいものを選ぶのが一番だと思うんだ」

「なるほど」

「さあ、じゃあ他の呼び方もやってみよう！」

　栗栖ちゃんは少し考えるようにして、それから顔を上げる。

「お兄さん」

「悪くないけど、よくもない……」

「お兄様」

「うーん。微び妙みよう」

「兄者」

「それはない」

「兄あんちゃん」

「……おお、いいね。なかなかいいね」

「にぃにぃ」

「ぐっは」

　ハートを撃うちぬかれた。

　いい。いいぞ、にぃにぃ！

　……いや待て、やっぱりシンプルなお兄ちゃんが一番な気もするぞ。

「よし紅莉亜ちゃん。お兄ちゃんとにぃにぃの二つに絞しぼって考えてみよう」

「……はい。あ、あの、別にそこまで本気で考えなくても……」

「何を言う。そんな手て抜ぬきは、完かん璧ぺき主義者である僕にはできないな」

「……先せん輩ぱいを完璧主義者だと思ったことは一度もないのですが」

「ほら。先輩じゃないでしょ」

「う……。お、お兄ちゃん？」

「もしくは？」

「にぃにぃ……？」

　グッド。僕は親指を立てて、栗栖ちゃんを賞賛した。

　さあ、どっちにするかたっぷりと時間をかけて考えるとしよう。

　夜はまだまだ長いからね。







　回想終しゆう了りよう。

　考えに考え抜ぬいた結果、やはりシンプルに『お兄ちゃん』となった。

　……最初はそこそこシリアスな会話をしていたと思うんだけど、なんでこんなことになってしまったんだろう。

　まあ、とにかくそういうわけで。

　これからしばらくの間、栗栖ちゃんの呼こ称しようは『紅莉亜ちゃん』となり、僕の呼称は『お兄ちゃん』となった。

「信子さんには、全然敵かなわなかったです。まだまだ下手っぴですね」

　悔くやしそうに、だけどどこか楽しそうに笑う栗栖ちゃん。それを見て、信子さんもまた嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「お嬢じようちゃんはまだまだ自分の手役しか見てないから弱いんだよ。『こいこい』は麻雀まーじやんと同じで、自分の手だけ見てちゃ駄だ目めなんだ」

「う……。私、麻雀はよくわからないので、たとえられても……。お兄ちゃんは、麻雀できますか？」

「いや、僕もできない。ドンジャラしかやったことないよ」

「なんだい。最近の子供は、家族麻雀したりしないのかい？　麻雀や花札なんて親から教わるもんだろう？」

　僕と栗栖ちゃんは、二人で合わせて首を横に振ふる。

　信子さんも「やれやれ」と首を振り、深々と息を吐はいた。

　昨今、麻雀や花札のような賭と博ばく性の強いゲームは、イメージが悪いせいか若者の間では廃すたれ気ぎ味みな気がする。

　麻雀はまだ漫まん画がやアニメが流行はやったりしているけれど、花札なんて最近じゃ『シカトの語源は花札の十月の札描えがかれている鹿しかがそっぽを向いていることから、鹿に十でシカトになった』という雑学をたまにテレビで見るくらいだ。

「うちなんか、正月は毎年こたつで家族麻雀やってたけどね。爺じいさんと徹とおると加か奈な子この四人で紅白見ながら卓たくを囲んだもんさ」

　もっとも、と、お婆ばあさんは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「徹がいなくなってからは、ぱったりとやめちまったけどね」

　ふと、座敷の空気が重くなる。

　麻雀は四人でやる卓たく上じよう遊ゆう戯ぎ。

　三人では――できない。

　家族が一人欠けては、ゲームが成立しない。

「まあ、代わりにサンマーやってたんだけどさ。でも、私はやっぱり四人でやる普ふ通つうの麻雀の方が好きでねえ」

　話によると、三人でやる麻雀のことをサンマーというらしい。世の中にはサンマー専門店の雀じやん荘そうまであるそうだ。

「…………」

　三人でできるのかよ。

　ゲーム成立しちゃうのかよ。

　……知ったかぶって上う手まい表現をしようとするんじゃなかったなー。

「さて。それじゃ、次はお兄ちゃんに花札を教えてやるよ」

　言いながら、信子さんは札を配り始めた。

「え……。僕はいいですよ。ルールまだ覚えてないですし」

「ルールってのはやりながら覚えるんだよ。人生だってそうだろ？　社会のルールは生きながら覚えるもんさ」

　受けざるを得ない空気だったので、僕はやむなく勝負を受けた。

「じゃあ、私、お茶でも淹いれてきますね」

「ああ、ありがとうよ。場所は覚えてるかい？」

「はい」

　元気よく頷うなずいて、栗栖ちゃんは茶の間から出ていった。

　僕は配られた八枚を手に取り、そして頭の中でルールを回想する。

　まず、札は全部で四十八枚。

　四十八枚の札には、一年十二ヶか月げつの花（松、梅、桜、藤ふじ、菖しよう蒲ぶ、牡ぼ丹たん、萩はぎ、芒すすき、菊きく、紅葉、柳やなぎ、桐きりの十二種類）が、四枚ずつ描かれている。同じ月の札は四枚が全く同じというわけではなく、猪いのししや鹿がいたり赤や紫むらさきの短冊があったりとバリエーションがあり、しかも絵え柄がらによって点数が変わる。

『こいこい』は役作りをするゲームなので、まずは役を覚える必要があり、そしてその役が十種類以上ある。五ご光こうとか、猪いの鹿しか蝶ちようとか、花見で一杯ぱいとか……。

「…………」

　ややこしすぎるだろ、このゲーム！

　遊ぶために覚えることが多すぎる。こう言っちゃなんだけど、この複雑さだったら廃れるのもしょうがないと思う。

　最近のゲームって簡単に始められるのが多いからなあ。その代わり、一度ハマると膨ぼう大だいな時間とお金を消費するものが多いけど。

「……あのお嬢ちゃんは、いい子だねえ」

　と。

　僕がルールを必死になって思い出だしていると、信子さんがしみじみと言った。

「素す直なおで気が利きいて、その上顔も悪くない。ありゃ将来はいいお嫁よめさんになるよ」

　激しく同意。すごい勢いで頷いた。

「自じ慢まんの妹です」

　すると、信子さんは不意に目を細めた。

「……ただ、あの子、なんか無理してるように見えるねえ」

「無理、ですか？」

「いい子ぶってる、とはまた違ちがうね。なんだろうね……無理して完璧な自分を演じているってところなのかねえ」

「…………」

　激しく同意。だけれど、今度は勢いよくは頷けなかった。

　信子さんも、栗栖ちゃんについて思うところがあったらしい。さすがは肉親、というところなのだろうか。

「ま、私みたいに年取って性格がひん曲がると、ついついこういう勘かんぐりしちまうんだけどね。性格がいい子見つけると、なにか裏があるに違いないって思っちまうんだよ」

　信子さんは皮肉げに笑った。僕は、栗栖ちゃんが出ていった辺りを眺めながら、ふと言葉を漏らす。

「……この家、けっこう大きいですね」

　二階はないが、それでも十分に広い、日本家屋の一軒家。使っていない部屋がいくつもあるようだ。

　一人で暮らすための家ではない。

　家族と暮らすための家だ。

「へんっ。そんな気を遣つかってもらわなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。一人だろうと、私は楽しく生きてるさ」

　だいぶ遠回しに言ったつもりだったが、信子さんには筒つつ抜ぬけだったようだ。

　うーむ、さりげない気き遣づかいというのも難しい。

「週に二、三回は雀荘で打ってるしね」

「……雀荘に通ってるんですか？」

「国が頼たよりないからねえ。金は自分の手で稼かせがないといけないのさ」

　なんというギャンブラー魂だましい。

　たくましいにも程ほどがある。

「パチンコにもよく行くよ。あそこは祭りみたいに賑にぎやかでいいねえ。こないだなんか、隣にいた大学生の兄ちゃんと仲良くなったりしたもんさ」

「アクティブですね……」

　本当に元気なお婆ちゃんである。

　そして、ファミコンやロクヨンを否定しときながらパチンコはいいのか……。

　まあ、きっとこういう柔じゆう軟なん性せいが元気の秘ひ訣けつなのだろう。

「パチンコと言えば、最近はあれが熱いね。えっと、なんだっけね、あの、紫むらさき色いろのひょろっとしたロボット……？」

「…………」

　信子、それロボやない、汎はん用よう人型決戦兵器や！

　そんな風にキレのあるツッコミを入れようかと思ったが、

「ほら、いつまでしゃべってんだよ。お兄ちゃんが先せん攻こうなんだから、早くしな」

　と、急せかされてしまったので、突っ込まずに花札を続行する。

　改めて、自分の手札を眺める。

　……ん？

「あの、信子さん」

「なんだい？」

「これって、どうすればいいんでしたっけ？」

　そう言いながら、格好悪くも自分の手札を晒さらす。自分の手札を晒すという行こう為いは海馬社長なら屈くつ辱じよくに震ふるえるところかもしれないが、僕は海馬社長じゃないので問題ない。

　配られた手札には、同じ月の札が二枚ずつ四組あった。

　その手札を見て、信子さんは目を見開いた。

「こりゃ『くっつき』じゃないか」

「くっつき？」

「配られた手札で役になる、特とく殊しゆな役だよ。『こいこい』には手札に来た瞬しゆん間かんにあがりになる役もあるのさ」

「えっと……それは、つまり――」

「麻雀でいう天てん和ほうみたいなもんさ」

「遊ゆう戯ぎ王おうでいうエクゾディアみたいなもんですね」

「……？」

「……？」

　お互いがお互いのたとえに首を捻ひねった。

　天和ってなんだろ？　すごい役なのかな？

「とにかく、この勝負はお兄ちゃんの勝ちだよ」

　僕の勝ちらしかった。

　うーん。ルールがよくわかってないから、なんの達成感もないな。

　なにが楽しいのか全くわからないまま終わってしまった。

「くくっ、あはははっ」

　僕が喜ぶに喜べないでいると、信子さんは堪たえ切れんとばかりに笑った。

「始めてやった『こいこい』で、いきなり『くっつき』ができるとはねえ……」

　真まっ直すぐ僕を見て、楽しそうに言う。

「あんた、将来きっと大物になるよ」







　栗栖ちゃんの用事が終わったので、今度は僕の用事。

　本日も、ギリエルくんとデュエルをすることになっている。

「本当について来るの、紅莉亜ちゃん？」

　隣を歩く栗栖ちゃんに尋ねる。

「先帰っててもいいんだよ。合あい鍵かぎ、持ってるよね？」

「いえ。せっかくなので、私もそのデュエルとやらを見てみようかと」

「ほほう」

「お兄ちゃんからも、遊びを教えてもらいたいですからね」

　信子さんの前でボロが出ないようにと、同居中はお互いの呼び名を変へん更こうしたままにしようと提案してある。

　断じて僕の趣しゆ味みではない。断じて。

「んじゃま、頑がん張ばってかっこいいところ見せちゃおうかな」

「頑張ってくださいね、お兄ちゃん」

　朝日公園に到とう着ちやくする。

　しかし、辺りには人っ子一人いなかった。

「あれ。まだ来てないのかな？」

　二人でぶらぶらと公園内を歩き回るが、黒いマントの子供は見つからなかった。

　いつも（と言ってもまだ二回だけれど）デュエルを行っていたテーブルセットに向かうも、そこには誰だれもいない。

　一枚の白い紙だけがあった。風で飛ばされないように、石で固定されている。

　手にとって眺ながめてみると、走り書きしたような筆ひつ跡せきで、




『カゴシマへ

　狐きつねと呪まじない師の相手をしなくてはならなくなったので、今日のデュエルは中止だ。

　だが、勝ち逃にげは許さん。

　明日の同時刻に、再びこの場所で』




　と、書かれていた。

　文章の最後には、この世界の文字とは思えない変てこな文字で、ごちゃごちゃっとなにかが書かれてあった。文末に書かれていることからギリエルくんのサインと推測されるが、しかしどこの国の文字かわからない。

　たぶん適当に書いただけだろう。まったく子供なんだから。

「お兄ちゃん、それって……？」

「うん。僕への手紙だったみたい。今日は来られないってさ」

　しかし、ギリエルくんもずいぶんと回りくどい言い訳を考えるもんだ。

　狐と呪い師って。

　もう少しマシな言い訳があるだろうに。

「そうですか。残念でしたね」

「まあ、しょうがないよ」

　公園にいてもやることがないので、僕らは家路についた。







「帰れなくなった？」

　旅行に行っている織おり野のさんから電話がかかってきたのは、栗栖ちゃんがお風ふ呂ろに入っているときだった。

　リビングでごろごろとしていた僕は、思わず聞き返してしまう。

「帰れなくなったってどういうこと、織野さん？」

『うーんと、話すと長くなるし、それに私もよくわかんないんだけど――なんか、「門ゲート」が閉へい鎖さされちゃったみたいで……』

「ゲート？」

『あ、その……「門ゲート」っていうのは……ただの比ひ喩ゆ表現で、えっと、なんかストライキみたいなのが起こって交通機関がゴタゴタしてて、帰れなくなっちゃったの』

「それは災難だね」

　日本ではあまりないが、海外ではストライキというのは割とあるらしい。

　たとえばイタリアでは『ショーペロ』と呼ばれるストライキがよく起こり、悪い意味で名物となっているそうだ。この『ショーペロ』が起こると、電車からなにから止まってしまって、どこにも行けなくなってしまうと聞く。

　おそらく映画サークル御ご一いつ行こうがいる国でも、同じようなストが起きているのだろう。

「具体的には、どういうストなの？」

『私も、又また聞ぎきしただけだからよくわかってないんだけど……なんか、今、この国の大物が外に出てるんだけど、その人が問題を起こしたらしくて……』

「ふむ」

『こっちの人が、悪あく魔まの子がどうとか、石がどうとか話してるのがちょっと耳に入ったぐらいで、まだあんまり情報が集まってないから……』

「ふむふむ」

　僕は言う。

「よくわかんないね」

『うん……よくわかんない。どうしよう……』

　織野さんはなんとも頼りない声で言った。

　ストライキぐらいで少々追い込まれすぎでは、と思うが、見知らぬ土地では、誰だって気が小さくなるものだ。

　まるでどこか別の世界に取り残されてしまったかのように不安そうな態度になってしまうのも、無理のないことだろう。

「斎さい条じようくんはどうしてるの？　一応、あの子が幹事なんでしょ？」

『それが……』

　織野さんはとても言いにくそうに言う。

『斎条くんは、いなくなっちゃって……』

「いなくなった？」

『……うん。私達メンバーを置いて、どこかに行っちゃった……。なにを考えてるのかわかんないけど――斎条くん、追い込まれたみたいな眼めをしてた……』

「…………」

　斎条睦む月つき、行方ゆくえ不明。

　異国の地で、子供が一人行方不明。

　本来なら心配するべき状じよう況きようなのかもしれないけれど、

「やっぱりあの年の子供に旅行の幹事は無理だったかー」

　と、僕ぼくはぼやいた。

　まったく。散々偉えらそうなこと言ってた割りに、結局ぐだぐだになってるようだ。ちょっとイレギュラーな事態が起こると投げ出しちゃうタイプだったんだなあ。

『……ちょっと違うと思うけど……うん、もうそれでいいわ』

　織野さんはそう言って、諦あきらめたように息を吐く。

『とにかく。今は残ったメンバーで手分けして帰る方法探してるんだけど、いったいいつ帰れるかわからないから……。だから、籠島くんには報告しとこうと思って』

「うん？」

『もしかしたら、二学期にも間に合わないかもしれないから……』

「え、本当に？」

　二学期までは、まだ一週間以上あるぞ。

　それまで帰って来られないだなんて、いくらストライキとは言え、さすがに長引きすぎじゃないのか。

『あ、でも、本当にもしかしたら、だから。万が一帰れなかったら、始業式でのクラスの仕事、全部籠島くんに押おし付つけちゃうことになっちゃうから、ごめんねっていう、念のための電話』

　真ま面じ目めな織野さんらしい気遣いだった。

　我わがクラスの委員長――織野栞しおり。副委員長――籠島諦あきら。

　そういや僕って副委員長だったな。夏休みに入ったせいか、すっかり忘れてた。

　漫画などでいう、初期の設定を聞かされたような気分である。

「うん。わかったよ。わざわざありがとう」

『いえいえ』

　僕はそこで、ふと思い出して言う。

「そういえば――創始者には会えたの？」

　今回の旅行の目的は――核かくは、そこだと聞いている。

『……籠島くん、どうしてそのこと知ってるの？』

　怪け訝げんそうな声で問う織野さん。

「斎条くんに聞いたんだよ。旅行先に、映画サークルの創始者がいるってさ。みんなでその人に会いに行ったんでしょ？」

『斎条くんが……？　そっか、そこまでは籠島くんに話してるんだ……』

　織野さんは一人で納なつ得とくするように呟つぶやき、そして言葉を続ける。

『その人には、まだ会えてない。みんなでいろいろと頑張ってみたんだけどね』

「残念だったね」

　斎条くんのサプライズは、どうやら未完で終わってしまったようだ。

『ん、あれ……？』

「どうしたの」

『ちょっと待って……それだったら、もしかして斎条くんが私達を置いていなくなったのは――』

　と。

　そんな風に、織野さんが核心に迫せまりそうなことを言い始めた瞬間だった。




「お兄ちゃーん、お風呂空きましたよー」




　お風呂から上がった栗栖ちゃんの声が、リビングまで響ひびいて来た。

　声はデカい。

　ドライヤーの音も聞こえるから、別の部屋で髪かみを乾かわかしているのだろう。ドライヤーに負けないように声を張っているらしいが、とにかくデカい。

　電話の向こうに聞こえるほどに。

『…………』

　沈ちん黙もくが聞こえてきた。沈黙なんて聞こえるはずがないのに、直感でわかった。織野さんは今、真顔で沈黙していることだろう。

　まずい。

　これはまずい！

『か、籠島、くん……？　い、今のは、なにかな？　かわいい女の子の声が聞こえたんだけど……？』

「えっと、その……」

『お兄ちゃん？　お風呂？』

　クリティカルなワードだけをピンポイントで聞き取っている織野さんだった。

「や、やだなー、織野さん。お兄ちゃんって呼ぶのは、妹に決まって――」

『籠島くんって一人っ子よね』

　なんでそんなどうでもいいことを。

「えっと……これはあれだよ、あれあれ」

『あれって？』

　責め立てるように訊きいてくる。平へい坦たんな声が逆に怖こわい。

「その……夏休みの間だけ、親しん戚せきの子供を預かってるんだよ！」

『親戚の子供？』

「そうそう！　お父さんの妹の夫の祖父の叔母おばの従兄弟いとこの姪めいの甥おいの娘むすめに当たる遠い遠い親戚の子なんだよ！」

『籠島くんのお父さんの妹の夫の祖父の叔母の従兄弟の姪の甥の娘だったら、籠島くんより年下になる確率はかなり低いと思うんだけど？』

　計算された!?

　そうだ、織野さんって馬ば鹿かみたいに計算速いんだった！

　まるで特殊な訓練を受けてる超能力者みたいに！

　これも初期の設定！

「そ、そこはまあ、年の差婚こんとか、離婚再婚とかいろいろあったんだよ」

『ふーん』

「で、とにかくその子を預かることになってるってわけ。まあまあ、年が離はなれた親戚の子供だから、織野さんが想像しているようないかがわしいことはなにも――」

『いかがわしいことなんか想像してないっ！　ていうか、なんで私っていつもいつもそう思われるの!?』

　いや、だって織野さん、ムッツリじゃん。

　コン部の共通認にん識しきである。

『ふん。まあ、別にいいんだけどね。籠島くんが親戚の子となにしようと私には関係ないしー』

　わかりやすく拗すねたように言う。

「うん、とにかくそういうわけだから」

　ほっと息を吐つく。

　栗栖ちゃんの件については、様々な事情が複雑に絡からみ合あっていて、もはや説明は困難である。

　だからこうやって隠かくしておくのが一番だろう。

　あー、でもよかった。なんとか誤ご魔ま化かせ――




「ふふっ。でも、籠島先せん輩ぱいのことお兄ちゃんって呼ぶのって、やっぱりまだ変な感じがしますねー。あ、べ、別に嫌いやってわけじゃないですからっ」




　……………。

　栗栖ちゃん。かわいいかわいい栗栖ちゃん。

　僕、初めてきみに暴言を吐はくよ。

　馬鹿じゃねえの？

『か、かか、籠島くん……？』

　織野さんの声はガタガタと震えている。驚きよう愕がく、焦しよう燥そう、憤ふん怒ぬ、様々な感情が電話越ごしでもガンガン伝わってきた。

『今の声、栗栖ちゃんよね？』

「い、いや……」

『栗栖ちゃんにお兄ちゃんって呼ばせて、なにしてるの？　しかも、お風呂って……』

「ち、違ちがうんだ！　紅莉亜ちゃんが、僕をお兄ちゃんって呼ぶのには、深いわけが――」

『紅莉亜ちゃん……？』

　あ、やべ。

『いつの間に栗栖ちゃんのこと名前で呼ぶようになったの!?』

　しまった。信子さんの前でボロを出ださないようにと、クセをつけていたことが、今、完全に裏目に出た。

『……わ、私、まだ、名前で呼ばれたこと……あ、一回あったか……いや、でもあれは、ノーカンのような……』

　一人でブツブツと言う織野さん。

　織野さんを名前で呼んだことなんてあっただろうか。妹のオシリちゃんのことなら、なぜか一回、栞と呼んだことがあるけど。

『とにかく籠島くん、どういう状況か説明して』

　有う無むを言わせぬ口調に、僕がだらだらと冷ひや汗あせをかいていると、




「お兄ちゃんと一いつ緒しよに寝ね泊とまりするのも、だいぶ慣れてきました。ふふふ、でも、本当に、け、結けつ婚こんしたみたいですよねっ」




　……もう嫌いやだ。

　栗栖ちゃんをからかいまくった罰ばつが、今まとめて僕にのしかかってるんだろうか。

　分ぶん割かつ払ばらいにできませんかね、神様？

『かご――』

「織野さん！　そろそろ電話切んないと料金が大変なことになるよ！　国際通話ってすごいお金かかるからね！　じゃあいろいろと大変だと思うけど頑張って！　お土産みやげよろしくぅっ！」

　一方的に電話を切った。ついでに電源も切った。

　もう知ーらない。

　必殺、問題の先送り。

「あれ、お兄ちゃん、もしかして電話中でしたか？」

　ようやくリビングにやってきた栗栖ちゃんが、きょとんとして言った。

　実に、無む邪じや気きな表情である。

「うん。まあね」

「そうだったんですか。うるさくしてすいませんでした」

「うん。ほんとにね……」





◇　◇　◇






「やれやれ。相変わらずアキラの周りは楽しそうだね。でも織野栞さん。そんな風に想像をたくましくして心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。ヘタレなアキラはきっとなにもしてやしないさ」

「――っ！」

「しかし、今回も今回でよくわからない話になってるなあ。まあ、どうせアキラ本人はのほほんとした心構えでいるんだろうけど。籠島諦は、歯のついてないツルツルの歯車みたいなものだ。物語の中心にいようとも誰とも噛かみ合うことはない。それ故ゆえに、あいつの周りでは物語が稼か働どうせずに空転する」

「き、きみは――」

「こうして顔を合わせるのは、これが二回目だね。でも、前は邪じや魔まが入ったせいでゆっくり話せなかったから、ほとんど初対面と変わらないかな」

「籠島くんの……友達の」

「そう。アキラの幼おさな馴な染じみだよ。僕の名前、覚えてる？」

「篠しの瀬せ戒かいくん、よね」

「正解。覚えていてくれて嬉うれしいよ。僕の方も、きみの名前はしっかりと記き憶おくしている。織野栞さんだ」

「……正解」

「織野栞、か。いい名前だね。いったい誰がつけた名前なんだい？」

「……お母さんがつけてくれたって聞いてるわ」

「嘘うそつき」

「……っ」

「なんてね。冗じよう談だんだよ。適当に言ってみただけだ。だから――そんなに怯おびえないでくれよ。化け物に会ったみたいな顔されると少し傷つくぜ？」

「……篠瀬くん、どうして、きみがこんなところにいるの？」

「いたら悪いのかい？」

「だって、ここは――」

「どうでもいいだろう、そんなこと。今なによりも重要なのは、どうやって元の世界に帰き還かんするかだ。きみだって、こちらの世界に閉じ込められたままじゃ困るだろう」

「…………」

「僕がきみを帰してあげようか？」

「っ！　なにか知ってるの!?」

「簡単なことだよ。きみにとっては残ざん酷こくなほどに簡単なことだ」

「どういう、意味……？」

「織野さん。なにも言わず、ただ僕について来てくれないかな？」
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「…………」

「警けい戒かいする気持ちはわかる。でも、信じて欲ほしい。アキラの友達である僕のことを――そして、僕を信じているアキラのことを」

「……わかった」

「よかった。ありがとう」

「本当に……本当に、帰る方法を知ってるの？」

「ああ。本当だ」

「嘘じゃない？」

「神に誓ちかって」





◇　◇　◇









四章　箱庭計画×黄よ泉み帰り×高嶺の花ハイエンドフラワー







　翌日、僕はある人物に呼び出された。

　午前九時五十分。待ち合わせ場所である駅前にある噴ふん水すいで、約束の時間より十分早く到とう着ちやくして待っていた。

　しかし、残り二週間、なにをしようかと思っていた夏休みだが、思ったよりも予定が入っちゃった感じだな。

　栗くり栖すちゃんの急きゆう襲しゆうに始まり、いろいろと立て込んでいる。

　たとえば今日も、無む駄だに予定がびっちりだ。午後にはギリエルくんとの再戦の約束があるため、一いつ旦たん家に帰ってからカードを持って朝日公園に向かわねばならない。

　最初っからカードを持ってくればいいだろ、という話なんだが――しかし、これから会う人のことを考えると、大量のカードが入ったバッグは持ち歩かずに、軽装のままでいたかった。

「籠かご島しま！」

　と。

　遠くから声がした。人ごみでも目を引く容よう貌ぼうをした彼かの女じよは、僕に気づくと駆かけ足あしでやってくる。

　薄うすい水色のキャミソールと、かなり短いデニムの短パン。最近わかったのだが、この人は制服以外ではスカートを穿はかない主義のようだ。しかしそれはファッションに無む頓とん着ちやくという意味ではない。スタイルのいい彼女は、パンツを活いかした着こなしがよく似合う。

　待ち合わせの相手は――神かぐ楽ら井い先せん輩ぱいだ。

「待たせてしまったか。こっちから誘さそっておいたのに悪かったな」

　僕も今来たところですよ、と、待ち合わせの定型句を述べるつもりだったが、僕は神楽井先輩の姿を見て、絶句してしまった。

　具体的には、神楽井先輩の髪。

　腰こしまであった艶つややかな髪が、肩かたまでの長さに切られていた。

「ど、ど、どうしたんですか、その髪……？」

「ん？　おお、気づいたか。世間では女の髪かみ型がたの変化に気づかない男も多いというのに、なかなかやるじゃないか」

「いや、そんだけ短くしたら、さすがに気づきますって」

　確実に五十センチは短くなっている。

　ずいぶんとばっさり切ったものだ。

「まあ、イメチェンだよ、イメチェン。どうだ、似合ってるか？」

　髪をかき上げながら言う神楽井先輩。僕はこくりと頷うなずく。

　ロングヘアーも似合っていたが、今の肩に掛かかるくらいのセミショートもなかなか様になっていた。

「けど、なんかもったいない気がしますね。あんなに長く伸のばしてたのに……。未練とか、ないんですか？」

「未練、未練か……」

　神楽井先輩は、困ったような笑えみを浮うかべた。

「ないと言えば嘘になる。もう決めたはずなのに、どうしても――後うしろ髪がみを引かれる思いはあるな……」

　囁ささやくようなその声には、悲しい響きが滲にじんでいた。

　……そして口元が若じやつ干かんにやついていた。「うわ、今上う手まいこと言ったな、私」って考えている笑みだな、絶対。

「いつ実家から帰ってきたんですか？」

「昨日だ。それですぐ、お前に連れん絡らくした」

「へえ。ずいぶんと急ですね。なにか急用でもあったんですか？」

「いや、特になにもないぞ」

　神楽井先輩は、しれっと言った。

「お前が昨日電話で、今日は午前中暇ひまだと言っていたから、じゃあ会うか、と思っただけだ。なにか問題あるか？」

「いや……問題はないですけど」

「それとも、なにか？」

　にんまりと微笑ほほえみ、そして茶ちや化かすように言う。

「用事がなかったら、呼び出しちゃ駄だ目めなのか？」

「…………」

　おおう。ドキッとした。

　斎さい条じようくんに言われてもイラッとくるだけだったが、神楽井先輩になら言われても構わない。ていうか、どんどん言って欲しい。

「強しいて言うなら、新しい髪型を見せたかったってところだな」

「なるほど」
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「……残された時間だけ、こうやって遊ぶぐらいは、構わないよな……」

　自分に言い聞かせるように呟いた神楽井先輩に、僕ぼくは思わず聞き返す。

「残された時間？　夏休みのことですか？」

「ん？　ははっ。ああ、もちろんそうだ」

　神楽井先輩は小さく笑い、

「さあ、行こうか。ほら」

　と、僕に手を差し出した。

　少し照れくさかったが、僕は黙だまってその手を握にぎる。別に、手を握っていなければはぐれてしまうというほどの人ごみではなかったが、僕らは手を繋つないで歩いた。







　それから二人でなにをしたかというと、ただ買い物をしただけであった。

　ただの買い物だろうと立派なデートだと言えるのかもしれないが、実際は漫まん画がやゲームを買っただけなので、あんまりデートっぽい感じはしない。

　文字通り、先せん輩ぱいに買い物に付き合わされた気分である。

　買い物が終わり、僕らは昼食のために近くのファミレスに入った。昔なにかの本で『デートでファミレスはありえない』という女子の意見を見た気がするが、しかしファミレスがいいと言ったのは、神楽井先輩である。

　買い物のしすぎでお金がないらしい。

「あー、楽しかったなあ」

　昼時で混雑した店内。隅すみっこの四人がけの席に座すわると、神楽井先輩は笑え顔がおで言った。

「悪かったな、荷物を持ってもらって」

「構いませんよ」

　と言って、僕は足元の、大量の紙かみ袋ぶくろに目を落とす。

　中に入っているのは……山ほどのギャルゲー（エロゲーを含ふくむ）である。全年ねん齢れい向けの漫画や小説も買ったが、ほとんどは年齢制限付きのアイテムだ。

　僕がカードを持たずに軽装で来た理由はこれだ。きっと神楽井先輩の荷物持ちをすることになるんだろうな、と予測していたからである。

　この手のゲームは箱がやたらとデカい。中身は小さいから重みはないのだが、やたらとかさばってしまうのだ。

「どうして、こういうのって箱が大きいんですかね？」

　ちょっと訊いてみた。

「ん？　話すと長くなるが、それでも聞くか」

「……いえ」

　神楽井先輩の目がマジだったので、たまらず断った。

　今の目は、好きな物を語り出すと止まらなくなる人の目だ。このまま話を聞けば、ゲーム業界の歴史から紐ひも解といて長時間語り尽つくすこと確実だろう。

「とにかく、今日はありがとうな。お前と買い物ができて楽しかったぞ」

　にっこりと微笑んで嬉しいことを言ってくれるが、僕は正直、買い物を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。

　だってこの人、普ふ通つうにアダルトコーナー行くんだもん。

　背筋伸ばして、威い風ふう堂どう々どうと闊かつ歩ぽするんだもん。

　……なんで異性の後こう輩はいと一緒にこういうの買いにいけるんだろうなあ。

　まるで住む時代が違うかのように、価値観の違いを感じる。

　まあ、それでも、神楽井先輩の笑顔が見られたから、付き合ってよかったかなと思うけれど。

　と。

　そこで、ふと視線を感じた。

　誰だれかと思えば――誰でもなかった。

　人間ではなく、ぬいぐるみの視線である。神楽井先輩の鞄かばんからひょっこりと顔を出したぬいぐるみが、ジトーっとこっちを見ていた。

「……なーに、デレデレしてんだよ、もにゅ美みよぉ」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな声で言ったのは、神楽井先輩の相棒にして愛用ストラップ、ガク太たくんである。

「ガ、ガク太!?　お前、いきなり出てくるなよ！」

「締しまりのねー面しやがってよぉー、見てるこっちが恥はずかしいぜ」

「そそ、そんな顔はしていないっ！」

「お前やっぱ、合宿から帰ってきてから雰ふん囲い気き変わったよな？　まさかとは思うが、この小こ僧ぞうとなんか――」

「わーわーっ！」

　慌あわててガク太くんの口を塞ふさぐ神楽井先輩。

　相変わらず、腹話術をやってるときのこの人は一人で騒さわがしいな。

　自分で鞄から出したくせに、なんで焦あせってるんだろう？

「ガク太くん、直ったんですね」

「ああ、ようやくな」

「こら小僧、てめー、この俺おれ様を馴なれ馴れしく、くん付けで呼んでんじゃねーよ」

「え、今いま更さら？」

　初対面からずっとそれで通してるのに。

「今更、じゃねーよ。この俺様は寛かん大だいだから今まで見過ごして来てやっただけだ。だが、いい機会だからきっちり教育してやろうじゃねえか。今度からはガク太さん、もしくはガク太様と呼べ。間ま違ちがっても義兄にいさんなんて呼ぶんじゃ――」

「こら動くなガク太！　大人しくしてろ！　ここは人目があるんだからっ！」

　鞄から抜ぬけ出し、テーブルに上って僕の方に歩き出そうとしているガク太くんを、神楽井先輩が必死で抑おさえる――ように見えるが実際は神楽井先輩がそう見えるように動かしているのだろう。

　迫はく真しんの人形劇である。

「けっ。けっ」

　テーブルにちょこんと座ったガク太くんは、不服そうにそっぽを向いた――という風に見えるように神楽井先輩が置いた。

　なんか知らないけど、今日はガク太くんの機き嫌げんが悪いらしい。娘むすめから彼かれ氏しを紹しよう介かいされた父親のように不機嫌だ。

「そういえば籠島、午後は予定があると言っていたが、なにがあるんだ？」

「予定というほどの予定でもないんですけどね。ただ、近所の子供と遊ぶ約束をしているだけです」

「へえ。なんでまたそんなことに？」

「まあ、いろいろありまして」

「そうか。でも、籠島はそういうの得意そうだな」

　栗栖ちゃんと同じことを言われた。みんな、僕にそういうイメージを抱いだいているのだろうか。

「……子供と遊ぶのは好きですしね。今年、実家に帰ったときも、親しん戚せきの子供とずっとゲームして遊んでましたし。親から『外で遊びなさい』ってけっこう怒おこられましたよ」

「ははっ。インドア派の私にとっては、耳が痛い話だな」

「神楽井先輩の方は、実家に帰ってなにしてたんですか？　普通にお墓参りですか？」

「いや――私は、ちょっと調べごとがあって」

「おー、それだよ、それ」

　突とつ然ぜん、ガク太くんが話に割り込んできた。

「もにゅ美。お前、なんだって急にあの計画について調べ始めたんだ？」

「ガク太……いや、特に理由はない」

「……ヒヒ彦ひこになんか言われたのか？」

「違ちがう」

「ちっ。ヒヒ彦の野や郎ろうめ。この俺様がいねーのをいいことに好き勝手やりやがって。昔っから回りくどくて厭いや味みったらしくて陰いん険けんなんだよな、あいつは」

「だから、違うって言ってるだろ。ヒヒ彦のことは本当に関係ない。ただの興味本位だよ。絵に描いた餅もちとしか思えなかった計画が順調に進んでいるというから、どんなものなのかと改めて調べているだけだ」

「はぁん。ま、無駄だと思うぜー。ありゃ、上の連中が極ごく秘ひに進めてる計画だからな。情報の機密レベルはトリプルＳ、最高ランクだ。向こうが許可した情報以外は、こっちには絶対回ってこねーだろうよ」

「……そうだな。結局、新しいことは何一つわからなかったよ」

「計画って、なんですか？」

　と、無理やり話に交ざってみた。普ふ段だんなら神楽井先輩が腹話術をやり始めたらただ静観するのだが、今日は二人で外に遊びに来ているのだから、放置されるのはキツい。

「え？　あ、ああ、いやその……ほ、ほら、もうすぐ織おり野のの誕生日だろ？　だから、なにかやろうと計画してるという話だ」

「へえ、いいですね」

「だ、だろう？　そう、そうなんだよ。それで今、出だし物で腹話術をやろうと思って練習しているから、ついこの場でも出てしまったんだ」

「え……腹話術やるんですか？」

　神楽井先輩の腹話術とか、もはや日にち常じよう茶さ飯はん事じ過ぎて全くありがたみが無いんだけどな……あ、そうか。

「わざわざ出し物としてやるんだから、きっとすっごいことやるんですね！」

「……は？」

「うわ、楽しみだなあ。どんだけ面おも白しろいことやるんだろう」

「い、いや、えっと……」

「とうとう先輩の百二十パーセントの腹話術が見られるってわけですねー。テンション上がるなー。普段からやりまくってる特技を改めて披ひ露ろうするってことは、とてつもなく自信があるからなんですよね!?」

「……ああ。ああ、そうだよ。ふ、ふふ……、期待してろ。やってやるさ、ああ、やってやるさ。百二十パーセントの私を見せてやるさ……」

　得意げに笑う神楽井先輩だったが、なぜか頬ほおがピクピクと引ひき攣つっていた。しかも直後に、やっちまったなー、って感じで落ち込んでいた。

　しかしすぐに立ち直り、

「ガク太！　とにかくその話はまた今度だ。もう家に帰るまで出てくるなよ！」

　と、慌ててガク太くんを鞄にしまった。

　本当に一人で忙いそがしい人である。

「はあ……。まあ、悪かったな。オン、オフの切きり替かえができてなかったようだ」

「え、腹話術は先輩にとってオフですよね？　趣しゆ味みですよね？　どうして、休日なのについ仕事の話をしてしまった、みたいな謝あやまり方かたをするんですか？」

「い、いや！　それは、ほら、私くらいになると、もはや仕事みたいなもんだから！」

「なるほど。まあ、確かに先輩って腹話術、プロ級ですもんね。出し物でやるくらいですし」

「だろ！　あははー。いやー、もう本当にプロになっちゃおうかなー」

「……神楽井先輩。『なっちゃおうかなー』ってぐらいの気持ちなら、止めておいた方がいいと思いますよ。生半可な覚かく悟ごでは後できっと後こう悔かいすることになりますし、それに、その道で活かつ躍やくしてる人達にも失礼ですから」

「……うん。うん、そうだな。私は、そうやって真しん剣けんに私のことを考えてくれるお前みたいな後輩を持てて本当に嬉うれしいぞ……」

　神楽井先輩は複雑な表情になり、複雑なため息を吐ついた。

　それから、少し考えるようにして、

「なあ、籠島」

　と、さっきまでの滑こつ稽けいな空気が嘘のような、真剣な声こわ音ねで言った。

「お前は――神様っていると思うか」

「……なんですか、急に？」

「別に。ただの世間話だと思ってくれ」

「はあ。そうですか」

　気の抜けた声で応じた後、僕は少し真ま面じ目めに考えてみる。

「神様、か……。どうなんでしょう。やっぱり、いないんじゃないですか。正直どっちでもいいって感じですけど」

　極きわめて日本人らしい回答を述べた僕に、神楽井先輩は苦く笑しよう気味に頷いてみせた。

「私も同意見だよ。もっと言うなら、神がいようがいまいがどっちでもいいが、そんなことを考えてもしょうがないから他ほかのことを考える、かな」

　合理的な神楽井先輩らしい意見である。

　僕はそこまで前向きな意見ではなく、もっと非生産的で怠たい惰だな意見だ。

　いない、とは思っているが、神かみ頼だのみはするし正月には初はつ詣もうでにも行く。通学用鞄には、学業成じよう就じゆと交通安全のお守りがついている。

　結局――深く考えていないのだ。

　真面目に考えるのが面めん倒どうだから、周りに適当に合わせている。

　なあなあにしている。

　推測だが、ほとんどの日本人がこんな感じなんじゃないだろうか。

「元々日本は、神仏習合のせいでいろいろとごちゃごちゃになっているらしいからな。こういうのも、日本らしい考えというべきなのだろう」

「漫画とかだと、神様は人から信しん仰こうをパワーにしたりしますよね。逆に、人の信仰が廃すたれたせいで力を無くした神様とかも、よく出てきますし」

「なるほど。つまり逆説的に言うなら、人が信じることで初めて神がいるという風にも考えられるわけか。面白いな、少し量子力学的だ」

「そうですね。少し量子力学的です」

　知ったかぶって頷く僕。

「しかし――それなら」

　神楽井先輩は言う。

「もしも神様がいるとしたら、神様というのは、なにをする存在なんだろうな」

「そりゃやっぱり――困った人を助けてくれるんじゃないですか？」

　僕は、なんとなく言った。

　人間がいつ神に祈いのるかと言えば――助けて欲ほしいときだろう。

　神様が空想の産物と断定するなら、おそらく人は、誰かに助けて欲しくて神の存在を願ったはずだ。

　そして、人間が困ったときに縋すがるための存在として生み出されたのが神様だと言うのなら、神様の仕事は、役目は、使命は、存在意義は――人を幸せにすることだ。

　だから――

「もしも神様がいるとしたら、そいつはきっといい奴やつですよ」

「そうか……」

「でも、どうしたんですか、本当に？」

「なんでもない。ただの雑談だ」







　ファミレスを出て神楽井先輩と別れた後、僕は自宅に向かった。

　時間には余裕があったし、ギリエルくんとは元々正確な時刻で待ち合わせをしているわけでもないので、急ぐことなくのんびりと帰った。

　途と中ちゆう、元そよ風公園の近くを通る。

　駐ちゆう車しや場じよう計画は着々と進行しているようで、遊具は一つ残らず撤てつ去きよされ、更さら地ちとなっていた。あと数週間もすればアスファルトが敷しかれ、立派な駐車場となることだろう。

　不意に、胸にちくりと痛みが走る。

　ここは僕にとって思い出の場所だ。

　小さい頃ころ遊んだだけではなく――十年前に変なスーツのお姉さんと背の高いお姉さんに出会ったり、倒たおれた栗栖ちゃんを見つけたり、桔き梗きよう院いんさんと待ち合わせしたり――と、様々な思い出がある。

　ぼんやりと公園を眺ながめていると――園内に一人の女性を発見した。隅っこにあるベンチの真横で、なぜか座らずに立っている。

　真っ白な髪かみと、感情の見えないガラス玉みたいな目。モノトーンの衣装に身を包つつんだ、人形みたいに無表情な少女。

「読よみ賀がさん？」

　立入禁止の看板を無視して公園内に侵しん入にゆうし、彼かの女じよに近寄って声をかけた。

　読賀衣え里り。

　カイの友達で、織野さんに不自然なほどに似ている女子だ。

　僕にとっては、友達の友達になるのだろう。

「久しぶりだね」

「…………」

　ぐるりと首を九十度回して僕の方を向き、じっと眺めてくる。たっぷり十秒は僕の顔を眺めてから、ぽつりと言う。

「籠島――諦あきら」

「うん。そうだよ。なにをしているの、こんなところで？」

「立っています」

「…………」

　えっと、今のって、ボケ？

　全然面白くないんだけど。

「そ、そう、立ってるんだ……」

「はい」

「うん。立つのはいいことだと思うけど、すぐ横にベンチがあるし、座ったら？」

「お断りします」

「……そっか。じゃあ、僕は座るね」

「ご自由にどうぞ」

「えーっと、もしかして、ダイエット中？　つま先立ちダイエットみたいな？」

「違います」

　……話が弾はずまないにもほどがある。

　軽い気持ちで声かけるんじゃなかったなあ……。前はカイがいたから、もうちょっといい雰囲気だったのに。

「そういえば読賀さん、今日はカイと一いつ緒しよじゃないの？」

「はい。ご主人様マスターは現在、この町にはいませんから」

「ふーん。そうなんだ」

　知らなかった。けれど驚おどろきはしない。カイは昔から神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、僕にはなにも言わずにふらりと消えることがよくあった。

「いつ帰ってくるかは、聞いてる？」

「いいえ。ですが、そう遠くない内に帰き還かんすると思われます」

「そう。あのさ、こないだは聞きそびれちゃったんだけど、きみとカイってどういう関係なの？」

　いい機会だと思ったので、気になっていたことを尋たずねてみた。

「私とご主人様マスターの関係――ですか」

「うん。もしかして、付き合ってるの？」

「付き合う、とは？」

「え。その……付き合うは付き合うだよ。男女の関係なのか、それともただの友達なのか、ってことを訊きいてるんだよ」

「男女の関係ではないと思われます」

「そう」

「ご主人様マスターとは、性せい行こう為いは未経験ですから」

「いきなりなに言ってんの!?」

　僕はそこまで踏ふみ込んだ質問はしてないよ！

「男女の関係とは、そういうことではないのですか？」

「いやそうだけどさ……。突つき詰つめたらそうなっちゃうけどさ……」

「ご主人様はわかりませんが、私はまだ処女――」

「言わなくていいよそんなこと！」

　無表情で言う読賀さんに全力で突っ込んだ。

　なんなんだろう、この子は……。

　世間知らずというか、常識知らずというか。悪気や悪意を感じないから、天然でやってるんだとは思うけれど。

　なんか、訊いたらなんでも教えてくれそうだな。

　……よし。

「ねえ、読賀さんのスリーサイズってどんな感じ？」

「女性に対してそういう質問をするのは非常識だと思いますが」

「……ごめんなさい」

　もう嫌いやだ。

　この子、なに考えてんのか全然わかんない。

「ご主人様マスターとは――」

　僕ぼくがベンチでうなだれていると、読賀さんは淡たん々たんと言った。

「主従関係、というものだと思います。それが一番しっくり来る表現です」

「主従関係……？」

「はい」

　迷いなく頷うなずく。

「私は、ただご主人様マスターの命令に従うだけです。それが私の生きがいであり、この世に生を受けた意味そのものです」

「……なんかさ。いろいろと回りくどく言ってるけど……結局――」

　僕は言う。

　人形のような彼女に、思い切って面と向かって言う。

「きみって、カイのことが好きなんじゃないの？」

「…………」

　読賀さんは少しだけ目を見開き、きょとん、という表情になった。さっきまでの機械じみた仕草とは打って変わって、実に人間らしい仕草だった。

「よく――わかりません」

　しばらく間を開けてからそう答えて、読賀さんは口を閉ざした。そして、もうあなたと話すつもりはありませんとばかりに、僕から視線を外す。

　ふーむ。

　まあ、これ以上詮せん索さくするのは野や暮ぼ、もしくはセクハラだろう。

「それにしても、カイまで旅行に出かけてるのかあ。織野さんも海外行ってるみたいだし……みんな羨うらやましいなあ。僕なんか部活の合宿と実家以外はどこにも行ってないってのに」

「…………」

「でも、そういえば織野さん大だい丈じよう夫ぶかな？　帰って来れないかもしれないって電話で行ってたけど……」

「――電話？」

　シカトモードに入っていた読賀さんが、急に食いついた。

「籠島諦。あなたは、彼女と電話をしたのですか？」

「え。うん、まあ、したよ」

「電話が――繋つながったのですか？」

「そりゃあ繋がるよ。知らないの読賀さん？　最近は海外でも普ふ通つうに電話ができるんだよ？」

　どこか違う世界に行ったわけじゃあるまいし、電話くらい、普通に通じてもなにも問題ないだろう。

「なるほど、そういうことですか。それなら――問題はありません。順調そうでなによりです」

　読賀さんが漏もらした独り言は、意味不明だった。

「……それ、どういう意味――って、あれ？」

　ほんの数秒目をそらした間に、読賀さんは忽こつ然ぜんと消えていた。

　辺りをいくら見み渡わたしても、どこにもいなかった。

「……足、速いんだなあ」







「デ、デッキ切れだと!?　くそっ、まさかそんな戦略があるとは……！」

「ふっふっふ。ライフポイントをゼロにするだけが、勝利条件じゃないのさ」

「ぬうぅ……」

　この日五回目の敗北を喫きつしたギリエルくんは、悔くやしそうに歯は噛がみした。

　しかし、以前のようにカードを放ほうり投なげるようなことはしない。

　カードゲームの腕うでが上達するに連れて、この子にもデュエリストとしての心構えができてきたように見える。

「……ん、あれ？」

　ギリエルくんがカードをデッキに戻もどしているとき、羽織っている黒いマントの一部が、少し破けていることに気づいた。

「どうしたの、そのマント？」

「ああ。なに、ちょっと狐きつねに噛かまれただけだ」

「……マジで？」

　この辺、狐なんているんだろうか。仮にいるとしても、相当山やま奥おくに行かなきゃ出てこないと思うんだけど。

　改めて彼かれの服装をよく見てみると、あちこちボロボロだった。怪け我がこそないようだが、小さな傷や汚よごれが目立つ。

「元気がいいのはいいけど、あんまり無む茶ちやしちゃ駄だ目めだよ、ギリエルくん」

「ふん。余計なお世話だ。あのような二人組――否いや、一人と一匹ぴきなど、最初っから俺おれの相手ではない」

　一緒に遊んだ仲間がいるらしい。一人と一匹ということは、ペット連れの子供なのだろう。やれやれ、悪い友達がいるんだなあ。

「籠島。今日はもう終わりでいい」

「え、もういいの」

　いつもだったら、こっちがうんざりするほどリベンジしてくるのに。

「悔しいが、狐の相手をして予想以上に消しよう耗もうしていたようだ。今から、体力と魔ま力りよくの回復に専念したい」

「疲つかれちゃったのか。それじゃしょうがないね」

「だが――明日の朝、再びここで勝負だ」

「朝？」

「ああ、それを最後の勝負としよう」

　ギリエルくんは真剣な表情をしていた。

「このカードゲームとやらは面白かった。そしてお前は強かった。そこは認めてやろう」

「ずいぶんと上から目線な賛辞だけど、ま、ありがたく受け取っとくよ」

「だが、所しよ詮せんはただの卓たく上じよう遊ゆう戯ぎだ。いつまでもこんなことに興じているわけにはいかない。俺には俺の目的がある」

「…………」

「貴様に勝利し、狐どもにとどめを差し、そしてこの町を去る」

「この町を去るって、実家にでも帰るの？」

「いや、残念ながら帰りたくても帰れない状じよう況きようにあるんでな。帰還手段が完全に遮しや断だんされてしまっている――しかし、いつまでも封ふう鎖さできるものでもあるまい。もって半年と言ったところだろう。そのときまで俺は石の完成に努めればいい。どこか石の精製に適した場所を探すとしよう」

「…………」

　相変わらずなにを言っているかわからないけれど、とにかく、明日が最後だということはわかった。

　明日が、ギリエルくんとの最後のデュエルとなる。

「籠島よ。せっかくの最後の勝負だ。なにか賭かけようではないか」

「賭け？　構わないけど、なにを賭けるの？」

　問い返すと、ギリエルくんはにやりと微笑ほほえみ、凶きよう悪あくな瞳ひとみで僕を睨にらんだ。




「俺が勝ったら、貴様の命をもらおう」




　あー、はいはい。

　命ね。出た出た。

　なんで子供っていうのは、やたらめったらと命賭けるんだろうねー。

「うん。まあ、いいよ」

　僕は気軽にオッケーした。

「ふん。やけにあっさりと承しよう諾だくするのだな。俺に敗北するはずがないと高をくくっているのか、それとも恐きよう怖ふでまともな思考ができなくなっているのか？」

　いや、相手にしてないだけだよ。

　ただ――

　どうしてかギリエルくんには、その気になれば僕の命ぐらいあっさりと刈かり取とってしまいそうな凄すごみがあるのだが、まあそれは気のせいだろう。

「くくっ。死の恐怖に怯おびえながら、貴様がまともな思考ができるか楽しみだな。児じ戯ぎに過ぎないこの卓上遊戯も、こうすればずいぶんと面おも白しろくなる」

「それで、僕が勝ったらなにをくれるの？　言っとくけど、僕はきみの命なんかいらないからね」

「そうだな、貴様が勝てば……ふむ。なんでも一つ、望みを叶かなえてやろう。金でも女でも地位でも名めい誉よでも、好きなものを望むがいい。俺が全すべてを与あたえてやろう」

「大きく出たね」

「石が完成すれば、俺はあらゆる生命の頂点に立つ存在となる。そうなればなにもかもが思いのままだ。なんだったら、お前に国の一つでも与えてやろうか」

　少年の瞳では、野心の炎ほのおがどす黒く燃え上がっていた。

　もしかすると、さっきからの一連のやり取りは、ギリエルくんなりのプレッシャーのかけ方なのかもしれない。

　僕との勝負に勝利で締しめくくるために、欲望と恐怖で――アメとムチで心を束そく縛ばくしようとしていのだろう。

　まあ、あまりにも現実味のない話だから、残念ながら効果はまるでないけど。

「わかった。それじゃ、僕のお願いは勝った後に考えるよ」

「ふん。そうやって余よ裕ゆうぶっていられるのも今の内だ」

　こうして。

　僕は明日、命がけのデュエルをすることになってしまった。







　日の暮れる前に家に着くと、栗栖ちゃんの書き置きがあった。

『晩ご飯の買い出だしに行ってきます』

　とのこと。

　リビングのテーブルに置いてあったピンクの便びん箋せんを眺めて、ふと笑えみが零こぼれた。

　ずいぶんとまあ馴な染じんだものである。

　数日間同どう棲せいを続けただけなのに、栗栖ちゃんがいる生活が、僕にとって当たり前になってしまったような気がする。

　最初はどうなることかと思ったが、過ごしてみればあっという間だった。

　しかし、この楽しい時間ももうすぐ終わりだ。

　一週間。

　親の不在のせいで家から閉め出されていた栗栖ちゃんが「魔ま法ほうがつかえなくなっちゃいました」と謎なぞの発言をしながら僕の家に突とつ撃げきして来てから、明日で一週間だ。

　栗栖ちゃんのお母さんが、旅行から帰って来るはずである。

「……あ、そうだ。トイレットペーパーが切れそうだったんだ」

　ふと思い立って、栗栖ちゃんに電話をかけた。

　すると、家の中からヴァイブレーションが聞こえた。

　嫌な予感がして音がする方を向くと、ソファの上に白くて小さい栗栖ちゃんの携けい帯たいが置いてあった。

「……置いてったのか」

　がっくりと肩かたを落とす。トイレットペーパーはまた今度購こう入にゆうするとしよう。

　自分の携帯をポケットにしまい、それから栗栖ちゃんの携帯を手に取る。白くて小さい折りたたみ式の携帯に、小さなストラップがついていた。

　銀色の六ろく芒ぼう星せい。

　一本の細い金属をねじ曲げて作ったようなデザインだ。

「高そうなストラップだな……」

　そんな風になんとはなしに携帯を眺めているときだった。

　突とつ如じよ、六芒星が神秘的な光を宿した。

　着信に反応して光るハイテクなストラップなのだろうか、でもさっき僕がかけたときは光ってなかったと思うけど……なんて考えていると――

『もしもし！　クリア!?　今時間ある？　ていうか時間なくてもちょっとだけ私と電話してちょうだい！』

　閉じたままの携帯から、女性の叫さけび声ごえが聞こえた。

　いきなりのことに驚いた僕は、思わず携帯を開いて通話に応じてしまう。

「も、もしもし……」

『あれ。クリアじゃないの？　あんた、どちら様……？』

「僕は、籠島って言いますけど」

『籠島!?　あー、はいはい、噂うわさの籠島先せん輩ぱいね。クリアからよーっく聞いてるわ』

「ええと、そちらは、どちら様でしょうか？」

『私？　私はクリアのお母さんよ。ママ、ママ』

「お、お母さんでしたか！」

　慌あわてて頭を下げる。電話越ごしには見えないだろうが、日本人の反射である。

「えっと……その、いつもお世話になっております」

「あはは。いいわよ、そんなかしこまらなくって。こちらこそ、娘むすめがいつもお世話になってます」

　軽い感じで言う栗栖ママ。声も口調もずいぶんと若い。栗栖ちゃんを産んでいるのだから、おそらく三十は越こえているのだろうけど、とてもそんな感じはしない。

　そして……どうでもいいことなのだが、この人の声がさっきから六芒星のストラップから聞こえている気がするのはなぜだろう。

　気のせいかな。うん、きっと気のせいだ。

『それで籠島くん。クリアはどこかな？　できたら代わって欲ほしいんだけど』

「あー、すいません。今、ちょうど携帯を置いて、夕飯の買い物に行ってるみたいで」

『夕飯の買い物？』

　あ、しまった。

『どういうこと、籠島くん？　今、どういう状況なの？』

　まずいな。異性の家に二人っきりで寝ね泊とまりしているという状況は、年とし頃ごろの娘を持つ親からすれば、許せることじゃないだろう。

　必死に言い訳を考えるが、結局ろくなものが思いつかず、僕は諦あきらめて全てを正直に告白することにした。

『はぁー、なるほどねー。そういうことになってたのか。納なつ得とくだわ』

「すいません。流れとは言え、お母さんに断りもなく、うちに泊とめてしまって……」

『いいわよ。むしろお礼を言いたいぐらい。えっと、なんだっけ……そうそう、私が旅行に出かけたせいでこんなことになっちゃったんだからね。いやー、鍵かぎと財さい布ふを落とすなんてあの子もおっちょこちょいねー』

　栗栖ママはやけにわざとらしく言った。

『……それにしても、あの子もタイミングがいいんだか悪いんだか。なるほどねー。だからクリアの力も感じないし、ソエル家の悪ガキの件でも「門ゲート」の件でも、私に連れん絡らくして来なかったのか……』

「えっと……？」

『ああ、なんでもない。こっちの話こっちの話』

「はあ」

『でも、まいったわね……。こっちもこっちでゴタゴタしてるから、隙すきを見つけてようやく電話したっていうのに、クリアは不在か……』

「なにか伝言があるなら、僕が承うけたまわりますよ？」

『あー、大丈夫よ。ちょっと気になって電話しただけだから。きみから近きん況きよう報告聞けたし、もう十分。それじゃ、失礼しまーす』

　軽い感じで挨あい拶さつを済ませて、栗栖ママは電話を切ろうとした。

「あ。ま、待ってください！」

　咄とつ嗟さに、僕はそう言った。

　この機を逃のがしたくないと、思ったのだ。

『うん？　どうしたの？』

「……少し、込み入ったこと訊いてもいいですか？」

『んー、それは内容によるかな。とりあえず言ってみなさいよ』

「はい」

　そして僕は信のぶ子こさんのことを――栗栖ちゃんの祖母のことを話した。

　ここ最近の二人のことを、全て話した。

　栗栖ちゃん本人に訊けないからって、こうやって別の人に尋ねるのは卑ひ怯きような手段だと思うけれど――それでも知りたかったのだ。

『……そう、あの子、徹とおるの母さんに会ったんだ。はは、羨ましいわね、私は会ったことないし……これからも会うことはないでしょうから』

　自じ嘲ちよう気味に言って、栗栖ママは小さくため息を漏らした。

　なにかしら複雑な事情がありそうである。

　その事情を掘ほり返かえして尋ねるつもりはない。

　ただ――

「どうして紅く莉り亜あさんは、お婆ばあちゃんに孫だってことを隠かくしてるんだと思いますか？」

　これだけは知りたかった。

　栗栖ママはしばらく迷うように言葉を溜ためてから、

『……ねえ、籠島くん。きみから見て、あの子ってどういう子に見える？』

　と言った。

「どうって……。素す直なおで明るい、いい子だと思いますよ」

　僕は母親に対する気き遣づかいではなく、本心からの言葉で答えた。

『ありがと。……でもね、あの子、こっちの学校じゃ――そっちに行く前の学校じゃ、絶対にそういう風には思われてなかったはずだわ。むしろ、ちょっと嫌きらわれてたぐらい』

　こっちに来る前の――高校に入学する前の、栗栖ちゃん。

　それは僕の知らない彼かの女じよだ。

『こっちじゃね、あの子、だいぶクールなのよ』

　クール。それは僕の持つ栗栖ちゃんのイメージから、程ほど遠とおい。

『無口で無愛あい想そで、人前じゃ滅めつ多たに笑わない。そのくせ、学校の成績はトップクラス。そりゃ嫌われるわよねー。友達もいないわけじゃなかったけど、嫌ってる奴やつの方が多かったと思うわ』

「なんで、そんな……？」

『説明するとちょっと長くなるんだけどね……。あの子が、ハーフってことは知ってるでしょ？　こっちの国はね、ハーフってことがひどい悪徳になっちゃう国なのよ。そっちとの混血児はひどく嫌われる。だからあの子は、自分がハーフだってことをこっちじゃ周囲に隠して暮らしてる』

「ハーフが嫌われるって、どうして……」

『そういう文ぶん化か圏けんなの』

　有う無むを言わせぬ口調だった。

　文化の違ちがいと言われてしまえば、話はそれまでだ。

　無む理り矢や理りにでも納得するしかない。

『私さ、自じ慢まんになっちゃうけど、若い頃ころはそれなりに有名だったのよね。けっこう名前も売れてたわ。だからクリアも、私の娘ってことで小さい頃から注目されてた。だから――私ら家族はそれを利用した』

「利用？」

『「さすがはあいつの娘だ」「あの母にしてあの娘あり」って具合に周囲が強く思ってくれるように、クリアは頑がん張ばって天才のフリをしてるのよ。周囲の意識が父親に向かないように――父親なんかどこの誰だれでも構わないって思ってくれるように』

　栗栖ちゃんはそうやって、周囲の注目が母親にだけ集まるように――父親のことを気にしなくなるように、生きてきたらしい。

　母親との関係だけをひたすらに強調しようと、努力する素そ振ぶりなど微み塵じんも見せず、必死になって天才性だけをアピールしてきた。

　父親を隠すために。

『言ってみりゃ、キャラを作ってるってこと』

　天才キャラを必死になって演じている、と。

　そう言って栗栖ママは小さく笑った。

『実際、相当苦労したと思うわよ。あの子には確かに才能はあったけど――だからってなんでもできるわけじゃない。でも、間ま違ちがっても学校の先生や友達になんか相談できない。天才が、そんなことするわけにはいかないもの』

「…………」

『そっちじゃ、だいぶキャラ作んないで過ごしてるみたいだけど、でも完全に素ってわけじゃないでしょうね。完かん璧ぺきキャラになって周りを頼たよらないのは、あの子に深く根付いた習慣だから、そう簡単には治らないわ』

　そうか。

　だからあの子は――あんなにも人を頼るのが下手なのか。

　栗栖ちゃんは、助けを求めることに慣れていないんだ。

　ずっと周囲を頼らず、他人に弱みを見せずに生きてきたから。

『でもね、そういう生き方って、父親を全否定してるとも言えると思わない？　父親のことを、まるで人生の汚お点てんみたいに必死になって隠してるんだもの』

「そんなこと、ない、と思いますけど……」

『普ふ通つうはそうだわ。けど、きっとあの子はそう考えてるのよ。私と違って、責任感が強い真ま面じ目めちゃんだからね』

「……………」

『そういう理由で、お婆ちゃんに言い出せないんじゃないかしら？　合わせる顔がないって思ってるのよ、きっと』

　納得――いく話ではなかった。

　しかし、おそらく栗栖ママの推測で合っているだろう。なんとなくそう思った。

『……ま、私も偉えらそうに言える立場じゃないんだけどね。徹が死んだのは私のせいみたいなもんだし……。本当に信子さんに合わせる顔がないのは――私の方だわ』

　弱々しい声で自じ虐ぎやくするように呟つぶやき、それから力の籠こもった声で続ける。

『だからこそ、クリアにはきちんと向き合って欲しいとも思うわ。ま、その辺はあの子に任せましょう』

「ほっとくってことですか？」

『信じるってことよ』

　栗栖ママは悪いた戯ずらっぽく言った。

『あ、ごめん。そろそろ限界みたい。私も私の仕事に戻らないと』

「わかりました」

『クリアには……んー、できたら黙だまっといて』

「いいんですか？」

『うん。たぶん、私が余計なこと言わない方がいいと思うから。それに、頼りになる先せん輩ぱいもいるみたいだしね』

「……それほどでもないですよ」

　謙けん遜そんっぽいセリフになってしまったが、今のは謙遜じゃない。

　ただの事実だ。

　本当に僕ぼくは、それほどでもないのだ。

『そうだ籠島くん。最後に一つだけ確かく認にんさせて』

「なんでしょう？」

『クリアは、「新術の開発に失敗した」って言ってたのよね』

　僕は迷いに迷った末に、「……はい」と弱々しく言った。

　しまったな。話の流れで、栗栖ちゃんの中二発言も漏もらしてしまった。我わが子こがそんな妄もう言げんを吐はいたと知ったら、母親はどんな気持ちになるのだろう。

『……それで使えなくなったか。なるほどね、それってたぶん、失敗したわけじゃないわね。あの術は、習得後に一週間魔力が――』

「え？」

『あー、いやいや、こっちの話よ。それじゃ、また縁えんがあったらお話しましょ』

　そうして、一方的に電話は切られた。

　手の中にある携帯を眺ながめると、ずっと弱く発光していた六芒星のストラップの光が消えていた。次に画面を見てみる。通話が終わると、普通は画面に通話時間が映るはずだが、しかし画面は初期設定っぽい待ち受け画面のままだった。

　きっとそういうストラップで、きっとそういう機種なんだろう。

　僕はそう決めつけて、深く考えることはしなかった。

　もっと深く考えたいことが、他にあったから。







五章　命を賭とした戦い×カミングアウト×帰き還かん







　翌朝、同どう棲せい生活が始まってから初めて、僕は栗くり栖すちゃんよりも早く起きた。

　どうしてかはわからない。ただ、自然と目が覚めてしまった。

　二人で朝食を摂とっているとき、

「今日は、信のぶ子こさんと一いつ緒しよにお墓参りに行きます。お墓参りというか、お墓の掃そう除じなんですけど」

　と、栗栖ちゃんは言った。

　そういえばあのお墓は少し汚よごれていたし、辺りで雑草も伸のびていた。前回のお墓参りでそれが気になった信子さんが、気合を入れて掃除がしたいと言い出したらしい。

　栗栖ちゃんは自分から手伝いを申し出たそうだ。

「そうか。いってらっしゃい。僕はまた、近所の子との約束があるから」

「わかりました」

　そんな風に互たがいの予定を確認して、朝食は終しゆう了りようした。

　栗栖ちゃんは食器をまとめ、キッチンで洗い物を始める。

　その小さな背中に、僕は声をかける。

「ねえ、栗栖ちゃん……」

「なんですか？」

　手を止めてくるりと振ふり返り、僕に明るい表情を見せてくれる。

　眩まぶしいくらいに明るくて――悲しくなった。

「……ごめん。なんでもない。あ、僕、郵便受け見てくるね」

　そう言って逃にげるようにリビングを後にした。郵便受けのことはただの口実だ。新聞なんか取ってないし、両親からの生活費が連絡無しに届くこともない。

　言いたいことがあったのに――言えなかった。

　彼女が引いている線の内側に、一歩踏ふみ出すことが出来なかった。

「我ながら女め々めしいなあ……」

　らしくもない辛しん気き臭くさい気分になりながら、僕は一応郵便受けを見たフリをするため、外に出た。




　家の庭では、桔き梗きよう院いんさんと玉ちゃんが寝ねていた。




　思考停止。

　見み間ま違ちがいかと思い目をこするが、やっぱりいた。夢かと思ってほっぺをつねるが、ただ痛いだけだった。

「…………」

　えっと。どういう状じよう況きようなんだろう、これは。

　桔梗院さんは、以前見たことがある陰おん陽みよう師じっぽい格好で寝ていた。また、寝ていると言っても地面に横になっているわけではなく、漫まん画がに出てくる武士や侍さむらいのように、家の壁かべに寄りかかって膝ひざを抱かかえている。

　隙のない寝ね姿すがたであり、そして強者っぽい寝姿であった。

　玉ちゃんはそんな桔梗院さんの隣となりで、お腹なかを上にして大の字になって寝ている。

　こっちは隙だらけの寝姿だが、これはこれで一周して逆に強者っぽかった。

「……おーい、桔梗院さん、朝だよー。僕んちの庭でなにしてるのー」

　近づいて声をかけ、肩を揺ゆらそうすると。

　瞬しゆん間かん、桔梗院さんの手が閃ひらめいた。

　右手は首を鷲わし掴づかみに――左手はチョキにして両目の前に。

「え、あ、おぅ……？」

　一いつ瞬しゆんにして自由が完全に封ふうじられた。突とつ然ぜんすぎる窒ちつ息そくと失明のピンチに僕が硬こう直ちよくしていると、桔梗院さんは目を開けて、

「……んん？　ああ、なんだ、あんたか」

　と寝ぼけた様子で呟き、僕を解放した。

「ったく、寝てるときに近寄って来ないでよ。敵かと思ったわ」

　いやいや、おかしいでしょ。普通に起こそうとしただけなのに、なんでこんなスリリングな事態になってるんだよ。

　寝てる間も警けい戒かいを保ってるって、どんな世界を生きてるんだこの子は。

　人斬ぎり時代の剣けん心しんかよ。

「あの……桔梗院さん、なんで、僕んちの庭で寝てたの？」

　恐おそる恐る尋たずねると、桔梗院さんは、んーっと伸びをしながら、

「昨日……ってか今日の朝まで動いてたんだけど、いい加減限界が来ちゃってさ。ちょうどあんたんちの近くだったから、一時間だけ仮か眠みんさせてもらったわ。夜営するのも面めん倒どうだったからね」

　と、気だるそうに答えた。

「にしても……こういう鬼おにごっこって、追われる側が大変だってはよく言うけど、それは追う側がターゲットの情報を十分に知ってる場合に限るわよねー。どう考えても追う側の方がきっついわ……」

　愚ぐ痴ちりながら、両りよう肩かたをぐるぐると回してストレッチをする。一時間しか寝てないというのは本当らしく、目元にはうっすらと隈くまがあった。

　ずいぶんと疲つかれているように見える。

「んー、もう朝かのぅ」

　玉ちゃんも起きてきた。

「くぁあ……さて。行くぞ、柚ゆず希き。敵はまだ、ここらにいるはずじゃ。巧こう妙みように力の形けい跡せきを消しているようじゃが、儂わしの鼻は誤ご魔ま化かせん」

　玉ちゃんは緩ゆるんだ表情から一転し、覇は気きのある表情になる。

　桔梗院さんは無言で頷うなずいた。

「……大だい丈じよう夫ぶか、柚希」

「大だい丈じよう夫ぶです。一時間でも休み過ぎたくらいですよ。盗とられた物を取り返すまでは、そうそう休んではいられません」

「すまぬな。儂の九尾びの力が通じればいいんじゃが……。奴の持っている母の骸むくろのせいで、我が力は完全に……」

「だから大丈夫ですって。それに、玉たま音ね様の守りたい物はあたしの守りたい物です。ちょっとぐらい、無理はさせてください」

　桔梗院さんと玉ちゃんの二人は、二人だけの世界で会話しているように見えた。

　僕の知らない世界。

　僕が干かん渉しようできない世界。

「邪じや魔ましたわね」

　ぶっきらぼうに言って、桔梗院さんは去ろうとする。

「ま、待って。よくわかんないけど、もう少し休んでった方がいいんじゃない？」

　明らかに無理をしている彼女が見てられなくて、僕はつい言ってしまった。

「うるさいわね……」

　桔梗院さんは鬱うつ陶とうしそうに言って、冷たい目で僕を睨にらんだ。

「よくわかんないなら放っといてよ。どうせあんたには関係ないんだから」

「……っ」

　彼女の言葉が、深く、深く胸に刺ささった。

　関係ない――

　そう、その通りだ。僕にはなんの関係もない。なんにもできない僕に、口出だしする権利などあるはずがない。

　無知で無関係な僕は、いつだって蚊か帳やの外だ。

　完全なる部外者。

　だから桔梗院さんにも――そして栗栖ちゃんにも、僕が言えることなど、なにもない。

「……ちょ、ちょっと、なによ。なに落ち込んでんのよ」

　僕がなにも言えなくなっていると、桔梗院さんは少し焦あせったように言った。

「あー、もうっ。なんなのよ、あんたらしくないわね！」

「……ご、ごめん」

「謝あやまるな！　……つーか、あたしも悪かったわよ。ちょっとイライラしてた」

　バツが悪そうな表情で、ぼそっと謝る桔梗院さん。律りち儀ぎなこの子は、自分が悪いと思ったらきちんと謝る子だ。でも――

「……でも、関係ないっていうのは、本当のことだから。ごめん、関係ないのに、適当なこと言って」

「はあ？」

　それは、思いっきり馬ば鹿かにした「はあ？」だった。

「今いま更さらなに言ってんのよ。あんたが無関係なことなんて、そんなの最初っからわかり切ってたことでしょ？　適当なこと言ってるのだっていつものことじゃない。それを、なに今になって気にしちゃってんの？」

　責めるような声でまくし立てると、それから視線を地面に落とし、今度は囁ささやくような声で続ける。

「……あたしが転校して来たばっかんとき、あんたがあたしに体育館裏で行ったこと、忘れたわけ？」

「え……」

　桔梗院さんは、すぅ、と息を吸い、

「『僕なんかはなんの役にも立たないよ。桔梗院さんが困ってても、助けてあげられないと思う。

　なんにもできないけど、応おう援えんするよ。

　がんばれ、って言ってあげる。それじゃ足りないかな？』」

　と。

　まるでメモを読むかのように、昔僕が言ったセリフを暗唱した。

　ああ――そういえば、僕はそんなことを言った。

　忘れかけていたことを、今思い出した。

　僕なりの覚かく悟ごを決めて、僕なりの決意を持って、僕なりの想おもいを込めて――

　みんなを応援することにしたんだった。

　それが僕の自虐であり――そして自慢だったはず。

「あんたはこんな偉そうなことをあたしに言ったのよ。それなのに、今更台無しにするような態度、取んないでくれない？　……ちょっとは、いいな、って思ったんだからさ」

　後半を小声で付け足して、桔梗院さんはつん、とそっぽを向いた。

「桔梗院さん」

「な、なによ」

「ありがとう」

「……うっさい、死ね」

　僕は言う。

「頑張ってね、桔梗院さん」

「頑張ってやるわよ。籠かご島しま」

　桔梗院さんは笑う。どこか疲れが残る表情で、強がってるのがまるわかりだったけれど、彼女らしい、気が強そうな笑え顔がおだった。

　ちなみに、籠島と名前で呼ばれたのはこれが二回目だ。

　本当に久しぶりだから、嬉うれしくなって笑ってしまう。

　そんな風に笑い合う僕らを見上げながら、玉ちゃんは「青春じゃのう」と、若者を見守るお婆ばあちゃんのような態度になっていた。







　朝日公園に着くと、ギリエルくんはすでに席についていた。

「待ちわびたぞ」

「お待たせ」

　僕は鞄かばんからカードを取り出し、全すべてギリエルくんに渡わたす。

　彼かれは十分程度でデッキを創つくり上あげた。すでに頭の中でレシピはできていたようである。

　僕は余ったカードで、僕が思いつく限りの最高のデッキを創った。

　最後に悔くいが残らないように。

　絶対に負けないように。

「賭かけの内容は覚えているか？」

「ギリエルくんが勝ったら僕を殺す。僕が勝ったらなんでも望みを叶かなえてもらう」

「ふん。理解していながらよくここに来れたものだな。その度胸だけは褒ほめてやろう」

　言葉を交かわしつつ、互いのデッキを定位置に設置する。

「正しよう真しん正しよう銘めい、最後の一戦だ。本気で来い、籠島」

「最後だからって花は持たせないよ、ギリエルくん」




「「デュエル！」」




　僕とギリエルくんのラストデュエルは――熾し烈れつを極きわめた。

　絶え間なく続く一進一退の攻こう防ぼう。

　最後の最後で、ギリエルくんは僕に追いついたらしい。このまま僕を追おい抜ぬくか、それとも僕がそれを阻はばむか。

　ギャラリーがいないことが、少し悔やまれる。

　攻こう守しゆがめくるめく変化する僕らの死し闘とうは、実にドラマチックだった。傍はたから見ていれば、さぞかし見み応ごたえがある戦いだろう。

　週刊連れん載さいの漫画だったら一年かけて連載するくらい――アニメだったら何回も回想を挟はさみながら七週はかかるぐらい。そのくらいに密度が濃かった。

「……強くなったね、ギリエルくん」

　戦いの最中、感嘆の言葉が自然と漏れた。

「ついこないだまでルールも知らなかったなんて、嘘うそみたいだよ」

「これが俺おれの本来の実力だ」

　そして――

　戦いは佳境を迎むかえる。

「くく、虫の息、というのは、今の貴様のことを指すんだろうな」

　運と言えば運の結果だし、実力と言えば実力の結果だろう。

　僕は――ギリギリまで追い詰つめられていた。

　ライフは残りわずか。フィールドのモンスターはゼロ。手札はたった二枚。対してギリエルくんは手札もモンスターも大量に揃そろっている。

　大ピンチだ。

「僕の、ターン……」

　さあ、どうする。はっきり言って絶体絶命だ。このターンでなんとかしなければ、確実に次のギリエルくんのターンで敗北する。

　しかし――

　僕のデッキには、たった一枚だけこの状況を逆転できるカードが入っている。ここであのカードさえ引ければ、一発逆転が可能だ。

　裏を返せば、それが引けなければ終わり。

　次に引くカードで――僕の運命が決まる。

「どうした？　早くカードを引け！」

　ギリエルくんが急かしてくる。僕は、ふぅ、と息を吐き、手に滲にじんだ汗を太ももで拭いた。思っていた以上に緊張しているらしい。鼓動が早まるのを痛いほどに感じる。

　無理もない。

　だって、もしも負けたら僕の命は――

「……本当に強くなったよ」

　デッキに手を伸ばす手を止めて、素す直なおに彼を賞賛した。

「ねえ、ギリエルくん。カードゲーム、楽しい？」

「ゲームだからな、楽しいに決まっている。しかしそれ故ゆえに、児じ戯ぎはどこまで行っても児戯に過ぎん。たとえ貴様に勝ったところで、得られる愉悦感や満足感はたかが知れているだろう」

「そうだね」

　僕はギリエルくんの言い分に逆らわずに、彼を肯定する。

「きみの言う通り、カードゲームは子供の遊びだよ。強くたって大して自じ慢まんにならないし、弱くてもなにも恥はずかしくない。あくまで遊びだ」

　だからね、と僕は言葉を足す。




「カードゲームなんかで命を賭けたら駄だ目めだよ」




　ありとあらゆるカードゲーム漫画を全否定するようなことを、僕は言った。

「……なんだと？」

　至極当たり前なことを言った僕を、ギリエルくんは苛立った声で威嚇してくる。

「負けるとわかったから命乞いか……？　ふん。俺はどうやら貴様を過大評価していたようだな。今更になって命が惜しくなったというわけか」

「うん。そりゃ命は惜しいよ。当ったり前じゃん」

「貴様……」

「命乞いって言えばその通りだよ。やっぱりカードゲームで負けたぐらいじゃ死にたくないしね」

　僕ぼくは堂々と開き直ってやった。

　まあ、思ってたよりもギリエルくんが強くなってたせいで追い詰められちゃったから、負けた後で面倒なことにならないよう、今のうちに賭け自体をなかったことにしようという思惑の発言でもあったけど――そんなことよりも。

　たとえ冗じよう談だんだったとしても、軽々しく命を賭けようと言ったギリエルくんに、最後にちょっと説教がしたくなったのだ。

「なんでもかんでも命を賭けて、それで格好よくなるのは漫画の中だけだよ。命っていうのは、そう簡単に賭けたりしちゃ駄目だ」

「……くだらん。綺麗事を抜かすな。いくら言い訳を並べようとも、貴様が負けた際には、俺は貴様の命をもらう。そういう約束だっただろう？」

「だから、それはなかったことにしようよ。キャンセルでお願いします」

　ギリエルくんは極限に苛立った表情になり、僕を射殺すように睨みつける。

　しかし、童顔だから怖こわくない。

　子供だから――怖くないのだ。

「だいたいさ、ギリエルくんだって無む茶ちや言ってるじゃん。僕の願いがなんでも叶うとか、そんなの無理でしょ？」

「無理ではない！　貴様ごとき愚ぐ民みんの望みなど、今の俺の力だろうと十分だ！　たとえ貴様の願いがいかに強大であろうと、石さえ完成すれば――」

「無理だよ」

　僕は強く言った。

「えっと……賢けん者じやの石だっけ？　まあ、仮にそういう伝説の石が存在するとして、きみがそれを手に入れて、とんでもない力を手に入れたとする。世界を支配できるほどの強大な力だ」

　さて、と僕はギリエルくんに問いかける。

「それできみはどうするの？」

「どうする……？」

「どういう風に世界を支配するの？　世界をどう導きたいとか、人々の意志をどこに向けるとか、そういうプランは決まってるのかなって聞いてるんだよ？」

「そ、それは……」

　ギリエルくんは言葉に詰まり、黙り込んでしまった。

　今、ようやくわかった。

　どうして僕が、ここまで気楽にギリエルくんと接してこられたのか。

　彼からは時折、恐ろしいまでの殺気や背筋が凍こおるような敵意を感じていたのに、どうしてか僕は彼を恐れることがなかった。

　それは――この子があまりにも子供っぽいからだ。

　思考も言動も行動も、全てが幼よう稚ちだ。

　仮にギリエルくんにどんな恐ろしい力があろうとも、町の一つや二つを平気で吹き飛ばせるような能力や残忍さがあったとしても――この子はまだ、十歳さいの子供なのだ。

「……お、俺は……」

　ギリエルくんは、らしくもない、迷いのある口調で言う。

「俺は、ただ……俺の若さを馬鹿にした奴やつらに、俺の才能に勝手に期待して勝手に恐れた奴らに、俺の境遇を不憫だと哀れんだ奴らに……俺の力を思い知らせて――」

「つまり、周りの人間を見返してやりたいってことか……」

　幼稚な目的だな、と思う。

「ギリエルくん。きみのやりたいことって、そんなことでいいの？　万が一世界を支配できる力を手に入れたところで、きみはそんなことができれば満足なの？」

「…………」

「きみは子供だね、ギリエルくん」

　そう告げると、悔くやしそうに歯を食いしばった。

「……貴様もか。貴様もそうやって、俺が子供だからと言って馬鹿にするのか……」

「違ちがうよ。僕はきみが子供だから馬鹿にしてるんじゃない。きみが子供っぽいから注意してるんだ」

　自分の子供っぽさに気づいてないようだから、教えてあげたい。

「もっとしっかり考えてイメージしなきゃ駄目だよ。自分はいったいなにがしたいのか。そして――世界を支配するとはどういうことなのか」

　ギリエルくんはなにも言えずに俯うつむいてしまう。ずっと傲慢な輝きを宿していた瞳ひとみが、今は不安そうに揺れている。

　思っていた通り、この子はひどく薄っぺらかった。

　それ故に――彼を知っている僕には、この子が小さく見えて仕方がない。

　底知れぬ深さと全てを見透かすような聡明さを持っている彼と比べてしまうと、この子がただの子供にしか見えない。

「これは、僕の幼おさな馴な染じみが言ってたことなんだけどね」

　前置きして、苦く甘く笑う彼の顔を思い浮うかべながら、僕は言う、

「世界を自分の思い通りにできるということは――絶望でしかない」

「……どういう意味だ？」

「んーっとね。なんだっけな」

　くそ。カイはすごくわかりやすく、なおかつ知的に解説してくれたんだけど、そこが全く思い出せない。

　ので、仕方なく僕流にアレンジして名言を解説することにした。

「たとえばギリエルくんに好きな子がいたとする。その子のことを、特別な力かなにかで自分のことを好きになるようにしても、そんなの虚しいだけでしょ？」

　微び妙みようなたとえだったかもしれないけど、言いたいことは伝わっただろう。

　要は、なんでも思い通りになったら人生つまらないってことだ。

　僕の説明に、ギリエルくんは曖あい昧まいな表情で頷いた。

「だから、きみがもしもクリエスティアちゃんのことが好きなら、よくわかんない力に頼たよったりしないで、もっと男を磨かなきゃ駄目だってことだよ」

「なっ、が、はあ!?」

　ギリエルくんは急に目を見開いた。

「お、俺がクリエスティアを好いているだと!?　貴様、くだらんことをぬかすな！」

「え、違うの？」

　ずいぶんと熱心に探しているようだったから、てっきりそうだとばかり思ってたのに。

「ち、違うっ！　断じて違う！」

　顔を真っ赤にして、ぶんぶんと首を振ふる。

「……ただ、昔、クリエスティアに『貴様を俺の伴侶にしてやろうか？』と言ったら、丁重に断られただけだ！」

「それ、好きってことだよね!?」

　予想のはるか上だ。まさか告白済みとは思わなかったな。

　なんだよ、かわいくないとか気に食わないとか言ってたのは、全部ただの照れ隠かくしだったってことなのか。

「……ってギリエルくん。ちなみに、そのときの年は？」

「俺が七歳で、あっちが十二歳だ」

「そりゃ丁重に断られるよ！」

　好き嫌きらい以前に相手にされてなかったんだろう。

　小学校で言ったら、一年生と六年生じゃん。

　それにしても……なんか急にギリエルくんがショボく見えてきたなー。

　結局この子、クリエスティアって子に会いたくてこの町に来ただけなんじゃないだろうか。

「で、ギリエルくんは、その子を探して告白するつもりだったの？」

「いや……別にもうクリエスティアのことは、なんとも思っとらん。ただ、あいつが袖にした俺という存在が、いかに強大だったかを見せつけて――ああ、そうか」

　ギリエルくんは、そこで弱々しく笑った。

　ずっと浮かべていた、自分を強く見せようとする背伸のびをした笑えみではなく、子供らしい、年相応の幼い笑顔だった。

「こういうところが、俺は幼稚だったんだな……」

「そうだね。でも、自分が幼稚さを認めることができたら、それは大人への第一歩だよ」

　自分のことを棚に上げて、年上らしいことを言っておいた。

「……初めてだな」

　ギリエルくんは下を向き、言葉を漏もらす。

「こんな風に、誰だれかに上から目線で説教されたのは初めてだよ。叱られた、という感覚なのかな、これは。ふん。なかなか面おも白しろい経験だ」

「甘やかされて育てられたんだね」

「ふん。腫れ物を扱うようにされてきただけだ」

　そこまで話したところで、僕はようやく、思い出したようにデッキに手を伸ばす。

「話したいこと話したし、そろそろデュエルを終わらせようか」

　さて。

　切り札を引けるか、否か。

　もしも漫まん画がやアニメの主人公だったら、こういうシーンじゃほぼ百パーセントの確率で切り札のカードを引けるのだろう。友情パワーとかカードとの絆とか、そういうかっこいい力でどうにかなるのだろう。

　しかし僕は主人公じゃない。

　だから引いたカードは、狙ねらっていたカードじゃなかった。

　確率通りの結果である。

「あーあ、やっぱ引けないか。残念」

　僕は手札を揃えてデッキに戻もどし、その上に右手を乗せた。

　サレンダー。降参の合図だ。

　このデュエル、僕の負けである。

「最後の最後で負けちゃったか。おめでとう、ギリエルくん」

　覚悟はしていたが、やはり負けると悔しいものだ。しかし僕は悔しさを押し殺し、素直にギリエルくんを賞賛した。
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「…………」

　ギリエルくんは複雑な表情をしたままだったが、やがて「ふん」と鼻を鳴らし、いつも通りの尊大な態度に戻った。

「俺はこれでとうとう貴様を超こえることができたというわけか。やれやれ、終わってしまえば案外あっけないものだったな。少々物足りないくらいだ」

「で、僕の命だけど」

「……そんなものはいらん。貴様の命など奪ってもなんの意味もない。賭けはキャンセルしてやる。ありがたく思え」

「それはよかった。でも、なんにもないのもあれだから、お祝いにジュース奢おごってあげるよ。ちょっと待ってて、そこで買ってくるから」

　椅子から立ち上がり、自じ販はん機きに向かって歩く。

　すると、

「籠島」

　と、声をかけられた。

　ひどく真しん剣けんな、しかし小さな声だった。

「俺は……間ま違ちがっているのか？」

「さあ？」

　質問が漠然としすぎていたため、僕は首を傾げた。

「そんなの僕は知らないよ。ギリエルくんって頭良さそうだし、自分で考えたらいいんじゃない？」

「……そうか。そうだな」

　ギリエルくんは神しん妙みような様子で頷うなずいた。







　少し離はなれた自販機でジュースを買っているときだった。

「見つけたわよ！　石泥どろ棒ぼう！」

「さあ！　我わが母の骸むくろを返せっ！」

「なっ！　狐きつねに、呪まじない師！　おのれ、こんなときに……！」

「逃にげるんじゃないわよ！　待ちなさいっ！」

「今日こそ逃のがしはせぬぞ……！」

　と。

　背後から、何者かの声がした。

　不ふ審しんに思って急いで戻ると、ギリエルくんはもういなくなっていた。

　ただ、散らばったカードだけが残っている。

「……あれ、もう帰っちゃったのかな？」

　お別れの挨あい拶さつ、まだしてなかったのになあ。

　一抹の寂しさを感じながら、僕はカードをまとめて鞄にしまった。ギリエルくんに渡せなかったジュースを、仕方なく自分で飲み干す。空になった缶かんをゴミ箱に捨てた。

「さて」

　約束も済んだし、そろそろ一番の問題を片付けるとしようか。

　迷いはもうない。

　桔梗院さんに励まされたおかげで、覚かく悟ごは決まった。

　ギリエルくんにあれだけ偉えらそうに説教したんだ、僕だってもう、情けないままじゃいられない。

　さあ。

　ちょっと出来が良すぎる妹のところに行こうじゃないか。







　墓地のそばにある休きゆう憩けい所じよ。栗栖ちゃんはそこのベンチに一人で座すわっていた。お墓の掃そう除じはもう終わったらしく、近くにゴミ袋がまとまっていた。

　僕に気づいた栗栖ちゃんは、立ち上がって手を振ってくれた。

「お兄ちゃん。どうしたんですか？　デュエルとやらはもう終わったんですか？」

「うん。まあそんなとこ。信子さんは？」

「信子さんなら、トイレを借りにお寺の方に行ってます。この辺って、そこにしかトイレがないそうで」

　信子さん――か。

　思えば、栗栖ちゃんはずっと、信子さんのことを信子さんと呼んでいた。

　他人行儀に――そう呼んでいた。

「栗栖ちゃん」

　紅く莉り亜あちゃんとは呼ばない。普ふ段だん通りの呼び名で続ける。

　前置きなんかいらない。

　一週間近く、ずっと前置きしてきたのだから。

　このセリフを言うのは、少し遅すぎたぐらいだ。




「どうしてお婆ばあちゃんって呼ばないんだよ……」




「……え」

　唐とう突とつ過ぎる僕の発言に、栗栖ちゃんは目を見開き、言葉を失った。

「お婆ちゃんなんでしょ。あの人は、栗栖ちゃんのお婆ちゃんなんだよね？」

「それ、は……」

　栗栖ちゃんは、裏切られたような表情になる。

　どうしてですか？

　なんで今いま更さらそんなことを言うんですか？

　籠島先せん輩ぱいはわかってくれてたんじゃないんですか？

　私の気持ちを尊重してくれるんじゃないんですか？

　そんな彼かの女じよの心の叫さけびが、聞こえてくるようだった。

「だって、だって……」

「名乗り出ればいいじゃないか。私はお婆ちゃんの孫です、って、堂々と名乗り出ればいいんだよ」

「か、籠島先輩に、関係ないですっ！」

　栗栖ちゃんは声を張り上げて――僕を拒きよ絶ぜつした。

　関係ない。

　やはりその言葉は胸に突き刺さる。

「……確かに僕には関係ないよ。だけど、言いたいことは言わせてよ」

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　もう覚悟は決まっている。

「籠島先輩は……私が、どういう女か知らないから、そういうことを言えるんです……。私が今までどういう風に生きてきたか、知らないから……」

　お父さんをまるで人生の汚お点てんのように扱ってしまったこと。

　栗栖ママから聞いた、彼女が感じている後ろめたさ。

　もしかしたら、それ以外にもなにかあるかもしれない。まだ僕が知らない、重大な理由があるのかもしれない。

　それでも――僕は言う。

「知らないよ。栗栖ちゃんがどういう風に生きてきたかなんて、僕は知らない。だってきみはなにも言ってくれないからね」

　相手が言えないことや言いたくないことは、無理に聞こうとは思わない。

　それが僕の主義。僕はそうやって人と接してきた。

　間違っていたとは思わない――けれど、例外はあるのかもしれない。

　無理をした方がいい場合も、あるのかもしれない。

　栗栖ちゃん。

　きみはずっと、『線』を引いていたね。どんなに仲良くなっても、常に一歩引いていて、線の内側にいたよね。

　いいよ。それがきみの生き方だというなら、それはそれで構わない。でも、そっちから来ないなら、僕から行くよ。

　きみが一歩引いているなら、僕が一歩踏ふみ込むだけだ。

「どんな理由があっても、お婆ちゃんをお婆ちゃんって呼んじゃいけない理由なんてないと思う」

「……余計なことは言わないでくださいっ！」

　こちらを睨みつけ、絶叫するように言う。

「私は……私はこれでいいんです！　なんにも知らないくせに偉そうなこと言わないでくださいっ！」

「……ははっ。なんだ栗栖ちゃん。そんな顔、できたんだ。そんな声、出だせたんだ」

　つい、場違いにも笑ってしまった。

　本気で怒っている彼女も、本気で叫んでいる彼女も、僕は初めて見た。

　やっと彼女が――僕にぶつかってくれた。

　そのことが、なんだか無む性しように嬉うれしい。

「悪いけど、偉そうなこと言わせてもらうよ。きみの出身がどこの国かは知らないけど、ここは年功序列の国、日本だ。先せん輩ぱいっていうのは、ただそれだけで偉いんだよ」

　だから――たまには先輩らしいことをしよう。

　後こう輩はいの悩み事に、お節介に首を突っ込んでやろう。

「……私には、あの人をお婆ちゃんって呼ぶ資格なんてないんですっ！」

　栗栖ちゃんは叩きつけるように叫び、唇くちびるをぎゅっと噛み締めた。目尻には涙なみだが浮かんでいる。

「……これでいいんです。この町に栗栖信子さんが――パパの母親が生きていることはこの町に来たときから知ってました。でも、会いには行きませんでしたし、ずっと会わないようにしてきました……どんな顔して会えばいいのか、わからなかったから……」

「つまり、これからもこのまま、名乗らずにいるってこと？」

「はい」

「だったら――」

　僕ぼくは言う。

「だったらなんで何回も遊びに行ったりしてるんだよ！」

「……っ」

「本当に他人のままでいたいなら、仲良くなったりしなければいいのに……」

　数日前。偶ぐう然ぜん出会った、栗栖ちゃんと信子さん。

　本当ならば、ただすれ違うだけで終わる関係だったはずだろう。

　だけど栗栖ちゃんは、すれ違いにはしなかった。

　すれ違わずに――出会ったのだ。

「……遊びたかったんだよね。お婆ちゃんと一いつ緒しよに、遊びたかっただけなんだよね」

「私は……」

　今にも泣き出しそうな彼女に、僕は言う。

「甘えたかったら甘えればいいじゃないか。一いつ生しよう懸けん命めい言い訳並べてないで、素す直なおになればいいんだよ」

「……怖こわいん、です」

　栗栖ちゃんは言った。

　ボロボロと涙を流しながら。

「私が孫だってわかったら……信子さん、私のこと憎んだりしないでしょうか？　パパを殺したママと私を、まとめて恨んだりしないでしょうか？　忘れかけてた傷を、もう一度掘り起こしてしまうんじゃないでしょうか……？」

「考えすぎだよ」

　僕は苦く笑しよう気味に言って、ぽんっと彼女の頭に手を置く。

「あのね、栗栖ちゃん。きみはお婆ちゃんという存在をなにもわかってない。お婆ちゃんっていうのはね、孫がかわいくてかわいくて仕方ない生き物なんだよ？」

「……なんですか、それ」

「だからきっと大丈夫だよ。なんとかなるって」

「適当ですね」

「僕だからね」

「……あはは。先輩らしいです」

　栗栖ちゃんは、ようやく笑みを取り戻してくれた。目に涙は溢あふれているが、なにか吹っ切れたような、晴れ晴れとした笑え顔がおである。

　そこで、ようやく信子さんが帰ってきた。

「ん？　あれ。なんだい、お兄ちゃんも来たのかい？」

「通りすがっただけですよ。他に用事があるので、もう行きます」

　僕は信子さんの脇わきを通り過ぎる。

　言いたかったことは全部言った。もうここに留まる理由はない。というより、いない方がいいだろう。

　家族水入らず。二人っきりにさせてあげるべきだ。

　……まあ、とは言え、事の顛末が気になってしょうがないので、僕はこっそりとそこらの木の陰に隠れて、二人を見守ることにした。

　ここはさっといなくなるのがかっこいいとは思うけれど、気になるもんは気になるのだ。

　妹を見守るお兄ちゃんのような心境である。

「の、信子さん……」

　ずっと黙だまっていた栗栖ちゃんが、意を決したように口を開いた。

「綾あや取とり、しませんか？」

「うん？　どうしたんだい、急に。まあ、構わないけどさ」

　信子さんは栗栖ちゃんと並んでベンチに座る。

　そして、二人綾取りが始まった。

　交互に紐ひもを取り合い、複雑な形を創造していく。

「……私、綾取りは、ママから教わったんです」

　やがて、栗栖ちゃんは言った。

「ママは、パパから教わったって言ってました」

「へえ。そうかい」

「パパは、パパのママから教わったそうです」

「ふぅん。つまり、それはお嬢じようちゃんのお婆ちゃんってことだね」

「はい。そうです」栗栖ちゃんは、少し言葉を溜めた。「……私のパパは、私が生まれたときにはもう亡なくなってて……だから、パパに直接教わったわけじゃないんです」

「そうなのかい……」

「パパは、私のママと、ママのお腹なかの中にいた私を守って――死んだそうです」

「……お嬢ちゃん？」

　信子さんが怪け訝げんそうな表情になる。栗栖ちゃんの表情に、不安や葛藤という感情が全すべて出てしまっているからだろう。

　瞳ひとみからは、また涙が溢れ始めていた。

「……こんなこと、言っても、信じてもらえないかもしれないですけど、信じられるはずがないと思いますけど――」

　綾取りをする手が止まった。紐が解けて、図形は消える。

　どれだけ複雑な図形が描けようとも――どれだけ複雑に糸がからみ合っていようとも、綾取りの紐は、ただの輪っかになった紐だ。

　解いてさえしまえば、意外とシンプルなものである。

「私は、あなたの孫なんです……！」

　栗栖ちゃんは言った。

「信子さんの息子むすこの徹とおるさんが、私のパパなんです！　パパとママが結ばれて私が生まれました！　私の名前は、栗栖＝クリムゾン＝紅莉亜って言います！　事情があって、向こうでは栗栖っていうファミリーネームは名乗れなかったけれど、でも、私もママも、自分達たちのファミリーネームは栗栖だって心に決めてました！」

　少女の口からは、堪こらえていた想いが堰を切ったように溢れ出していた。

「だから……だからっ、信子さんは、私のお婆ちゃんなんですっ！　お婆ちゃん……なんです……」

　栗栖ちゃんは、滂ぼう沱だとなって溢れる涙と共に、全てを吐き出した。

　よく言ったね、と僕は心の中で彼女の勇気を褒め称える。

　さあ、問題はここから……なのかもしれないけれど、僕は正直、全く心配していなかった。

　たぶんだけれど――信子さんだって、栗栖ちゃんが自分の孫だという事実に、すでに気づいていると思う。

　きっと、栗栖ちゃんから言い出すのを待っていたはずだ。

　なんたって栗栖ちゃんは本当の孫なのだから。

　お婆ちゃんが、自分の孫に気づかないはずがな――




「え、マジで？」




　と、信子さんは言った。

　思いっきり不思議そうな表情をしている。ぽかーんって感じだ。

　…………。

『マジ』という言葉は最近生まれたものではなく、実は江戸時代から存在している。だから若者限定の言葉というわけではないし、それにもうずいぶんと前から世間に流布している気もするから、信子さんぐらいの年ねん齢れいの人が『マジ』という単語を使ってもおかしいとは言い切れないけど――じゃなくて。

　ちょっと待って。ちょっと待ってよ信子さん……。

「ええ？　マジでお嬢ちゃんが、私の孫なのかい？　本当に？　ドッキリとかじゃないだろうね？」

「は、はい」

「はあ、へえー……」

　信子さんは驚おどろいたような感心したような、なんとも言えない表情になっていた。

「いやー、なんて言ったらいいんだろうねえ……。とにかくびっくりだよ。危うくぽっくり逝いっちまうところだった……」

「ええっ!?　ご、ごめんなさいっ！」

「あっはっは。冗じよう談だんだよ。そんなやわな心臓はしてないさ。でも、お嬢ちゃんは冗談じゃないんだろう？」

　問いかける信子さんに、栗栖ちゃんは小さく頷いた。「うーん。そうだねえ」と、信子さんは考えこむ。

「うちの馬ば鹿か息子むすこが、行方ゆくえ不明になってるときにこさえた娘むすめってことか……。いきなりそんなこと言われても、ピンと来ないってのが本音かねえ」

「そう……ですよね。すみません」

「いや、謝らなくたっていいさ。いやー、しかしどうしたもんかねえ……」

　信子さんは頬ほおにしわを刻んで、困ったように笑う。

「お嬢ちゃんが本当に私の孫かどうかは、確かめようもないし、確かめたいとも思わないけどさ……でも、私はお嬢ちゃんのことが好きだよ」

「え？」

「お嬢ちゃんは、私のこと、好きかい？」

「は、はい」

「じゃあ、それでいいじゃないか」

　お年寄りらしくない爽やかな笑えみを浮かべ、信子さんは膝ひざを叩いた。

「血が繋つながってるとか繋がってないとか、そんな細かいことは気にせずに、これからも仲良くしようじゃないか。私はいつでもあの家にいるから、いつでも遊びにおいで」

「……はい！」

　栗栖ちゃんは元気よく頷き、とても嬉しそうに笑った。

「あ、あの……それで、一つだけお願いがあるんですけど……」

「なんだい？」

「お婆ちゃんって、呼んでもいいでしょうか……？」

「なんだ、そんなことかい。構わないよ。好きなように呼びな。それじゃあ、私もこれからは、紅莉亜って名前で呼ぼうかね」

　そして信子さんは、ポケットからハンカチを取り出した。

「まったく、涙でせっかくのベッピンさんが台無しじゃないか。そこ、上ってった寺にトイレがあるから、顔を洗っといで」

「はい、ありがとうございます。の――お婆ちゃん！」

　栗栖ちゃんはハンカチを受け取ると、元気なステップで駆けて行った。

　一人残った信子さんは、やんわりと苦笑する。お婆ちゃんらしい温かい笑顔だった。







　僕はそっと木の陰から出て、信子さんの下へと歩く。

「信子さん」

「あれ。なんだいお兄ちゃん、まだいたのかい？」

「どうして嘘うそをついたんですか？」

　僕は言う。

「本当は、彼女が自分の孫だって気づいてましたよね？」

　信子さんは大きく目を見張り、その後、訝るように目を細めた。

「……どうしてそう思うんだい？」

「勘かん、みたいなものですよ。いや、勘っていうよりは願望ですかね。信子さんが全部わかってたって方が、いい話っぽくて好みなんですよ」

「はあ？　なんだい、そりゃ」

　拍ひよう子し抜ぬけだとばかりに苦笑する信子さん。

「まあ一応、根拠がないわけでもないです」

　と言って、僕は栗栖ちゃんが置いていった綾取りの紐に視線を移した。

「信子さんが僕らに声をかけてくれたのって、確か栗栖ちゃんが僕に綾取りを教えているときでしたよね？」

　栗栖ちゃんが母親を経由して、父親から教わった綾取り。

　信子さんが息子に教えたという綾取り。

「僕は綾取りができないからわからないんですけど、もしかしたら、栗栖ちゃんの綾取りの仕方に、なにか『クセ』みたいなものがあったんじゃないですか？」

　それが気になって、信子さんは僕らに声をかけて来たんじゃないだろうか。

　僕の推理を聞いた信子さんは、探偵に真相を言い当てられた犯人の如く観念――することはなく、

「はあ？　全然違ちがうよ」

　と言った。

　……あれえ？

「え、えっと……違うんですか？　綾取りに信子さん特有のクセがあったとか、この地方限定の技わざがあったとか」

「そんなのあるわけないだろう？　仮にそんなのがあったとして、だ。このババアの目ン玉で、遠くから綾取りの細かいところまで見えるわけないだろう？」

「…………」

　そりゃそうだ。

　ってことは……僕の推理、完全に外れじゃん。

　うわ、恥はずかしいぃ……。

「お兄ちゃん達に声をかけたのは、見えちまったからだよ」

　信子さんは、ため息混じりに言った。

「あの日、私は別に墓参りに来たわけじゃないんだよ。寺の坊さんに用があって、この近くの道を歩いてただけさ。そしたら――見えちまったんだよ。うちの墓の前で熱心に手を合わせてる、見たこともないお嬢ちゃんがね」

　そのときすでに、見られていたということか。

　手先の細かいところまでは見えなくても、お墓の位置ぐらいはわかったらしい。

「それで気になって声をかけたってわけさ」

「彼女が孫だってわかってたから、声をかけたってことですか？」

「そうだったら面おも白しろいねえ、って考えちまっただけさ。老い先短いババアに、もしかしたら神様がプレゼントを用意したのかもしれないってね」

　皮肉げに微笑ほほえみ、それから、呆あきれたような口調で続ける。

「だいたい、お兄ちゃんと兄きよう妹だいっていうのは、いくらなんでも無理があるだろう。顔が似てないにも程ほどがあるし、演技も下手すぎだ」

「う……」

　返す言葉もない。凄すさまじく雑な誤ご魔ま化かし方をしてたからな、僕ら。

　あんなその場しのぎの設定で誤魔化せるのは、相当鈍感な奴やつだけだろう。

「それに――お嬢ちゃんがお前さんを見る目は、兄貴を見る目じゃなかったさ」

「え……？」

「あー、いや、なんでもないよ。こりゃ余計なお世話だったね」

「……でも、信子さん。それなら、どうしてさっき『え、マジで？』なんて言ったんですか？　素直に、わかってたって言えばよかったじゃないですか」

「人間、年取ると性格がひん曲がっちまうのさ。感動の再会っていうのかい？　そういうのがこっ恥ずかしくなっちまってね」

　結局、ただ恥ずかしかっただけなのだろうか。

　本当に、ひねたお婆ばあちゃんである。

「……にしても、徹の娘、か」

　信子さんは遠くを見るように目を細め、小さく言葉を零こぼした。

「十五年前は、息子がどこでなにやって死んだのか、気になって気になって仕方がなかったんだけどねえ……。今となっちゃ、そんなもんはどうだっていいさ」

　どうだっていい。

　実の息子の死因をそんな風に言えるようになるまで、この人はどれだけのことを経験してきたのだろうか。

　いろいろあったのだろう。

　言葉にしてしまえば、その一言で済んでしまうけれど、言葉では表現できない苦悩や葛藤があったはずだ。

「あの子が、紅莉亜がどこでどうやって育ったとか、あの子の母親がどこのどいつだとか……そんなこともどうでもいい。どういうわけか、今はただ――嬉しいんだよ。年なんだろうねえ、もう細かいことはどうでもいいんだ」

「…………」

「徹はどっかの女を愛して、そんでもって娘まで作ってたのか……。それが、あんな立派に育って……」

　信子さんは膝の上で両手を合わせ、ぎゅっと強く握にぎっていた。下を向いているため、僕には表情がわからない。

　ただ、握った両手には、ぽたりと一つ雫が落ちた。

「よかったぁ……、本当によかった……」

　その一言には、様々な想いが込められているように感じた。

　幾重にも重なった複雑な想いが、何十年もの年月を経て――その上でこの人は、よかった、と言ったのだ。

　恨むことも憎むこともなく。

　ただひたすらに、喜んでいた。

「信子さん……」

「ん？　……あっはっは。いやー、まいったね、年取ると涙るい腺せんが緩くなってさ。やれやれ困ったもんだ――って、お兄ちゃん？」

「よがっだでずねえ……」

「なんであんたの方が大泣きしてんだよ……」

　号泣する僕を白い目で見る信子さん。涙の方はすっかりと乾いていた。

　うう、駄だ目めだ。感動して涙が止まらない。

　僕って、こいういうの弱いんだよなあ。

　信子さんは深々とため息をつき、

「本当に変な男だねえ、あんたは」

　と、呆れたように微笑んだ。







　信子さんと別れ、僕は栗栖ちゃんと共に家路についた。夕日に照らされる住宅街を、二人で並んで歩いている。

　結果としてなにが変わったわけでもないし、なにかが解決したわけでもないのかもしれないけれど、それでも隣となりを歩く栗栖ちゃんは、すっきりとした表情をしていた。

　なんとなく、一段落着いた感じがする。

　栗栖ちゃんとの同棲生活を締しめくくるに当たって、もう僕が思い残すことはない。

「そろそろ、お母さん、旅行から帰ってきてるかな？」

　歩きながら尋たずねると、栗栖ちゃんはぎくりと身を強張らせた。

「え、ええっと……、本当は今日帰って来る予定だったんですけど、なんか、いろいろと長引いてるみたいで……」

「そうなの？　旅行先のストとか？」

「そ、そんな感じです！」

　ふーむ。最近流行はやってるのかな、ストライキ。

「だから、もうしばらく泊とめていただけたら嬉し――あ」

　と。

　栗栖ちゃんはそこで、言葉と歩みを止めた。

「どうしたの？」

　振ふり返ると、彼かの女じよは目を閉じていた。口まで閉じて、集中している。なにかを感じ取っているようにも見えるし、意識を自分の内側に向けているようにも見えた。

「……戻もどった」

　目を開いて呟つぶやき、それからくるりと僕ぼくの方を向いて、

「戻ったっ！　戻った戻った、戻りましたよ籠島先せん輩ぱいっ！」

　僕の手を握り、ぴょんぴょんと嬉うれしそうに跳ねた。

　戻った？　なんの話だろう。

「あ、もしかして、お母さんが旅行から戻ったって意味？」

「え、あ、はい、そうです！　うわー、やったやったやったーっ！」

　栗栖ちゃんはまるで本来の自分を取り戻したかのように歓かん喜きしていた。よっぽどお母さんが帰ってきたことが嬉しいらしい。

「はぁー、よかったぁ……。あー、こうやって大気に満ちる力を感じるのも、すっごく久しぶりな気がす――」

　途と端たん、満面の笑みを浮かべていた栗栖ちゃんの表情が凍った。

　数秒後、

「――ってえええええええええ!?」

　と、悲鳴にも似た叫さけびが上がった。

「な、なにこの魔ま力りよくっ!?　なんでギリエスターク・ディーファ・リクイオ・ソレルが、この町に!?　ていうかなんでこっちの世界に!?　そしてこれ、戦ってるのは桔梗院先せん輩ぱい!?　しかも、玉音さんも一いつ緒しよで、この力は、九尾びの狐きつねの力っ!?　え、え、え、えええ!?　それで、ギリエルのこの力は、もしかして賢けん者じやの石ぃ!?　え、どうやってあの石を手に入れて、ええええ!?　いったいなにがどうなってこんなことになってるの!?」

　頭を抱かかえてパニックに陥る栗栖ちゃん。

　魔力。九尾の狐。賢者の石。

　……中二だなあ。

　この一週間はすっかりと身を潜めていたけれど、ここに来て溜りに溜まっていた欲求が爆発してしまったようである。

　中二病全開だ。

「す、すいませんっ。籠島先輩！　私、行かなくちゃ！」

「え。どこに？」

「どこって……えっと、えーっと」

　栗栖ちゃんは困った顔になった。視線をあちこちに泳がせた後――胸を張り、堂々と言い切る。

「世界救ってきます！」

　僕は、つい笑ってしまう。

　あまりの中二っぽさに、あまりの幼よう稚ちさに、あまりの子供っぽさに。

　そして――あまりのかっこよさに。

「オッケー。行ってらっしゃい」

「行ってきます！」

「あんまり遅おそくならずに帰って来るんだよ」

「はいっ！」

　栗栖ちゃんは大きく頷うなずき、そして、気がついたらいなくなっていた。

　ふと空を見上げると、茜色の空を、なにかが猛スピードで飛んでいった。

　鳥か、飛行機か、スーパーマンか、それとも――魔ま法ほう使つかいか。

　まあ、たぶん鳥だろう。







　そんな風に栗栖ちゃんと別れた場所は、元そよ風公園の近くだった。

　遊具が撤てつ去きよされてしまった空虚な公園。その中には、いつかと同じように、今日も一人の少女が立っていた。
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　読よみ賀が衣え里り。彼女が、先日と寸分違わぬ位置で直立していた。

　……どうしよっかなー。

　こないだは意外とトークが盛り上がらなくって微び妙みような空気になっちゃったし、今日はスルーしとこうかな。どうも気難しい子のようだから、あんまり馴なれ馴れしくしちゃうと嫌きらわれちゃうかもしれないし――

　そんな風に迷っているときだった。

　がくっと、読賀さんの膝が崩くずれた。

「――え」

　目を凝らして見ると、読賀さんの顔色はかなり悪かった。真っ青だ。ただでさえ病的に肌が白いため、もはや死人のようにしか見えない。

　息も荒い。片手で胸を押さえながら、短く浅い呼吸を繰くり返かえしている。

　ただ、それでも、彼女は無表情のままだった。

「読賀さん！」

　公園に侵しん入にゆうし、彼女に駆かけ寄よった。

「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「籠島――諦あきら」

　読賀さんは僕を見上げ、淡たん々たんと呟いた。

　あくまで淡々と。

「胸が苦しいの？　大丈夫、立てる？　救急車呼ぼうか？　それとも、もしかしてなにか持病でもあるの……？」

「放っておいてください……」

　僕の手を振り払い、彼女は何事もなかったかのようにすくりと立ち上がる。無表情を保っていたが、やはり息は荒い。かなり辛そうだ。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫です。全身が引き裂かれるように痛み、脳が沸騰しそうな程に熱いですが、全く問題ありません」

「……ねえ、いったいなにをしてるの？」

「無理をしています」

　読賀さんは言った。

「私は――無理をしなければなりません。所しよ詮せんレプリカでしかない私では、こうやって無理をしなければ――『力』を使うことができません」

「力……？　え、なに、どういうこと？」

「今回の私の役割は――座標軸の固定」

　虚空に視線を固定しながら、ブツブツと独り言のように呟く。

「異なる世界にいるオリジナルをこの世界に導くために――不安定で強大過ぎる彼女の力を補助するために――こちら側から道標となるように『力』を発動する。オリジナルと比べれば、劣化コピーとしか言えない脆弱な力を以てして――オリジナルの覚醒を促す」

　彼女オリジナルと私レプリカの二人がかりで、次元をこじ開ける。

　無機質な瞳ひとみのまま、淡々と確かく認にん作業のようにそう呟いた。

「……なに言ってるの読賀さん？　力ってなんのこと？」

「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》」

「……ブックマーカー？　栞しおりのこと……？」

　ブックマーカーというのは、栞の英訳。

　栞――織おり野の栞。

　織野さんの名前は――栞という。

　ただの、偶ぐう然ぜんだろうけど。

「――げふっ、げふっ」

　口元を押さえながら、読賀さんはさっきと同じように膝から崩れた。

　僕は反射的に彼女を抱き止める。

「読賀さんっ！　と、とにかくやめなよ！」

　辛そうな彼女が見ていられなくて叫んでしまう。

　しかし彼女は、僕なんか相手にしない。虚うつろな視線は別のとこを見ている。

　ここではないどこかを――この世界ではないどこかを。

「自分が……嫌いやに、なります……劣化コピーである自分が、惨めで仕方がない」

　腕うでの中で、か細い声でうわ言のように囁ささやく。

「ここまで無理を押して――オリジナルの十分の一以下……」

「…………」

「けれど泣き言は言ってられません。オリジナルの完成は――ご主人様の悲願」

「マスター……」

　カイのためなの？

　そんなに苦しい思いをしているのはカイのためだっていうの？

　読賀さんは僕に体を預けたまま、ゆっくりと右手を掲げた。空を鷲わし掴づかみにするように手を伸のばし、ぴたりと固定する。

「――ＧＫ１ＦＳＢＨ９８８９Ｆ３５ＶＫＨＷＶＳＪＢＵ３４６Ｈ８５７５４９４ＳＮＪＨＢＢＫＤ３７１９ＹＩＯ３７９ＫＦＭ８２９ＦＪＢＳ３８２９１ＵＳＢＦＯＷ３９１０ＥＶＮＶ４７ＯＫ２８１９ＺＫＩＮＦＬＳＮＶＯＳＦ６ＮＳ８３９ＲＦＩＶＮＳＲＯＶＮＪＳＰＲＪＳＲＩＢＳＫＲＨ３９２８２ＫＦ９１ＶＪＮＦＩＧＶＮＬＷＯ８２７２９５ＫＤ２５５ＨＤ７２１ＫＱＰＶＫＩ３２１ＳＮ４５６ＦＶＩＳＵ――」

　読賀さんはまるで壊こわれた人形のように、意味不明な言葉を呟き続けた。顔のパーツがほとんど動かない無表情なのに、唇くちびるだけが異様な速度で動いていた。

　ひどく不気味だった。人間らしさがまるで感じ取れない。胸に本能的な恐きよう怖ふが芽生え、僕は身動き一つ取れなくなる。

「――ＡＯＩＶ３ＦＨ８９１６ＡＬＯ――終しゆう了りよう……です」

　永遠とも思われた、長い長い呪じゆ文もんが終わると、読賀さんは掲げていた右手を下ろした。

　僕の腕を振り払い、一人で立ち上がる。

「これで――私に残された役割は、あと、一つだけ。それが……最後の一つ」

　蒼白な表情で呟き、ふらふらとおぼつかない足取りで歩いて行く。

「ま、待ってよ！」

　僕はたまらず声をかけた。

「大丈夫、なの？」

「大丈夫です――おそらく夏風邪ですので、家に帰って暖かくして寝ねてれば治ります」

「な、夏風邪……？　じゃあ、さっき言ってたのはなに？　ブックマーカーとか、オリジナルとか……」

「熱で頭がぼーっとしていたため、意味不明な妄もう言げんを吐はいてしまいました。申し訳ありません。忘れてください」

「…………」

　さすがに信じられない。人の話は基本的に信じる僕でも、明らかに嘘うそだとわかった。けれど彼女が発する危うい空気のため、なにも追求できなくなる。

「それと――抱き止めていただき、ありがとうございました」

　読賀さんはくるりと踵を返す。

「できたら、今から十二秒後に落ちてくる彼女のことも――抱き止めてあげてください」

「え？」

「それはあなたの役目でしょう」

　そんな言葉を残し、読賀さんは去っていった。

　残された僕は途と方ほうに暮れ、その場に立ち尽つくした。結局、最初から最後まで読賀さんは謎なぞだらけだった。

　不思議ちゃん、で片付けられる話なのだろうか、これは……？

　と。

　僕が十秒ぐらい考えていると、

「きゃあああああ――っ！」

　頭上から声がした。上を向いたその瞬しゆん間かん――

「う、うわああ！」

　僕は空から振って来た何者かに押しつぶされた。一応、体は反射的に抱き止めようと動いたようだけれど、僕の腕わん力りよくでは人間一人を受け止めることは不可能だった。

　僕はその人物と二人で、ゴロゴロと地面を転がる。僕が下敷きになったところで回転が止まり、その人物に馬乗りされた体勢になってしまう。

　誰だれだよまったく……と思いながら、その人をどけようと右手を伸ばす。と、なにか柔やわらかい物に触ふれた。なんだか幸せな揉み心地がする。その物体の正体を確かめるべく、僕は何度もそれを揉んでみた。

「んっ。か、籠島くん……？」

　馴染みのある声。はっとして顔を上げる。

「……織野さん？」

　僕に馬乗りになっていたのは、織野さんだった。つまり、いきなり空から振って来たのは織野さんだったということか。

　……ということは、まさか、今僕の右手が揉んでいるのは――

　血の気が引くような恐怖と血気盛んになる興奮を感じつつ、視線を右手に移す。

　そこにあったのは――二の腕だった。

　夏らしい半袖によってむき出だしになった二の腕。余計な脂肪は一いつ切さいなく、かと言って筋肉質過ぎるということもなく。ぷにぷにしていて実にさわり心地がよかった。

　……って二の腕かよ。

　くそ、空気読めよ、僕の右腕。ここはどさくさに紛れておっぱいだろ、普ふ通つう。

　はあ……。まあいいや、せっかくだし、記念に揉んどくか。

　もみもみ。

「……籠島くん？　いつまで揉んでるの？」

　マウントポジションを取っている織野さんから、殺気の籠こもった声が振って来た。

「わあ！　ご、ごめん、つい！」

「ついって」

「せっかくだったから」

「なにがせっかくなのよ」

「いや、ほら、よく言うじゃん。女子の二の腕は胸と同じ柔らかさだって」

「そんな変なこと考えながら揉んでたの!?」

「うん。ごめん。反省してる。織野さんが怒るのももっともだよ」

「ま、まあ、わかってるならいいけど……。事故だったし、二の腕ちょっと触さわられただけだし……。で、でも、二の腕だって、あんな風に揉まれたら、ちょっとは恥はずかしいんだから――」

「織野さんの胸はきっとこんなもんじゃないよね。同等に扱ってごめん」

「そこを謝ってたの!?」

　そんなやり取りをしつつ、織野さんは僕の上から降りた。私服である。薄うすい半袖のシャツに、ひざ上の短いスカート。頭にはキャスケット帽が乗っている。いかにも旅行風というファッションだ。

「織野さん……いつの間に帰ってきたの？　ストライキはなんとかなったの？」

「あ、う、うん！　な、なんとかなった！」

「そう、それはよかったね。……で、なんでいきなり僕にぶつかって来たの？」

　尋ねると、織野さんはものすごく困った顔になった。かなり焦あせった様子で、理由の説明を始める。

「えっと……それは、その……、りょ、旅行帰りでテンションがちょっとハイになってて、それで籠島くんを見つけちゃったから、抱きついちゃったぁ……？」

　なんだその理由……。

　織野さんってそんなキャラだっけかな？

「ほ、ほら！　私、外国行ってたから！　そこの国じゃ、このくらいオーバーに挨あい拶さつしてたのよ！」

「あー、そっか。外国の挨拶って、いろいろあるもんね」

「そうそう。ところで籠島くんは、こんなところでなにしてたの？」

　織野さんは唐とう突とつに話を変えた。すごい勢いで話を逸らされた気がするが、まあ気のせいだろう。

「僕は……特になにしてたってわけでもないよ。ただ、読賀さんを見かけたから、ここに来ただけで」

「読賀さん？」

　あ、そうか。織野さんは知らないのか。妹のオシリちゃんとは、一度一いつ緒しよに会ってるんだけど、あのときオシリちゃんは寝てたからな。お姉ちゃんに読賀さんの情報が伝わるはずがない。

「読賀さんっていうのは、カイの友達だよ」

「カイ……」

　ふと、織野さんの表情が沈む。

「カイって、篠しの瀬せくんのことよね。籠島くんの、幼おさな馴な染じみの」

「うん、どうかしたの？」

「私……篠瀬くんと――旅行先で会ったんだ」

　旅行先でカイと会った？

「へえ……。ああ、でもそういえば、カイも旅行に出かけてるって話だったね。そっかそっか、すごい偶然だね」

「……うん。それで私、実は、今の今まで篠瀬くんと一緒にいたの。彼かれが帰り方を教えてくれたおかげで、ここに帰ってこられた……」

　帰り方。ふむ。飛行機の乗り方とかだろうか。

「籠島くん、篠瀬くんって何者なの？」

　織野さんは怖こわいぐらいに真しん剣けんにそう言った。

「さあ。僕は知らないよ」

「知らないの？　幼馴染み、なんだよね？」

「うん」

　僕は迷わず頷く。

「よくわかんない奴やつだけどさ、でも、大切な友達だよ」

　織野さんは納なつ得とくいかない顔をしていたが、これ以上の説明は僕には不可能である。

　カイは友達。

　それだけわかってれば、僕にとっては十分過ぎるくらいだ。

「だけど……どうして篠瀬くんは、私のこと……」

　織野さんは思いつめた表情になり、考えこんでしまう。

　しかしすぐに、「あ、そうだ」と顔を上げた。

　がしっと僕の両りよう肩かたを掴む。かなり必死な様子だった。

「籠島くん。栗栖ちゃんと、なにがどうなってるの？」

「…………」

　やばい、すっかり忘れてた。

　先送りにしてた問題が今になって襲いかかってきた。

「なんで栗栖ちゃんに『お兄ちゃん』なんて呼ばせてるの？　なんでお風ふ呂ろに入ってるの？　なんで一緒に暮らしてるの？」

　怖えー……。

　織野さん、怖えー。

「い、いや、織野さん。今はその話じゃないでしょ？　僕の幼馴染みの正体がどうっていう話だったよね？」

「そんなことはどうでもいい」

　言い切っちゃったよ。

　なんだか、すごく重要そうなことがしょうもない理由であっさりと流されてしまった感があるんだが……まあ、気のせいだろう。

　ずいずいと迫せまってくる織野さんの迫力に圧倒されつつ、僕は必死になって言い訳を始めるのだった。







　懇切丁てい寧ねいに説明したおかげで、織野さんはなんとかわかってくれたようだが、しかし栗栖ちゃんとたっぷり七日も寝食を共にしたのは紛れも無い事実であるため、織野さんはどこか不服そうな表情だった。

「……ずるい」

　というのが織野さんの感想。なにがずるいんだろう？　家事全般を栗栖ちゃんにやってもらったことだろうか。

　その後、織野さんはすぐにいなくなった。旅行に関することで、まだまだメンバーとやることがあるそうだ。

　僕ぼくは一人で帰路についた。自宅に到とう着ちやくする頃ころには、もう日が暮れていた。

　もう数メートルで我わが家というところで、通りの反対側から、誰かが歩いてくるのがわかった。

　陰おん陽みよ師うじっぽい格好をした桔梗院さんである。服の汚よごれは今朝よりもだいぶ増えていて、顔に浮うかぶ疲労感もかなり増している。

　桔梗院さんの背中には、魔法使いのコスをした栗栖ちゃんがいた。

「……どうしたの？　なんで栗栖ちゃんおぶってるの？　どういう状じよう況きよう？」

「別にー」

　声をかけた僕に、桔梗院さんは面めん倒どうくさそうに応じた。背中の栗栖ちゃんはぐっすりと眠っている。僕が声をかけても起きる様子はない。

「あー、でもあんた、ちょうどよかったわ。栗栖お願い」

　そう言って、桔梗院さんは僕に栗栖ちゃんを預けた。わけがわからないまま、僕はとりあえず栗栖ちゃんをおんぶする。

「はあー、軽い軽い。栗栖にゃ悪いけど、さすがにしんどかったのよねー」

「ねえ、本当、どうしたの？」

「別に。ただ、ちょっと悪ガキを懲らしめてただけよ」

「悪ガキ？」

「まあ、そうは言っても、ほとんどあっちの自滅みたいなもんだったけどね。なにがあったんだか知らないけど、あのガキ、戦闘力が激減してたわ。戦いに迷いをいだいてるみたいだった」

「…………」

「しかも途と中ちゆうで栗栖が参戦して、いいとこは全部持ってっちゃうしねー。ったく、とんでもない新術使うのはいいけど、だからって反動ですぐに寝るなっつーの」

　皮肉げにぼやき、寝ている栗栖ちゃんの頭を軽く小突く。

「桔梗院さん、ごめん。なに言ってるのか全然わかんない」

「なんでもないわよ。こっちの話」

「ふーん。ああ、そうだ、さっき携けい帯たいのニュースで見たんだけどさ、殺生石、元に戻もどったらしいよ」

　今日の夕方、いつの間にか元の状態に戻っていたらしい。盗ぬすんだ人間が勝手に戻したのだろう、とニュースでは推測されていた。

　驚おどろかせようと企んでこんな話をしてみるが、

「あっそ。ふーん。玉音様ったら本当に仕事が早いわね」

　と、桔梗院さんの反応はかなり薄かった。というか無視だ。いきなりこの状況とは全く関係ない妹の話を始めちゃったよ。

「とにかく、栗栖のことお願いね。そのうち目覚めると思うから、それまで面倒みといてよ」

「それは構わないけど」

「んじゃ、あたしは帰って寝るわ。もう眠くて眠くてしょうがないのよ……」

　首と肩かたを回しながら、僕の横を通り過ぎようとする。

「えっと、よくわかんないけど、お疲つかれ」

　片手を上げ、ハイタッチを誘さそってみる。

　桔梗院さんは少し躊躇してから、

「……ん。本当、疲れたわ」

　と、ちょっと恥ずかしそうにタッチに応じた。

　去っていく桔梗院さんを眺ながめながら、僕は、背中の少女にも声をかける。

「お疲れ」

　すると、かわいい寝言が帰ってきた。

「……おちゅかれ、でしゅ」







エピローグ







　とりあえずソファに寝かせておいた栗くり栖すちゃんは、四時間ぐらい経たってから目を覚ました。彼かの女じよは起きるとまず、六ろく芒ぼう星せいのストラップがついた携帯でお母さんに電話した。

　当然話している内容はわからないが、電話をする栗栖ちゃんからは、なんとなく全すべてが丸く収まったような空気を感じた。

「お母さん？」

「はい。賢けん者じやの石はあるべき場所に戻され、彼も元の世界に戻り、『門ゲート』の封ふう鎖さも解かれて――じゃなくて、えっと、もう家に着いたそうです」

「そう。よかったね。これでようやく、栗栖ちゃんも家に帰れるってわけか」

　同居生活も、これで終わりか。

　そう考えるとやっぱり寂さびしくなる。

「……お兄ちゃんとの暮らしも、今日で終わりですね」

「うん。……って、もうお兄ちゃんって呼ぶ必要もないよね。信のぶ子こさんにはもうバラしちゃったわけだし」

「そうですね、なんか、クセになっちゃいました」

　栗栖ちゃんはくすりと微笑ほほえんだ。僕の方も舌っ足らずな声でお兄ちゃんと呼ばれるのは別の意味でクセになりそうだったから、ここらがやめどきだろう。

「それじゃそろそろ家に帰ろうか。もう遅おそいし、僕、送ってくよ」

「あ、え、ええっと……」

　言いい淀よどみ、俯うつむいてしまう栗栖ちゃん。胸の前でもじもじと指を絡めながら、上うわ目め遣づかいで僕を見上げる。

「も、も、もう一泊だけ、してもいいでしょうか？」

「うん？」

　首を傾かしげる僕に、栗栖ちゃんは、顔を真っ赤にして言った。

「その……今夜だけ、まだ、私のお兄ちゃんでいてくれませんか？」







　断る理由があるだろうか、いやない。

　おそらく今から家に帰るのが面倒だったとかそんな理由だろうけど、一向に構わない。一週間も寝ね泊とまりしたのだ。今いま更さら一泊増えたところでなんの問題もない。

　とは言え、もう夜も遅いから、することと言えば寝ることだけだ。最終日ということでなにか催し物をしたかったけど、今からではもう遅いだろう。

　特になにをするということもなく二人で過ごし、十一時を過ぎた頃にはパジャマに着替えて寝ることにした。

「おやすみ、紅く莉り亜あちゃん」

「おやすみなさい、お兄ちゃん」

　僕は自分の部屋へ。栗栖ちゃんはお母さんの部屋へ。

　ベッドに入り、目を閉じたその瞬間――コンコン、とドアがノックされた。

「栗栖ちゃん？」

　上半身を起こして入室を許可すると、ドアが開いた。パジャマ姿の栗栖ちゃんが、頬ほおを朱に染めていた。

「どうしたの？」

「その、こ、怖い夢を見ちゃったので、一いつ緒しよに寝てくれませんか……？」

「早くね!?」

　部屋の前で別れてからまだ、二十秒くらいしか経ってないぞ。その間に、寝て、夢を見て、起きて、それからここに来たというのか。

　のび太くんばりの寝付きの良さだな。

「……ていうか、え？　一緒に？　寝る？」

「こ、こ、怖くってもう一人じゃ眠れないんです！　お化けがいっぱい出てくるすっごく怖い夢を見ちゃったんです！　お願いしますっ！」

　そういえば栗栖ちゃん、お化けが苦手だったな。そんな怖い夢を見たのなら、眠れないというのもわからなくもない。

　ただ、今の彼女の雰ふん囲い気きからは恐きよう怖ふの感情はまるで感じない。むしろなにかを企んでいるような邪悪さが……いや、こんな風に人を疑うのはよくないな。

　しかし一緒に寝るのか……。この、狭せまいベッドで。

「ちょっと待って、今、よく考えるから……」

「お願いします」

「いや、でも……」

「お兄ちゃんは妹が怖い夢を見たら、一緒に寝てあげるものなんですっ！」

　有う無むを言わせぬ口調だった。

「それとも、今夜だけはお兄ちゃんになるっていうのは、その場しのぎの嘘だったんですか？」

「ぐ……」

「甘えたいなら甘えればいい、なんて言ってましたよね？」

「ぐぐ……」

　なんだろう、この言質を取られた感は。

　そしてなぜだろう、栗栖ちゃんが若じやつ干かん小悪あく魔ま的な笑えみを浮かべているのは。

「うん。わかったよ。怖い夢見たなら、しょうがないよね」

　やむなく承認する。すると栗栖ちゃんは「ありがとうございます」と頭を下げて、ドアを閉めた。

　……確か、女性が男性と二人きりの状態で自分からドアを閉めた場合、その行こう為いは法律上、性せい行こう為いに同意したということになるらしい。

　つまり。

　これで僕が栗栖ちゃんに襲いかかっても、それは罪にはならない……！

　……って、なにを考えてるんだ僕は。栗栖ちゃんはただ怖い夢を見たから仕方なく僕のところに来ただけなんだから、そんな邪な感情をいだいてはいけない。

　僕が悶々としている内に、栗栖ちゃんはもぞもぞとベッドに潜り込んできた。

「……えへへ」

　僕の隣となりで布団から顔を出し、嬉うれしそうにはにかむ。

「……栗栖ちゃん、本当に怖がってる？」

「こ、怖がってますよ！　ぶるぶる震ふるえてます！　あ、うっ！　か、金縛りだっ！」

「いきなりだね！」

「う、動けないっ！　金縛りにかかったのでピクリとも動けません！　これはもう、布団から出ていけませんね！」

「口、メチャクチャ流暢に動いてるけど!?」

　そしてセリフがやたらと説明的な気がする。いや、そんなことを気にしてる場合じゃない。どうしよ、金縛りってどうすれば治るんだっけ？

「待ってて！　今、こういうののプロフェッショナルっぽい桔き梗きよう院いんに電話して訊きいてみるから！」

「だ、駄だ目めですっ！」

　ベッドから飛び降りようしたところを、手を握られて制された。

「こんな時間に電話なんかしたら、桔梗院先せん輩ぱい、怒おこりますよ」

　た、確かに……。しかも今日は疲れてるっぽかったもんな。僕の電話で起こしたなんてことになったら、どんな怒いかりを買うか想像もつかない。

「私なら大だい丈じよう夫ぶです。きっと大人しくしてれば治ります」

　栗栖ちゃんがそう言うので、僕はベッドに戻り、元の体勢に戻った。

「……紅莉亜ちゃん」

「なんですか、お兄ちゃん？」

「手、いつまで握にぎってるの？」

　もうベッドに戻ったというのに栗栖ちゃんは手を離はなしてくれない。しかもいつの間にか、がっちりとホールドする形になっている。手と手が絡み合う握り方だ。

「すいません。金縛りで手も動かなくなりました」

　しれっと言う。じゃあどうやって握ったんだよ、と突っ込んではいけない。

　金縛りというのは自己申告が全てだ。本人がそう言うなら、そうなのである。

「じゃあ、握ったままになるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「仕方ないですねー。金縛りですもん」

「もし汗かいたら、ごめんね」

「それはお互たがい様です」

　繋つないだ手から、彼女の体温が伝わってくる。軽く握ると、同じように握り返してくれた。柔らかく小さな手は、とても温かかった。

　……なんていうか、ドキドキやムラムラというよりは、ただただこのシチュエーションが恥ずかしかった。

　顔の横、数十センチのところに栗栖ちゃんの顔がある。恥じらっているらしく、やはり顔は火ほ照てっていた。

　ただ栗栖ちゃんはなぜか、さっきからずっと笑みを浮かべている。

　蠱こ惑わく的で――小悪魔的な笑みを。

「……お兄ちゃん」

　栗栖ちゃんは首を回し、僕の方を向いた。顔がさらに近くなり、心臓が高鳴る。

「ありがとうございました」

「うん？　ありがとうって、なんに対して？」

「全部です。いろいろぜーんぶですっ」

　弾はずんだ声で言う栗栖ちゃんだったが、しかしすぐに、どこか悲しげな笑え顔がおになった。声のトーンが、少しばかり落ちる。

「……私、ずっと誰だれにも頼たよらないで生きていこうって思ってました。そうしなきゃいけない事情があったし、そういう生き方が強くてかっこいいとも思ってました。そう言う風に、思い込もうとしてました……」

「…………」

「でも、違ちがうんですよね。そんなの、強さでもなんでもないんですよね」

「そうだね。確かに女の子は、ちょっとぐらい甘え上手な方が、将来得すると思うよ」

「……そういう話じゃないんですけど」

「あれ、違った？」

「はあ……、もうそれでいいですよーっだ」

　少し拗すねたように言う栗栖ちゃん。

「……そろそろ、十二時を過ぎたでしょうか」

　ぽつりと栗栖ちゃんが言ったので、僕は部屋の時計を確かく認にんしてみる。

「うん、もう五分過ぎてるね」

「そうですか、それじゃ、もう終わりですね」

「終わり？　なにが？」

「籠かご島しま先せん輩ぱいをお兄ちゃんって呼ぶの、終わりです」

　今夜だけ、というのは、本当に今夜だけという意味だったらしい。

「そう言われると惜しい気がしてくるなあ。なんだったら、もうちょっと呼んでてもいいんだよ」

「駄目ですよ、もう呼びません。けじめは、しっかりとつけます」

　茶ちや化かすように微笑み、それから意味ありげな笑顔を浮かべる。

「兄きよう妹だいごっこはもうおしまいです。これからは今まで通り、そして今まで以上によろしくお願いします」

　大きな瞳ひとみで真まっ直すぐ僕を見る彼女は、なんだかとても大人びて見えた。

　僕は、妹っぽいとも妹にしたいとも思わなかった。

　一人の女子として、綺麗だな、と思った。

　結局朝まで栗栖ちゃんの金縛りは解けず、僕らは手を繋いだまま一晩を共にした。







もう一つのエピローグ　篠しの瀬せ戒かい×死の世界×？？？







　翌日、のんびりと起きて、一緒にブランチ的なものを食べて、栗くり栖すちゃんはお昼頃に自分の家に帰った。

「うーむ」

　僕は一週間前と同じようにリビングで唸うなっていた。

　目の前にあるのは、山盛りの宿題。

　完全なる手付かず。

「やばいなあ……」

　栗栖ちゃんのせいにするつもりはないけれど、結局この一週間、一いつ切さい宿題ができなかった。

　先輩としてのプライドを捨ててでも栗栖ちゃんの前で堂々とやるんだったなあ、と後こう悔かいするが、後悔先に立たずとはまさにこのことだろう。

「さあ、やろやろ。そろそろ本気出だす」

　意を決して手を伸のばすと――携帯が震えた。がくり、と崩くずれる。

　なんなんだいったい、僕は宿題をやっちゃいけない運命なのか？

　苛いら立だちを感じつつ携帯を開いた。

「――え？」







　織おり野のさんから聞いた話では、一緒に旅行した映画サークルのメンバーは、ほとんどが無事に日本に帰国することができたそうだ。

　ただ一人、斎さい条じよう睦む月つきを除いて。

　旅行先で行方ゆくえ不明になった彼かれは、未いまだに音信不通のままらしい。

　日本に帰ってきているのかどうかすら不明で、もっと言うなら、生死すら不明なのだ。

「はあ、はあ」

　家から自転車を飛ばすと、朝日公園には五分ほどで到着した。息を整えながら自転車から降りる。

　辺りを見み渡わたすと、すぐに見つけた。

　ついこないだまでカードゲームのフィールドとしていたテーブルセットに座すわっていた。座っていたと言っても、椅子ではなくテーブルの方にだ。礼儀正しい彼にしては珍めずらしいとも思ったが、同時に彼らしいとも思った。

「斎条くん……」

　僕ぼくを呼び出したのは、行方不明の彼だった。いきなり電話をかけてきて、こちらの話など一切聞かず、一方的に呼び出されたのだ。

　文句の一つでも言ってやろうと思っていた。

　今までどこでなにしてたの？　織野さん、心配してたよ。キラ子こさんも心配してるってさ。もちろん僕だって心配だったよ。もう一人で無む茶ちやしたら駄目だよ。それと、一応僕の方が年上なんだからさ。用があるんだったら呼び出すんじゃなくて自分から来てよね――とか、そんな風に行ってやるつもりだった。

　けれど、彼の姿を一目見て、そんな考えは全て吹っ飛んだ。

　ぞっとして、息を呑む。

「ど、どうしたの、その、怪け我が……」

　斎条くんの姿は、あまりにも痛々しかった。

　トレードマークと言ってもいい眼鏡はなく、代わりに左目を塞ふさぐ眼帯があった。頭には包帯が巻かれ、右足はギブスで固定されている。すぐそばには松葉杖があり、それを使ってここまで歩いてきたのだろうと思われた。

　極めつけは――左腕うで。

　最初は目の錯覚に違いないと思った。しかし少し強い風が吹いた瞬しゆん間かんに、疑惑が確信に変わった。

　彼が着ていた長袖のシャツが、大きく揺らいだ。本来なら左腕が通るはずの左袖が、まるで鯉のぼりのように宙を泳ぐ。

　ない？

　左腕が――ない？

「お久しぶりです。籠かご島しまさん」

　絶句した僕に向けて、彼はいつもと変わらぬ笑顔で微笑みかけた。

「あははっ。隻せき腕わんになったぐらいで、そんなに驚かないでくださいよ。大丈夫ですよ。そのうち、ナメック星人みたいに新しいのが生えてきますから」

「……事故なの？　それとも――」

「一応、自分で切ったんですけどね。敵から逃れるために、トカゲの尻尾切りみたいなつもりで置いてきました。命と引き換えなら、左腕の一本くらい安いものでしょう」

　なにを言っているのかわからなかった。

　あまりにも現実離れした話に、頭がまるっきりついていかない。

「ここ」と、眼帯を指す。「ここも、おしゃかになってます。完全に潰されました。眼鏡ごとね。あーあ、あの眼鏡気に入ってたんだけどなあ……」

　不自然なほどに明るい声で語り続ける。

「それにしても、眼鏡を無くして隻眼プラス隻腕か。やれやれ、僕のキャラが激変してしまいましたね。それにちょっと設定盛り過ぎかな？　隻眼と隻腕って、片方だけならかっこいいけど、両方は微び妙みようかもしれないなあ。どう思います、籠島さん？」

「……なにがあったの？」

　ふざけた質問を無視して、僕は尋たずねた。

「負けました」

　斎条くんは笑みを消した。残された右目が、僕を見据える。

「完全敗北です。完膚なきまでに叩きのめされました。心の奥おく底に敗北という二文字をデカデカと刻まれた気分です」

「負けたって……誰に……。まさか、創始者、に？　その怪我、全部そいつにやられたの？」

「違いますよ。結局、その人物には会うことすらできませんでした。この傷は、全て宇う津つ呂ろ原はらさんから受けたものです」

「宇津呂原……？」

「四人しかいないランクＳの頂点。サイコキネシスの特化型スペシヤル。現時点で機関最強の能力者……まさかあの男が創始者と繋がっていたとは思いませんでしたね。まあ、それはどうでもいい話です」

「……………」

「つまり僕は、相手の顔も見ないままに終わってしまったわけですよ。だからこその完全敗北です」

「どういう――」

「サプライズは失敗に終わりました。相手にバレているサプライズほど惨めなものはない。本当に恥はずかしい。ああ、十回は死にたい気分だ……」

　斎条くんは僕を放置して独りごちた。体は屈くつ辱じよくと恥ち辱じよくに震えている。握りしめた右拳では、握りすぎたためか血が滲にじんでいた。

　平静を装っているようだけれど、激し過ぎる感情が全身から漏れ出していた。

「つまるところ、僕は徹てつ頭とう徹てつ尾び手のひらの上で踊らされたいただけだったようです。僕という存在は、今回の策のためだけに泳がされていた。僕はただ、織野さんを異世界に連れて行くために利用されただけだ――彼かの女じよを覚醒させるために、ね」

　斎条くんは吐き捨てるように言って、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「『門ゲート』が封ふう鎖さされた瞬間に気づいたんですけど、そのときにはもう遅かったですよ。暴走して特攻して、挙句の果てがこのザマです。我ながら救いようがない」

「…………」

　言葉が出なかった。彼の発言が意味不明過ぎるというのもあるけれど、それ以上に、斎条くんが怖すぎて、身動きひとつ取れなかった。

　怖こわい。なにもかもが怖い。今の彼は、全すべてを失った人間の目をしている。

　にこやかな笑顔を振ふりまく、生意気だけどどこか憎めない斎条睦月は――もういない。

　ここにいるのは敗北者だ。

　己の無力を嫌いやというほどに思い知らされた、惨めな敗北者。

「ああ、愚ぐ痴ちっぽいこと言ってすいません。別にこんなことを言うために呼び出したわけじゃないんですよ――おっと」

　言いながら、よろよろとテーブルから立ち上がる。しかし今の彼は隻腕な上、片足はギブスだ。バランスを崩し、倒れそうになった。

　僕は手を伸ばし、慌あわてて彼を支えた。

「ありがとうございます」

　斎条くんは言った。

「そしてごめんなさい。これは単なる意趣返しであり、子供じみた嫌がらせです。最後の最後の悪あがき。いわばイタチの最後っ屁というやつですね」

　彼と僕の間で、なにかが光った。




　――ぶすり。




「は？」

　痛い、というより熱かった。胸が熱い。左胸が燃えるように熱い。

　吐き気を感じる間もなく、口から液体が溢あふれた。

　真っ赤なドロドロとした液体だった。

　赤いなあ、なんて思ってる内に、痛みが来た。想像を絶する痛み。今まで受けたどんな傷よりも痛い。激痛中の激痛。

　痛い痛い痛いいたい痛いイタい痛い痛いイタイタイタいぃ――

「いいナイフでしょう？　特別製で、外科医のメスよりもよく切れるんですよ。僕が左手を切ったのに使ったのも、このナイフです」
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　目の前にいる斎条くんの声は、ずいぶん遠くに感じた。

　左目の眼帯には赤い斑点ついていた。眼帯だけじゃない。顔にもシャツにもギブスにも、彼の体のあちこちに赤い液体が付着していた。

　ああ、なんだ。

　僕の血じゃないか。

　膝ひざが折れた。崩れる。糸が切れたように崩れる。斎条くんは普ふ通つうに避けて、支えてくれなかった。そのため思いっきり地面にぶつかった。

　痛みはなかった。早くも、痛みがなくなってきた。

　斎条くんは僕を見下ろしている。じっと見ている。まるで昆虫でも観察するように。

「ドラマとかだと、心臓を一突きする場合は、ナイフは垂直に突き刺すことが多いですよね。見栄えをよくするためにそうしていると思うんですけど、実際は、垂直に刺すと肋骨が邪じや魔まになってしまいます。だから本当は水平に刺すのがいいんですよ。そうすれば肋骨の隙すき間を滑って、少ない力でも簡単に心臓まで刃が届きます」

　ぺらぺらと雑学が披ひ露ろうされている間に、血の海ができていた。重要な血管でも切れたのか、血が馬ば鹿かみたいに溢れてくる。止まる気配がまるでない。

　左胸にはナイフが刺ささっていた。

　抜ぬかなきゃ。早く抜かなきゃ。そう思うのに、手が思うように動かない。

　あれ、でも、抜いちゃ駄目なんだっけかな。抜くと一気に血が噴ふき出すから、抜かずにそのまま病院まで運ぶのがいいって医療漫まん画がに描かいてあったような……。

　じゃあ、手が動かなくてよかったかな。

　ていうか、抜くまでもなくとんでもない量の血が、血が、血が……。

　ああ、ああ、あ――……。

　意識が薄れる。眠い。眠くてしょうがない。

　寝ねる。

　死ぬ。

　――……。

「あれ。もう死んじゃいましたか。あっさりしたもんですね。まあなんの訓練もしてない一いつ般ぱん人じんならこんなものか。死因は確認するまでもなく大量出血によるショック死でしょう。なんだなんだ、殺してみたら意外と死ぬもんですね」

　…………。

「……ってそんなはずがない。ここで終わるはずがない。死ぬはずがないんですよ。こいつは絶対死ぬはずがない」

　…………。

「どうせどこかで見てるんでしょう？　早く出てきたらどうです――神様？」







《たった一行で行わフイニツシンれるどんでん返しグストローク》







　彼と僕の間でなにかが光った。

　と、同時に、いきなり誰かが割り込んできた。

　いつの間にか、僕と彼の間に挟はさみ込まれていた。

　まるで栞しおりのように――物語に挟み込まれていた。

　白に近い灰色の髪かみと、黒に近い灰色の着流し。

「カイ……！」

　僕の幼おさな馴な染じみ、篠瀬戒だった。

　彼はひどく冷めた目をしていた。無言のまま、掴んでいた斎条くんの左手をひねり上げる。すると、なにかが地面に落ちた。細く薄うすい、氷でできたようなナイフだった。

　ナイフが落ちても、カイは手を離さなかった。細い腕に力を込め、握り締める。

　直後、枯かれ枝えだが折れるみたいな、鈍にぶい音がした。

「痛ぅっ、が、あああ……」

　斎条くんが呻き声を上げ、後ずさった。右腕は変な方向に曲がっていて、段々と腫れていく。しかし隻腕の彼には、右腕を押さえることもできない。

　折れた、のか？

　カイが、握力だけで、折ったのか？

「あ、あああ……、あ、あは、あはは、あははははははははははははははっ！」

　呻き声は、笑い声へと変わった。苦しそうな表情を浮かべているが、それでも斎条くんは笑った。狂気めいた笑い声だ。

「ようやく、その顔を拝むことができましたね」

　傷だらけの少年は語りかける。

「やはりあなたにとって、籠島諦あきらは生命線――文字通りのキーパーソン。鍵かぎであり、要だったようですね。この男を殺しにかかれば、きっとあなたが助けてくれると信じてましたよ」

　僕は二人の間で、ただ立ち尽つくした。完全に置いてけぼりを食らっている。

　話にまるでついていけない。

「織野栞しおりを促成栽培するあなたの計画には、特異点として中枢を担うこの男は絶対に必要不可欠――」

「いや」

　ようやく、カイが口を開いた。

「それは少し前までの話だ」

　その声は不自然なほどに落ち着いていた。人間味を――全く感じない。いつも穏やかな笑顔を浮かべている彼が、今日はひどく冷たい表情をしていた。




「『檻おりの死澱しおり』はすでに完成している」




　カイは言った。

「超能力の世界で育ち、陰おん陽みよう師じと妖よう怪かいに触れ、未来の技術を経験し、異世界の国を体験した。そして今回、全ての締めくくりとして次元を超越させた。用意しておいた手順は全て順当に終えた。あとは少し時間を置くだけで――『あれ』は覚醒する」

　そしてカイは、一いつ瞬しゆんだけ僕に目を向けた。

「だから籠島諦は用済みだ。こいつは――もういらない」

　遊び尽くした玩具を眺ながめるような、読み飽きた漫画を眺めるような、ぞっとするほどに冷めたくて、鋭利な瞳だった。

　ずきり、と胸が痛む。

　ナイフを刺されたわけでもないのに、引き裂かれるように痛む。

　見切られた、と感じた。

　裏切られた、と思った。

　状じよう況きようは何一つ飲み込めないのに、まるで神様に見放されたような喪失感が、僕を包み込んだ。

「――はず、だったんだけどなあ……」

　カイ目を細め、自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべた。灰色の髪にくしゃりと手を入れる。

「どうして助けちまったんだろう。籠島諦の命が失われる瞬間を見ていたら体が勝手に動いていた。見捨てようと思ってたのに、見限ろうと思ってたのに――見ていられなかった。命が消える瞬間なんて、何度も何度も見てきたというのに……」

　自分自身に問いかけるような声は、薄く、儚く、今にも消え入りそうだった。

　そんなカイの葛藤を、

「どうでもいいですよ。あなた達たちの友達ごっこなど」

　と、斎条くんの余よ裕ゆうのない声が一蹴する。

「改めて挨あい拶さつさせてください。初めまして。お目にかかれて光栄です。思っていたよりもずっと若くて驚おどろきましたよ」

「思ってもないことを言うなよ。この体はただ籠島諦に合わせてるだけだ。そのくらいはリサーチ済みだろう？」

　噛みつくように言った斎条くんに対し、カイは上から目線だった。どちらも喧けん嘩か腰ごしだが、どちらが優勢なのかは言うまでもない。

　子供と大人の喧けん嘩か、あるいは――人と神の喧嘩だ。

「僕は斎条睦月と申します。あなたのお名前は？」

「篠瀬戒、というのは、籠島諦用の名前だから、きみに名乗るべきではないのかな。我輩は猫ではないけれど、名前はまだない。誰だれも、僕に名前はつけなかった」

「あなたの開発者は――『井いノ上うえ御三家』の人間達は、名前をつけることを恐れ多いと思ったのでしょう。名付けることがあなたへの冒涜になると考えたのではありませんか？」

『井ノ上御三家』。

　どこかで聞いたことがあった。どこだっけ。確か、少し前、神かぐ楽ら井い先せん輩ぱいに届いたメールをうっかり見ちゃったときに――

「よく調べたね。きみは本当に優ゆう秀しゆうな人間だ」

　そうしてカイは、なんということもなさそうに自分のことを話し始める。

　僕には一度も話してくれなかった、自分自身のことを。

「この時代よりはるか先の時代でスタートした『箱庭計画』。いずれ滅びる自分達種族を憂いた人間共が始めたのは――自分達で神を創り上げ、救済してもらう計画だった」

　想像の神では人は救えない。

　創造の神でこそ人は救える。

　カイは大して興味もなさそうに、そう付け足した。

「ははっ、面おも白しろいことを考えるものですね。自分達じゃどうにもできないから、神様を創つくってそいつに助けてもらおうだなんて――この世界まるごと、神様の箱庭にしてしまおうだなんて」

「まったくだぜ。そんな茶番に付き合わされたこっちの身にもなって欲ほしい」

「あなたが――『箱庭計画』によって産み落とされた神様というわけですか。創造主ではなく、いわば創造された主」

「その通りだ」

　カイは言う。




「僕は人に手によって神として産み落とされた。人造の――出来損ないの神様だ」




　笑ってはいるが、その笑え顔がおはひどく悲しげだった。

「世界を支配できる能力と不死の肉体を与えられて――世界を平和にしてくれと、無理難題を押おし付つけられた、惨めで無様な神様だよ」

「なるほど、あなたが今進めている計画は、言うなれば『箱庭計画』の延長というわけですか。ただ、一つだけ訊きいてもいいですか？」

　許可を求めておきながら、斎条くんは相手の返答待たずに話を進めた。

「織野栞の能力を覚醒させるというあなたの目的は理解できます。あなたの力を万能とするのなら、彼女の力は全能だ。手中に収めたいという気持ちは痛いほどに理解できる」

　ですが、と斎条くんは続ける。

「なんなんですか、あの、あまりにも初歩的で根本的なミスは？」

「…………」

「そこだけが理解できない。まさかあなたが、あんなミスを犯すほど愚鈍であるとは思えないし、思いたくもない。あなたは――いったいなにがしたいんですか？」

「僕のしたいこと？　そんなの、決まってるじゃないか」

　カイは笑った。

　いつもの、僕が知っている、苦くて甘い笑顔だった。

「神様っていうのは人間を幸せにするためにいるんだぜ？」

　それは――僕と同じ意見だった。

　やがてカイは、ゆっくりと右手を掲げた。

「そろそろいいか。これ以上、きみに話すことはない」

「冥土の土産みやげに教えてはくれないんですか？」

「残念ながら無理な話だ――きみは冥土にはいかないからね」

　カイの瞳ひとみが妖しい光を宿す。人間とは思えない人外の輝き。不安定で不確かなのに、圧あつ倒とう的てきな存在感があるという矛盾。

　全てをひっくるめて、神々しい、としか表現できない。

「斎条睦月。僕はきみに敬意を表する」

　厳かな声が、大気を震わせる。

「きみは見事なまでに僕ぼくの『敵』だった。予想以上に優秀で予想以上に狡猾で……永い永い僕の時間の中で、誰よりも僕に近づいた男だった」

　それはあまりにも純じゆん粋すいな敬意であり、混じりっけなしの賛辞だった。

「だからこそ――僕が自ら手をくだそう。きみは、今ここで終わらせなければならない人間だ」

「光栄ですね。それでこそ、反逆した意味がある」

　斎条くんは動かなかった。なにもかもを諦あきらめた姿に見えるが、しかし、それでも彼かれは、目の前の敵に屈してはいなかった。

　そして――神託が告げられる。

「《たった一行で行わフイニツシンれるどんでん返しグストローク》――応用編」







《扱いに困った登ニードレスキ場人物の末路ヤラクター》







　一瞬の出来事だった。
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　消えた。

　斎条くんが消えた。

　まさしく忽こつ然ぜんと、跡形もなく消失した。

　さっきまで彼がいた空間は、ぽっかりと空いている。

「ええ……？　ど、どこに？　消えた……？」

「どこにもいないよ。消えたんだからね。斎条睦月はもう、この世界のどこにも存在しない。過去現在未来のどこにも。彼という存在は、この世界から完全に消失した」

　カイは淡たん々たんと答えた。

「より正確に表現するならば、消えたではなく、いなかったことにした、だね」

「いなかったことに」

「斎条睦月は捨て子だ。彼は生まれながらにテレパシーの能力が備わっていて、そのことを気味悪がった両親に、幼い頃ころに見捨てられている――つまり、人間である以上両親は存在する。僕は今、過去に跳躍し、彼の両親を出会わないようにして――彼が生まれて来ないようにした」

　ずいぶんとまあ、単純な話だった。

　両親が出会わなかったら、子供は生まれない。

　生まれなかったことになり、いなかったことになる。

「……って、そんなこと、できるわけないじゃないか。ていうか、思いっきり親殺しのパラドックスみたいなことになってるよ……。斎条くんがいなかったことになるんだったら、そもそも斎条くんを消そうっていうこと自体できなくなるんじゃ――」

「その矛盾を無視できるのが、世界の外側にいる僕のご都合主義な能力だ」

「…………」

　わけがわからなかった。

　けれど、斎条くんがいなかったことになったことだけはわかった。彼の所有品であった、ナイフや松葉杖も消えている。

　彼の痕跡が消失していた。この世界から、文字通り跡形もなく消えていた。

　そしてもう一つ――

「直にきみの記き憶おくもこの世界ごと修正されるよ。辻褄が合うようにね」

　これがカイの仕し業わざだということは、直感的にわかった。

　この男が――斎条くんを殺したんだ。

「……おいおい、そんな目で睨むなよ。別に殺したわけじゃないだろう？　斎条睦月は一いつ切さいの苦痛もなく、ただ役目を失くした登場人物のように舞台から降りただけだ。僕はなにも悪いことはしていない。それに、あの男はきみを殺そうとしてたんだぜ？　僕はきみを守ってやったんだ、感謝して欲しいくらいだよ」

「……ふざけるな」

　人を一人殺しておいて――存在を根こそぎ奪っておいて。

　ある意味死よりも残ざん酷こくな結果に陥おとしいれておきながら、悪びれもせずに、僕はなにも悪くないだと？

「本気で、本気でそんなこと言ってるのかよ……！」

「本気――だったら、どれだけ楽なんだろうね」

「え……」

「わかってる。わかってるよ……」

　カイが僕を見る。その瞬しゆん間かん、ふっと、胸の内にあった不快感が消えた。湧き上がって来た様々な黒い感情も、全て引っ込んでしまった。

　彼は泣いていた。

　静かに、どこまでも静かに。

　さめざめと涙なみだを流す彼は、あまりにも儚くてあまりにも弱々しくて、少し触ふれるだけで壊れてしまいそうだった。

「僕みたいな奴やつが神様なんだぜ？　笑っちまうだろう」

「カイ……」

「でも、もうすぐ終わりだ。もう少しで、全すべてが終わる」

「……待って、待ってよカイ！　とにかく、さい――」

　――じょうくん？　を？　元に？　元に、どうするんだ？

　あれ。

　西条だっけ？　斎条だっけ？

　睦月だっけ？　弥生だっけ？

　思い出だせない。僕の中にある彼（彼女？）が、急速に失われていく。

　あの人ひと懐なつっこい笑顔が、どこか憎めない軽口が、小生意気な態度が、眼鏡が、怜悧な頭脳が、気高い野心が、傷だらけの姿が、崩くずれるように消えてゆく。

　××くん――







もう一つのエピローグ







「あれ、カイ。こんなとこでなにしてるの？」

「散歩だよ。アキラはどうしたんだい？」

「うーんと、僕も散歩……なのかな？　おっかしいな。なんで僕、こんなとこにいるんだろ？」

　夏休みの宿題に追われて忙いそがしいはずなのに、どうしてわざわざ自転車に乗ってまで朝日公園に来たんだろう？

　まるで、誰かに呼び出されたみたいだ。

「宿題が嫌いやになって現実逃とう避ひしちゃったんじゃないのか？　まったく、アキラは計画性がないんだから」

「あー、そうかもね。ねえ、カイ。暇ひまだったら宿題手伝ってくれない？」

「やだよ」

「ケチ」

「ケチじゃない。アキラのためを思って言ってるんだ」

「いいよ、そういう大人っぽい気き遣づかいはいらないよ……」

「はは」

　そんな風に中身のない会話を繰くり返かえし、僕らはすぐに別れた。

　別わかれ際ぎわに、

「そういえば」

　と、カイが言った。

「もうすぐ、織おり野のさんの誕生日だね」

「あ、うん。そうだけど、どうしてカイが知ってるの？」

「前にアキラが言ってたじゃないか」

　そうだっけ？

　まあ、カイがそう言うならそうなんだろう。

「なにか計画はしているのかい？」

「んー、まだほとんど未定かな。部活のみんなでなにかやろうとは思ってるんだけど」

「盛大にお祝いしてあげるといいよ。どうか――最高の誕生日にしてやってくれ」

「言われなくても。なんだったら、カイも参加する？」

「いや、遠えん慮りよしとくよ」

「そっか。……ねえ、カイ」

「どうした？」

「なんか、疲つかれてない？　顔色悪いよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ああ。大だい丈じよう夫ぶだよ。心配してくれてありがとう」




　真まっ直すぐ自宅に帰り、すぐさま宿題に着手した。特に邪じや魔まが入ることもなかったため、思いの外スムーズに進んだ。一心不乱に問題を解いて解いて解いて、時にちょっとズルをして。そうやって宿題を片付けている内に、いつの間にか夜も更けていた。

「……寝ねるか」

　頭が疲れていたせいか、ベッドに入って目を閉じると、すぐに眠ってしまった。

　夢を見た。

　気がつくと僕は、落ち葉が舞う秋の公園にいた。今日、なぜか向かってしまった朝日公園だ。木製のテーブルセットに腰こし掛かけ、ただぼーっとしていた。

　なんとなく、夢だとわかった。

　こういう風に自分で夢だとわかっている夢のこと、明晰夢って言うんだっけか？

「いえ、厳密には明晰夢とは言えませんね。明晰夢とは前頭葉が半覚醒状態にあるときに起こり得る現象と言われてますけど、今の籠かご島しまさんは気持ちいいぐらいに爆睡しています。僕という魅み力りよく的てきなキャラクターが消えたっていうのに、冷たいもんですねえ」

　テーブルの反対側には、いつの間にか誰かがいた。

　その子は軽薄な口調で、まるで僕の心を読んだようなセリフを述べた。

「これは僕が見せている夢ですよ」

「きみ、誰……？」

　見たこともない彼に、僕は問いかける。

　人懐っこい笑顔。憎めない軽口。シャツ。サスペンダー。眼鏡。

　僕の知らない人物だった。

「あはは。どうやら本当にいなかったことになってるみたいですね。さすがは神様、と言ったところでしょうか。消したい人間を自由自在に消せるなんて、実に神様らしい。『どくさいスイッチ』の完全版みたいな能力だ」

　彼は楽しそうに笑った。

「ま、僕のテレパシーだけはかろうじて残ったみたいですけどね。現在、この世界には僕の能力だけが残っているという、変な状態のようです。生まれたときから嫌になるくらい一いつ緒しよだったこの能力だけは、さすがの神様にもそう簡単には消せなかったらしい」

「…………」

「とは言え、こんなのはただのタイムラグの内でしょう。長くはもたないはず。だから、最後にちょっと籠島さんの夢にお邪魔させてもらいました」

「僕に、なにか用なの？」

「はい。他ほかにもお話ししたい人はたくさんいるんですけどね。でもまあ、散々悩なやんだ挙句に、最後は籠島さんに会おうと決めました」

　そう言って彼は、ぺこりと頭を下げた。

「殺そうとしてごめんなさい」

　それは誠実な謝罪だった。そんな風に、僕には思えた。

「殺そ……え？」

「もしかしたら殺しちゃってごめんなさい、かな？　まあ、どちらでも同じことか。殺人も殺人未遂も、結果だけ見たら大きな違ちがいですけど、本質は同じようなものだ。殺意があったことに変わりはない」

　彼は軽く肩かたをすくめた。

「……僕は、最後の最後でやっちゃいけないことをした。だから神しん罰ばつが下った。それだけの話です。だからこの罰は甘んじて受け入れましょう」

「よく、わからないけど――」

　僕は見知らぬ彼に、思ったことを言う。ふわふわとした、文字通りの夢心地の気分のまま、深く考えもせずに。

「人を殺しちゃ、駄だ目めだよ」

「……あなたって本当、あれですよねー。典型的なヘタレ主人公。自分じゃなにもできないくせに綺麗事ばっかり抜ぬかしやがる。話しててイライラしますよ」

「…………」

　敵意の視線と痛烈な皮肉に、僕はなにも返せない。ただ沈ちん黙もくすることしかできなかった。すると彼は、ふっと穏やかな笑みを浮かべ、「でも」と言葉を付け足した。

「そんなあなただから、僕は最後に会いたくなった」

　言いつつ、彼はゆっくりと立ち上がる。

「あの男にとっても、あなたはやはり特別なのでしょう」

「あの男……？」

「僕の能力を用いても、彼の心は見えなかった。でも、滲み出るように伝わって来ましたよ。あの男の根底にある、底知れない深い哀かなしみは……」

「…………」

「やれやれ。どうにも女め々めしい話になりそうですね。雄お々おしい僕は、こういう展開は好みじゃないんですよ」

　だから――お先に失礼します。

　と言って　彼は僕の横を通り過ぎ、迷いのない歩調で進んでゆく。

　彼の行く方向には――優やさしい光があった。全てを包みこむような穏やかな光。そこへ向かう彼の背中を、僕はただ眺ながめていた。

「我わが人生に一辺の悔くいなし、とか言えたら格好つくんですけどね。悔いはたくさん残ってます。でも、最後にラスボスの顔も拝めたことですし、よかったことにしときましょう。そこそこに楽しい人生でした」

　歩みを止め、こちらを振ふり返る。

「後は任せましたよ？」

　僕は――黙だまって頷うなずいた。

　なんとなく、そうしなければならない気がしたから。

　彼は満足そうな笑顔を浮かべ、また歩き始めた。

　そうして見知らぬ誰だれかは、光に溶けていった。







あとがき







　物語というのはご都合主義なもので、主人公というのは必ず物語の渦か中ちゆうにいるものですし、それが当たり前です。たとえばミステリーに対して「どうして主人公が行く先々で事件が起こるの？」なんて質問は、もはやする方が恥はずかしい質問でしょう。

　しかし、主人公が都合よく話に巻き込まれる話があるなら、主人公が都合よく話に巻き込まれない話があってもいいじゃないか。そんな感じで、本シリーズの原点に回帰するような五巻でした。

　では、以下謝しや辞じを。

　担たん当とう様。いつもいつもお世話になってます。これからもよろしくお願いします。

　イラストレーターのタカツキイチ様。今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。イラストが届く瞬しゆん間かんをいつも心待ちにしております。

　そして五巻まで付き合ってくださった読者の皆みな様さまに最大級の謝辞を。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。


望公太









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


望公太先生／タカツキイチ先生
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